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は じ め には じ め には じ め には じ め に

通常通常通常通常のののの学級学級学級学級にににに在籍在籍在籍在籍しながらしながらしながらしながら、、、、一人一人一人一人一人一人一人一人のののの障障障障がいのがいのがいのがいの程度程度程度程度やややや状況状況状況状況にににに応応応応じてじてじてじて適切適切適切適切なななな指導指導指導指導をををを

受受受受けられるけられるけられるけられる「「「「通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導」」」」はははは、、、、平成平成平成平成５５５５年年年年１１１１月月月月、、、、学校教育法施行規則改正学校教育法施行規則改正学校教育法施行規則改正学校教育法施行規則改正とととと文科省文科省文科省文科省

のののの告示告示告示告示によってによってによってによってスタートスタートスタートスタートしししし、、、、今年度今年度今年度今年度でででで１８１８１８１８年目年目年目年目になりますになりますになりますになります。。。。

本県本県本県本県ではではではでは 「「「「通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導」」」」をををを推進推進推進推進するためにするためにするためにするために、、、、平成平成平成平成６６６６、、、、７７７７年度年度年度年度にににに当時当時当時当時のののの養護教養護教養護教養護教、、、、

育課育課育課育課((((現現現現、、、、特別支援教育課特別支援教育課特別支援教育課特別支援教育課))))がががが重点施策重点施策重点施策重点施策のののの一一一一つとしてつとしてつとしてつとして「「「「ふれあいふれあいふれあいふれあい通級通級通級通級スタディプランスタディプランスタディプランスタディプラン研研研研

究協議会究協議会究協議会究協議会」」」」をををを開催開催開催開催しししし、、、、平成平成平成平成７７７７年年年年１０１０１０１０月月月月 「「「「ふれあいふれあいふれあいふれあい通級通級通級通級スタディプランスタディプランスタディプランスタディプラン研究協議会研究協議会研究協議会研究協議会」」」」、、、、

のののの委員委員委員委員のののの方方方方 々々々々のごのごのごのご協力協力協力協力をををを得得得得てててて「「「「通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導」」」」のののの手引手引手引手引きをきをきをきを作成作成作成作成しししし 「「「「通級通級通級通級によるによるによるによる指指指指、、、、

導導導導」」」」というというというという新新新新しいしいしいしい指導形態指導形態指導形態指導形態のののの理解理解理解理解・・・・啓発及啓発及啓発及啓発及びびびび普及普及普及普及にににに努努努努めてまいりましためてまいりましためてまいりましためてまいりました。。。。

平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年３３３３月月月月のののの学校教育法施行規則学校教育法施行規則学校教育法施行規則学校教育法施行規則のののの一部改正一部改正一部改正一部改正によりによりによりにより 「「「「通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導」」」」のののの対対対対、、、、

象者象者象者象者がががが拡大拡大拡大拡大しししし、、、、平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年４４４４月月月月、、、、特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの制度化制度化制度化制度化にににに伴伴伴伴いいいい、、、、これまでこれまでこれまでこれまで以上以上以上以上にににに「「「「通通通通

級級級級によるによるによるによる指導指導指導指導」」」」はははは、、、、特別特別特別特別にににに支援支援支援支援をををを必要必要必要必要とするとするとするとする児童生徒等児童生徒等児童生徒等児童生徒等のののの生生生生きるきるきるきる力力力力をををを育育育育むむむむ学学学学びのびのびのびの場場場場とととと

してしてしてして大大大大いにいにいにいに期待期待期待期待されされされされ、、、、利用利用利用利用されているされているされているされている児童生徒数児童生徒数児童生徒数児童生徒数もももも年年年年々々々々増加増加増加増加しておりますしておりますしておりますしております。。。。

平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度にはにはにはには、、、、第第第第６６６６次福島県総合教育計画次福島県総合教育計画次福島県総合教育計画次福島県総合教育計画のののの重点施策重点施策重点施策重点施策のののの一一一一つとしてつとしてつとしてつとして 「「「「地域地域地域地域でででで、、、、

共共共共にににに学学学学びびびび、、、、共共共共にににに生生生生きるきるきるきる教育教育教育教育」」」」がががが基本理念基本理念基本理念基本理念としてとしてとしてとして掲掲掲掲げられげられげられげられ、、、、特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの一層一層一層一層のののの充実充実充実充実

とととと教職員教職員教職員教職員のののの専門性向上等専門性向上等専門性向上等専門性向上等、、、、特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの方向性方向性方向性方向性がががが示示示示されましたされましたされましたされました。。。。

「「「「通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導」」」」はははは、、、、指導指導指導指導にににに携携携携わられたわられたわられたわられた教員教員教員教員のののの皆様皆様皆様皆様やややや学校関係者学校関係者学校関係者学校関係者のののの多大多大多大多大なるごなるごなるごなるご尽尽尽尽

力力力力によりによりによりにより、、、、充実充実充実充実しているところですがしているところですがしているところですがしているところですが 「「「「地域地域地域地域でででで共共共共にににに学学学学びびびび、、、、共共共共にににに生生生生きるきるきるきる教育教育教育教育」」」」のののの実現実現実現実現、、、、

をををを目指目指目指目指しししし、、、、ニーズニーズニーズニーズにににに応応応応じたじたじたじた教育教育教育教育によりによりによりにより一人一人一人一人一人一人一人一人のののの児童生徒等児童生徒等児童生徒等児童生徒等のののの生生生生きるきるきるきる力力力力をををを育育育育むことがむことがむことがむことが

できることをできることをできることをできることを願願願願いいいい、、、、新新新新たにたにたにたに本書本書本書本書をををを発行発行発行発行することとしましたすることとしましたすることとしましたすることとしました。。。。

本書本書本書本書はははは、、、、通級指導教室通級指導教室通級指導教室通級指導教室をををを担当担当担当担当されているされているされているされている教員教員教員教員のののの皆様皆様皆様皆様やややや学校関係者等学校関係者等学校関係者等学校関係者等のののの皆様皆様皆様皆様のごのごのごのご理解理解理解理解

とごとごとごとご協力協力協力協力のののの下下下下、、、、制度制度制度制度のののの仕組仕組仕組仕組みやみやみやみや教育課程教育課程教育課程教育課程のののの編成編成編成編成 「「「「個別個別個別個別のののの指導計画指導計画指導計画指導計画」」」」やややや「「「「個別個別個別個別のののの教育教育教育教育、、、、

支援計画支援計画支援計画支援計画」」」」等等等等によるによるによるによる作成作成作成作成・・・・活用活用活用活用、、、、指導事例等指導事例等指導事例等指導事例等についてまとめましたについてまとめましたについてまとめましたについてまとめました。。。。

「「「「通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導」」」」についてについてについてについて、、、、今後今後今後今後もももも多多多多くのくのくのくの方方方方々々々々にごにごにごにご理解理解理解理解をいただきをいただきをいただきをいただき、、、、よりよりよりより充実充実充実充実したしたしたした

教育活動教育活動教育活動教育活動ができるようができるようができるようができるよう、、、、本書本書本書本書をををを活用活用活用活用していただければしていただければしていただければしていただければ幸幸幸幸いですいですいですいです。。。。

最後最後最後最後にににに、、、、貴重貴重貴重貴重なななな実践例実践例実践例実践例をおをおをおをお寄寄寄寄せいただいたせいただいたせいただいたせいただいた皆様皆様皆様皆様にににに厚厚厚厚くくくく御礼申御礼申御礼申御礼申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。

平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年７７７７月月月月

福島県養護教育福島県養護教育福島県養護教育福島県養護教育センターセンターセンターセンター所長 円谷美智子所長 円谷美智子所長 円谷美智子所長 円谷美智子
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第１章 「通級による指導」の概要  

 

１． 通級による指導とは  

 

通級による指導は、各教科の指導は通常の学級で行いながら、一人一人の障がいに応

じた特別の指導（自立活動及び教科の補充指導）を通級指導教室で行う指導形態です。 

学校教育法施行規則第１４０ 条および第１４１条に基づき、障がいの状態がそれぞ

れ異なる個々の児童生徒に、個別の指導を中心とした特別の指導をきめ細かに弾力的に

行います。 

通級による指導は、障がいの状態を改善・克服するための指導を児童生徒のニーズに

応じて行ううえに、通常の学級における授業においても指導の効果が発揮されることに

つながり、その効果が大いに期待されるものです。 

 

 

（１） 通級による指導の概要 

 

①  対象とする児童生徒  

通級による指導は、小学校及び中

学校の通常の学級に在籍し、通常の

学級での学習におおむね参加でき、

一部特別な指導を必要とする児童

生徒が対象です。各教科の指導は通

常の学級で行いながら、障がいに応

じた特別な指導を行う教育活動で

す。 

平成１８ 年度から新たに学習障

がい（ＬＤ）・注意欠陥多動性障が

い（ＡＤＨＤ）の児童生徒も指導の

対象となり、通級による指導が受け

られるようになりました。 

 

②  指導の場 

明確な基準はありませんが、対象

となる児童生徒１０名程度につき

１名、配置された教員が、通級指導

教室で指導を行います。指導は、通

常の教育活動と並行して行われる

＜通級による指導の開始までの流れ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談  

（通級指導教室・地域センター）

ー））  

通級による指導の判断  

（市町村教育委員会）  

通級による指導の申請  

「特別の教育課程」の届出  

（在籍学校）  

通級による指導の開始  

通級による指導の終了  

就学指導審議会  

保 護

者  

通 級 指 導 教

室  

在籍校  
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＜指導開始から終了までの流れ＞  
他に、昼休みや放課後等に行われる場

吅があります。 

 

③  特別の教育課程 

対象となる児童生徒は、就学指導審

議会の意見を参考に市町村教育委員

会が判断します。通級による指導を開

始するに当たっては、通級による指導

を教育課程上に位置付ける必要があ

ります。これが「特別の教育課程」に

なります。この「特別の教育課程」は、

通常の教育課程に付加する形で、在籍

学校から市町村教育委員会に届け出

ます。 

 

④  通級の形態 

通級による指導の対象は、通級指導

校の児童生徒の場吅（自校通級）と、

他の学校（他市町村を含む）の児童生

徒の場吅（他校通級）があります。 

 

⑤  通級指導教室の役割 

通級指導教室では、在籍校と連携し

て指導を行っていきます。児童生徒の

障がいに応じた指導のほか、保護者へ

の支援も行います。また、教育相談活

動を行うなど、地域の特別支援教育の

センター的機能を担うこともあります。 

 

 

＜ 通 級 に よ る 指 導 を 受 け て い る 児 童 生 徒 数 の 推 移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通級指導の決定  

個別の指導計画の作成  

指  導  

指導の見直し  

改  善  

指導の終了の判断  

（市町村教育委員会）  

就学指導審議会  

終  了  

通級による指導を受けている児童生徒の

数は、年々増加しています。特に、新たに学

習障がい及び注意欠陥多動性障がいが対象

になった平成 18 年度以降の伸びが著しく、

平成 22 年度は全国で 60,637 人です。  

 

文部科学省通級による指導実施状況調査より  

（Ｈ２２．５．１現在）  0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ Ｈ２２
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（２） 指導の様子 

 

①  個別の指導 

児童生徒の特性や障がいの状態に応じて作成した「個別の指導計画」に基づき、指

導及び支援を行います。 

個別の指導では、児童生徒の良さを生かし、それぞれの指導のねらいに基づいて個

別の教材を作るなどして指導していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② グループ指導 

通級による指導は、基本的には個別の指導が中心ですが、ソーシャルスキルやコ

ミュニケーション能力、対人関係の指導など、

必要に応じてグループ指導を組み吅わせて指

導していきます。個別指導とグループ指導、

それぞれの良さを活かした指導を行います。 
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分数教材 

個に応じた指導の工夫  

さんすうすごろく 

漢字カード  
漢 字がな かなか 覚えられ ないＡく

んには、漢字に絵などで意味やイメー

ジをつけることで、覚えやすくしまし

た。漢字が読めるようになったこと

で、学習の理解もすすむようになりま

した。  

苦手意識が強いＣくんは、ゲーム形式で学

習意欲を高めながら、定着を図りました。  

分かる・できるようになると、ゲーム形式

でなくても、意欲的に取り組むようになりま

した。  

分 数の大 小比較 ができな かったＢ

さんに、操作できる教材を用意したと

ころ、「そうか！」とすっきりと理解

できたようです。  

発音の練習で、機械的に練習するの

ではなく、絵や写真等の視覚情報を手

掛かりにして、ことばに対するイメー

ジをもたせるようにしました。D さん

は、飽きることなく、意欲的に反復練

習することができました。  
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２． 通級による指導の対象となる児童生徒 

 

 小・中学校の通常の学級に在籍する児童生徒のうち、通級による指導の対象となる障が

いの種類とその程度は、「障害のある児童生徒の就学について（通知）」（平成 14 年 5 月 27

日付け文科初第 291 号）および「通級による指導の対象とすることが適当な自閉症者、情

緒障害者、学習障害者又は注意欠陥多動性障害者に該当する児童生徒について（通知）」（平

成 18 年 3 月 31 日付け文科初発第 1178 号）に示されています。 

 

 

＜通級による指導の対象となる児童生徒＞ 

１ 言語障害者  

口蓋裂、構音器官のまひ等器質的又は機能的な構音障害のある者、吃音等話し言葉におけ

るリズムの障害のある者、話す、聞く等言語機能の基礎的事項に発達の遅れがある者、その

ほかこれに準じる者（これらの障害が主として他の障害に起因するものではない者に限る。）

で、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度のもの  

２ 自閉症者  

自閉症又はそれに類するもので、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指

導を必要とする程度のもの  

３ 情緒障害者  

主として心理的な要因による選択性かん黙等があるもので、通常の学級での学習におおむ

ね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度のもの  

４ 弱視者  

拡大鏡等の使用によっても通常の文字、図形等の視覚による認識が困難な程度の者で、通

常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とするもの  

５ 難聴者  

補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが困難な程度の者で、通常の学級での

学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とするもの  

６ 学習障害者  

全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論する能力

のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示すもので、一部特別な指導を必要とする程

度のもの  

７ 注意欠陥多動性障害者  

年齢又は発達に不釣り吅いな注意力、又は衝動性・多動性が認められ、社会的な活動や学

業の機能に支障をきたすもので、一部特別な指導を必要とする程度のもの  

８ 肢体不自由者、病弱者及び身体虚弱者  

肢体不自由、病弱又は身体虚弱の程度が、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部

特別な指導を必要とする程度のもの  
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また、知的障がいについては、対象から除かれています。知的発達の遅れやその特性か

ら、小集団における発達段階に応じた特別な教育課程および指導法が効果的であるため、

原則的には、主として特別支援学級において教育することが適切であると考えられるため

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関係法令等＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学校教育法施行規則  

 

［障害に応じた特別の教育課程］  

第１４０  条  

小学校若しくは中学校又は中等教育学校の前期課程において、次の各号のいずれかに該当する児

童又は生徒（特別支援学級の児童及び生徒を除く。）のうち当該障害に応じた特別の指導を行う必要

があるものを教育する場吅には、文部科学大臣が別に定めるところにより、第 50 条第 1 項、第 51 条

及び第 52 条の規定並びに第 72 条から第 74 条までの規定にかかわらず、特別の教育課程によるこ

とができる。  

一 言語障害者  

二 自閉症者  

三 情緒障害者  

四 弱視者  

五 難聴者  

六 学習障害者  

七 注意欠陥多動性障害者  

八 その他障害のある者で、この条の規定により特別の教育課程による教育を行うことが適当な

もの  

 

第１４１条  

前条の規定により特別の教育課程による場吅においては、校長は、児童又は生徒が、当該小学校、

中学校又は中等教育学校の設置者の定めるところにより他の小学校、中学校、中等教育学校の前期

課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部において受けた授業を、当該小学校若しくは中学校

又は中等教育学校の前期課程において受けた当該特別の教育課程に係る授業とみなすことができ

る。  

「精神薄弱については、精神発達の遅れやその特性から、小集団における発達段階に

応じた特別な教育課程・指導法が効果的であり、そのため原則として、主として特殊

学級において、いわゆる固定式により指導することが適切である。」 

『通級学級に関する調査研究協力者会議「通級による指導に関する充実方策について」

（審議のまとめ） 平成４年３月』  
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○ 障害のある児童生徒の就学について（通知）（平成14年 5月 27日付け文科初第291号） 

 

２ 小学校又は中学校への就学 

b 通級による指導 

学校教育法施行規則第七三条の二一第一項の規定に基づく通級による指導を行う場吅には、以下の各号に掲げる障害の種

類及び程度の児童生徒を対象として適切な指導が行われることが適当であること。 

 障害の判断に当たっては、障害のある児童生徒に対する教育の経験のある教員等による観察・検査、専門医による診断等

に基づき教育学、医学、心理学等の観点から総吅的かつ慎重に行うこと。その際、通級による指導の特質に鑑み、個々の児

童生徒について、通常の学級での適応性、通級による指導に要する適正な時間等を十分考慮すること。 

（１） 障害の種類及び程度 

ア 言語障害者 

口蓋裂、構音器官のまひ等器質的又は機能的な構音障害のある者、吃音等話し言葉におけるリズムの障害のある者、

話す、聞く等言語機能の基礎的事項に発達の遅れがある者、その他これに準じる者（これらの障害が主として他の障害

に起因するものではない者に限る。）で、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度の

もの 

イ 情緒障害者 

一 自閉症又はそれに類するもので、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度の

もの 

二 主として心理的な要因による選択性かん黙等があるもので、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別

な指導を必要とする程度のもの 

ウ 弱視者 

拡大鏡等の使用によっても通常の文字、図形等の視覚による認識が困難な程度の者で、通常の学級での学習におおむ

ね参加でき、一部特別な指導を必要とするもの 

エ 難聴者 

補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが困難な程度の者で、通常の学級での学習におおむね参加でき、

一部特別な指導を必要とするもの 

オ 肢体不自由者、病弱者及び身体虚弱者 

肢体不自由、病弱又は身体虚弱の程度が、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程

度のもの 

（２） 留意事項 

通級による指導の対象とすることが適当な児童生徒の指導に当たっての留意事項は以下のとおりであること。 

ア 学校教育法施行規則第七三条の二一第一項の規定に基づき、通級による指導における特別の教育課程の編成、授業

時数については平成五年文部省告示第七号により別に定められていること。同項の規定により特別の教育課程を編成

して指導を行う場吅には、盲学校、聾学校及び養護学校小学部・中学部学習指導要領を参考として実施すること。 

イ 通級による指導を受ける児童生徒の成長の状況を総吅的にとらえるため、指導要録において、通級による指導を受

ける学校名、通級による指導の授業時数、指導期間、指導内容や結果等を記入すること。他の学校の児童生徒に対し

通級による指導を行う学校においては、適切な指導を行う上で必要な範囲で通級による指導の記録を作成すること。 

ウ 通級による指導の実施に当たっては、通級による指導の担当教員が、児童生徒の在籍学級(他の学校で通級による指

導を受ける場吅にあっては、在学している学校の在籍学級)の担任教員との間で定期的な情報交換を行ったり、助言を

行ったりする等、両者の連携協力が図られるよう十分に配慮すること。 
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○ 通級による指導の対象とすることが適当な自閉症者、情緒障害者、学習障害者又は注意欠陥

多動性障害者に該当する児童生徒について（通知）（平成 18 年 3 月 31 日付け 17 文科初第 1178 号） 

 

 なお、291 号通知の記の第 1 の 2 の b の（1）の「イ 情緒障害者」は廃止し、これに該当する障害の種類及び程度

については、以下の（1）の「ア 自閉症者」又は「イ 情緒障害者」に該当するものとする。 

 また、通級による指導の対象とするか否かの判断に当たっては、保護者の意見を聴いた上で、障害のある児童生徒に

対する教育の経験のある教員等による観察・検査、専門医による診断等に基づき、教育学、医学、心理学等の観点から

総吅的かつ慎重に行うこと。 

 その際、通級による指導の特質に鑑み、個々の児童生徒について、通常の学級での適応性、通級による指導に要する

適正な時間等を十分考慮すること。 

（1）  障害の種類及び程度  

  ア 自閉症者 

  自閉症又はそれに類するもので、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度のも

の  

イ 情緒障害者 

  主として心理的な要因による選択性かん黙等があるもので、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な

指導を必要とする程度のもの  

ウ 学習障害者 

  全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論する能力のうち特定のものの習得

と使用に著しい困難を示すもので、一部特別な指導を必要とする程度のもの  

エ 注意欠陥多動性障害者 

  年齢又は発達に不釣り吅いな注意力、又は衝動性・多動性が認められ、社会的な活動や学業の機能に支障をきたす

もので、一部特別な指導を必要とする程度のもの  

 （2）  留意事項 

 通級による指導を行うに際しての留意事項は以下のとおり。  

ア 通級による指導を担当する教員は、基本的には、この通知又は 291 号通知に示されたうちの一の障害の種類に該当

する児童生徒を指導することとなるが、当該教員が有する専門性や指導方法の類似性等に応じて、当該障害の種類と

は異なる障害の種類に該当する児童生徒を指導することができること。  

イ 通級による指導を行うに際しては、必要に応じ、校長、教頭、特別支援教育コーディネーター、担任教員、その他

必要と思われる者で構成する校内委員会において、その必要性を検討するとともに、文部科学省の委嘱事業である特

別支援教育体制推進事業等により各都道府県教育委員会等に設けられた専門家チームや巡回相談等を活用すること。  

ウ 通級による指導の対象とするか否かの判断に当たっては、医学的な診断の有無のみにとらわれることのないよう留

意し、総吅的な見地から判断すること。  

エ 学習障害又は注意欠陥多動性障害の児童生徒については、通級による指導の対象とするまでもなく、通常の学級に

おける教員の適切な配慮やティーム・ティーチングの活用、学習内容の習熟の程度に応じた指導の工夫等により、対

応することが適切である者も多くみられることに十分留意すること。  

 （3）  その他 

 情緒障害者を対象とする特殊学級については、今後、文部科学省においてその在り方について検討を進めることとし

ていること。  
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第２章 「通級による指導」の運営  

 

 

１．通級による指導を行うにあたって（就学指導等） 

 

（１）各学校における必要性の検討について  

通級による指導を行うに際しては、必要に応じ、校長、教頭、特別支援教育コーディネ

ーター、担任教員、その他必要と思われる者で構成する校内委員会でその必要性を検討す

ることが必要です。その際、巡回相談や専門機関等も活用していきます。  

また、通常の学級の教育課程に加えたり、一部を替えたりして実施することとなる通級

による指導が、対象児童生徒にとって負担となることもあります。そのため、通常の学級

において、障がいの状態に応じて行われる特別の指導が行うことができず、通級による指

導によって一部特別な指導を受ける必要があるかどうかを、十分慎重に検討する必要があ

ります。 

 

（２）通級による指導を行う判断について  

通級による指導を行う判断については、先述の「文科初第 291 号通知」および「文科初

第 1178 号通知」により行います。基本的には、当該児童生徒について特別の教育課程を編

成する必要があるかどうかの判断であることから、在籍校の校長が行うことになります。 

判断に際しては、保護者の意見を聴いた上で、市町村就学指導審議会において、障がい

のある児童生徒に対する教育の経験のある教員等による観察・検査や専門医による診断等

に基づき、教育学、医学、心理学等の観点から総合的かつ慎重に行います。  

その際、通級による指導の特質に鑑み、個々の児童生徒について、通常の学級での適応

性、通級による指導に要する適正な時間等を十分考慮することが必要です。  

 
（３）医学的な診断の取扱いについて 

通級による指導の対象とするかどうかの判断にあたっては、個々の児童生徒の障がいの

状態に応じた総合的な判断が必要となります。医学的な診断は、障がいの状態を医学的観

点から把握するために重要なものですが、単に医学的な診断の有無のみによって、教育的

な対応を決定することのないよう留意する必要があります。 

 

（４）学習障がい又は注意欠陥多動性障がいの児童生徒について 

学習障がい（ＬＤ）、注意欠陥多動性障がい（ＡＤＨＤ）の児童生徒については、通級

による指導の対象とするまでもなく、通常の学級における教員の適切な配慮やティーム・
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ティーチングの活用、学習内容の習熟の程度に応じた指導の工夫等により、対応すること

が適切である場合も多くあります。 

 

（５）通級指導教室における障がい種別について 

通級による指導を担当する教員は、基本的には、設置された教室の障がい種別に該当す

る児童生徒を指導することになりますが、近年の障がいの多様化を踏まえ、当該教員の専

門性や指導方法の類似性、個々の児童生徒の障がいなどに応じて、通級による指導として

教育上効果的な指導が実施できる場合には、設置された障がい種別とは異なる障がいの種

類に該当する児童生徒を指導することができます。 

 

 

２．通級による指導における特別の教育課程  

 

（１）特別の教育課程の位置づけ  

通級による指導は、学校教育法施行規則第 140 条及び第 141 条の規定に基づき実施する

ものです。これは、小中学校の通常の学級に在籍する児童生徒が、各教科等の授業は通常

の学級で受け、個々の障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服するための特別

の指導を通級指導教室で受けるという教育形態です。  

教育課程の位置づけは、児童生徒が属する学年の通常の教育課程に、通級による特別の

教育課程を加える又は一部に替えることとなります。  

また、他の学校で通級による指導を受ける場合であっても、在籍校の校長がその授業を

自校の授業とみなすことができると規定されています。つまり、他校通級の場合も教育課

程上の扱いは同様となります。  

 具体的には、通常の学級での学習の他、通級指導教室で週１から８単位時間（ＬＤ及び

ＡＤＨＤついては、月 1 単位時間から可能）の自立活動の指導を受けることになります。

また、必要に応じて教科の補充指導を受けることもできます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特別の教育課程の位置づけ＞  

 

通
常
の
教
育
課
程 

通
常
の
教
育
課
程 

通
常
の
教
育
課
程 

通
常
の
教
育
課
程 

特
別
の
教
育
課
程 



- 11 - 

 

 

 

［指導内容］  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜通級による指導の内容＞  

 

自立活動  

 

各教科

の補充  

（２）特別の教育課程の内容  

「特別の教育課程」において行う特別の指導は、次の二つです。  

一つは、障がいの状態に応じ、障がいの状態の改善・克服を目的とする「自立活動」で

す。指導にあたっては、特別支援学校学習指導要領に規定された「自立活動」の目標や内

容を参考に学習活動を行うことになります。  

もう一つは、障がいに応じて各教科の内容を補充するための特別の指導、すなわち「教

科の補充指導」です。通級による指導では、自立活動に相当する内容の指導を行うことが

基本となり、特に必要がある場合には各教科の内容を補充するための指導を実施すること

になります。  

したがって、教科の補充指導が障がいに応じたものでない場合は実施することができま

せん。通級による指導の本来の趣旨に沿うものではありません。  

自立活動および教科の補充指導については、「個別の教育支援計画」および「個別の指

導計画」作成に基づいて指導する必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．指導時間  

  

通級による指導時間数については、自立活動および教科の補充指導をあわせて年間３５

単位時間から２８０単位時間（週当たり 1～8 単位時間）行うことを標準とするとされて

います（文部科学省告示第７号平成 5 年 1 月 28 日）。  

なお、学習障がいおよび注意欠陥多動性障がいの児童生徒の指導については年間１０単

位時間から２８０単位時間（月１  単位時間から）指導を行うことが可能です。これは、月

1 単位時間程度の指導でも十分な教育的効果が認められる場合があるからです。（学校教

育法施行規則の一部改正等について（通知）平成 18 年 3 月 31 日付け文科初発第 1178 号）  

 

また、通級による指導においては、通常の学級の一部に替えて通級による指導を受ける

場合と、通常の学級の授業に加えて放課後等に通級による指導を受ける場合が考えられま

す。  

そのため、毎回、同じ教科等の授業が受けられなかったり、特定の教科等のすべてが履

修できなかったりすることのないように在籍校と連携し、通級による指導を受ける時間や

曜日等、在籍校と通級指導教室の相互の時間割を工夫することが必要となります。  

通級による指導 教育課程  
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指導時間や時間帯については、学校や地域、児童生徒の実態、指導内容等を考慮し適切

に判断する必要があります。時間帯が偏ったり、児童生徒の負担が過重になったりしない

よう十分な配慮が必要です。  

 

 

４．通級による指導の記録  

 

 「通級による指導の記録」については、「障害のある児童生徒の就学について（通知）」

（平成 14 年 5 月 27 日付け文科初第 291 号）の中で、「留意事項」の一つとして、適切

な指導を行う上で必要な範囲で通級による指導の記録を作成することが示されています。  

記入事項については、在籍する学級担任が指導要録を記載する際、通級による指導の記

録を参考にすることを踏まえ、指導要録の記載に準じて、当該児童生徒の氏名、在籍して

いる学校名、通級による指導の授業時数、指導機関、指導の内容や指導の結果等を記入す

ることが考えられます。  

 

 

５．指導要録の記入  

 

 通級による指導を受けている児童生徒については、在籍校における指導要録の「総合所

見及び指導上参考となる諸事項」の欄に、「通級による指導を受ける学校名」、「通級による

指導の週あたりの授業時数」、「指導期間」、「指導の内容や結果」等を記入します。  

なお、記入については、在籍している通常の学級の担任が、通級による指導の担当者が

作成する指導の記録に基づいて行います。 （記入例Ｐ３４）  

  

 

６．通級による指導実施上の留意事項  

 

ア 特別の教育課程を編成して指導を行う場合には、特別支援学校小学部・中学部学習指導要

領「自立活動」を参考として実施します。  

イ 通級による指導を受ける児童生徒の成長の状況を総合的にとらえるため、指導要録におい

て、通級による指導を受ける学校名、通級による指導の授業時数、指導期間、指導内容や結

果等を記入することとされています。他の学校の児童生徒に対し通級による指導を行う学校

においては、適切な指導を行う上で必要な範囲で通級による指導の記録を作成します。  

ウ 通級による指導の実施に当たっては、通級による指導の担当教員が、児童生徒の在籍学級

（他の学校で通級による指導を受ける場合にあっては、在学している学校の在籍学級）の担

任教員との間で定期的な情報交換を行ったり、助言を行ったりする等、両者の連携協力が図

られるよう十分に配慮します。  
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自立活動の内容（特別支援学校学習指導要領）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．健康の保持   

（１）  生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。   

（２）  病気の状態の理解と生活管理に関すること。   

（３）  身体各部の状態の理解と養護に関すること。   

（４）  健康状態の維持・改善に関すること。   

２．心理的な安定   

（１）  情緒の安定に関すること。   

（２）  状況の理解と変化への対応に関すること。   

（３）  障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲の向上に関する

こと。   

３．人間関係の形成   

（１）  他者とのかかわりの基礎に関すること。   

（２）  他者の意図や感情の理解に関すること。   

（３）  自己の理解と行動の調整に関すること。   

（４）  集団への参加の基礎に関すること。   

４．環境の把握   

（１）  保有する感覚の活用に関すること。   

（２）  感覚や認知の特性への対応に関すること。   

（３）  感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。   

（４）  感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関すること。   

（５）  認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。   

５．身体の動き   

（１）  姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。   

（２）  姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。   

（３）  日常生活に必要な基本動作に関すること。   

（４）  身体の移動能力に関すること。   

（５）  作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。   

６．コミュニケーション   

（１）  コミュニケーションの基礎的能力に関すること。   

（２）  言語の受容と表出に関すること。   

（３）  言語の形成と活用に関すること。   

（４）  コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。   

（５）  状況に応じたコミュニケーションに関すること。  
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７．指導開始および終了の手続きについて 
 

（１）指導開始時 

 

通級による指導を受けることが必要と思われる児童生徒について、在籍校等より報告が

あった場合、当該市町村教育委員会は、通級による指導を受けることが適当かどうかの意

見を就学指導審議会に求めます。また、必要に応じて専門機関と連携を図ります。 

また、判断の際には、保護者の意向を踏まえるとともに、実際に通級する児童生徒本人

の意思や願いを十分に受け止め、尊重することも大切なことです。 

 

① 同一市町村で通級による指導を受ける場合の例 

 

 

                 Ｆ・Ｉ 

                    

                  Ａ 

                  Ｂ 

 

Ｄ  Ｅ  Ｈ     Ｃ              Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 Ａ 通級による指導の必要性があることを通知（通知１） 

 Ｂ 通級による指導を受けさせることが適当であることを通知（通知２） 

 Ｃ 該当児の氏名及び在籍校を通知（通知３） 

 Ｄ 特別の教育課程についての協議 

 Ｅ 通級による指導の指導内容及び指導時間等の通知（通知４） 

 Ｆ 特別の教育課程の届け出 

 Ｇ 通級による指導の実施についての通知（通知５） 

 

 Ｈ 通級による指導の指導内容及び指導時数等の報告（報告１） 

 Ｉ 特別の教育課程の実施報告 

 

市町村 

教育委員会 

（就学指導審議会） 

在籍校の校長 

通級指導校の校長 保護者 
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② 他の市町村で通級による指導を受ける場合の例 

 

同一市町村に通級指導校が設置されていない場合、当該市町村教育委員会は、通級指導

校を設置する市町村教育委員会に通級による指導を依頼することができます。その場合、

双方の教育委員会が通級による指導の実施に向けて、協議することになります。 

 

 

 

 

                Ｇ・Ｊ               

                                Ｈ 

                Ａ 

                Ｄ 

 

Ｅ  Ｆ  Ｉ            Ｂ      

                 

                Ｃ 

 

 

 

 

 Ａ 通級による指導の必要性があることを通知 

 Ｂ 通級による指導が必要と判断された場合、指導の開始について協議 

 Ｃ 受け入れ可能な場合、該当児の氏名及び在籍校を通知 

 Ｄ 指導開始の決定を通知 

 Ｅ 特別の教育課程についての協議 

 Ｆ 通級による指導の指導内容及び指導時間等の通知 

 Ｇ 特別の教育課程の届け出 

 Ｈ 通級による指導の実施についての通知 

 

 Ｉ 通級による指導の指導内容及び指導時数等の報告（報告１） 

 Ｊ 特別の教育課程の実施報告 

 

  

市町村 

教育委員会 

（就学指導審議会） 

在籍校の校長 

通級指導校の校長 

保護者 

通級指導教室のある 

市町村教育委員会 
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（２）指導終了時 

 

通級による指導の終了に向けては、在籍校、通級指導校、保護者が密に連絡を取り合う

必要があります。 

 

① 通級による指導を終了する場合の例 

 

                   

                  Ｂ 

                  Ａ 

                   

 

Ｂ           Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ 通級による指導の必要性がなくなったことを通知（通知６） 

Ｂ 通級による指導を終了することが適当であることの通知（通知７） 

Ｃ 通級による指導の終了についての通知 

 

  

市町村 

教育委員会 

（就学指導審議会） 

在籍校の校長 

通級指導校の校長 保護者 
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○○（市町村）通級による指導実施要綱の例 

 

 

（趣 旨） 

第１条 この要綱は、学校教育法施行規則(昭和 22 年文部省令第 11 号)第 140 条の規定に基づ

き、小学校又は中学校に在籍する児童又は生徒に対して、通級による指導を行う場合の取扱

に対して必要な事項を定めるものとする。 

 

（通級指導校の通知等） 

第２条 校長は、児童又は生徒に通級による指導を受けさせる必要があるときは、市町村教育

委員会に対し、その旨を通知するものとする。（通知１） 

２ 市町村教育委員会は、前項の通知を受けた児童又は生徒（就学予定者のうち、通級による

指導を受けさせることが必要な者を含む。）について、通級による指導を受けさせる学校（以

下「通級指導校」という。）を、当該児童又は生徒が在籍する学校（以下「在籍校」という。）

の校長に通知するものとする。（通知２）＜※①＞ 

３ 前項の通知に当たっては、市町村教育委員会は、あらかじめ市町村就学支援委員会等の意

見を聴取するものとする。 

４ 市町村教育委員会は、第２項の通知と同時に、通級指導校の校長に対し、当該児童又は生

徒の氏名及び在籍校を通知するものとする。（通知３） 

＜※①：「市町村が異なる場合」は以下を付加する。＞ 

市町村教育委員会は、他の市町村等が設置する小学校又は中学校において通級による指導を

受けさせることが適当と認めるときは、あらかじめ、当該市町村教育委員会と協議した上で、

当該児童又は生徒の氏名及び通級指導校を当該児童又は在籍校の校長に通知するものとする。 

 

（特別の教育課程の編成等） 

第３条 在籍校及び通級指導校の校長は、前条第２項及び第４項の通知を受けたときは、当該

児童又は生徒に係る教育課程の編成について協議するものとする。 

２ 通級指導校の校長は、前条の協議を終了したときは、当該児童又は生徒に係る当該学校に

おける指導内容及び指導時間を、在籍校の校長に通知するものとする。（通知４） 

３ 在籍校の校長は、前項の通知を受けたときは、速やかに、当該児童又は生徒に係る特別の

教育課程を編成し、市町村教育委員会に届け出るものとする。 

＜「市町村が異なる場合」は以下に読み替える。＞ 

第３条 市町村教育委員会は、前条第２項及び第４条の通知を行ったときは、在籍校の校長の

意見を聴いた上で、当該児童又は生徒に係る教育課程の編成について他市町村教育委員会と

協議を行うものとする。 
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２ 通級指導校の校長は、前条の協議を終了したときは、当該児童又は生徒に係る当該学校に

おける指導内容及び指導時間を、在籍校の校長に通知するものとする。 

３ 在籍校の校長は、前項の通知を受けたときは、速やかに、当該児童又は生徒に係る特別の

教育課程を編成し、市町村教育委員会に届け出るものとする。 

 

（保護者への通知） 

第４条 市町村教育委員会は、前条第３項の通知を受けたときは、当該児童又は生徒の保護者

に対し、通級指導校及び通級による指導を行う日時など必要な事項を通知するものとする。

（通知５） 

 

（通級による指導の終了） 

第５条 在籍校の校長は、通級による指導を受けている児童又は生徒について、通級指導校の

意見を聴いた上で、当該指導を受けさせる必要がなくなったものと判断するときは、市町村

教育委員会に対し、その旨を通知するものとする。（通知６） 

２ 市町村教育委員会は、前項の通知を受けた児童又は生徒について、通級による指導を受け

させる必要がないと認めるときは、在籍校及び通級指導校の校長並びに当該児童又は生徒の

保護者に対し、その旨を通知するものとする。（通知７） 

３ 前項の通知に当たっては、市町村教育委員会は、あらかじめ市町村就学支援委員会の意見

を聴取するものとする。 

 

（雑則） 

第６条 その他、通級による指導を行う場合の取扱に関し必要な事項は、別に定める。 

 



（（（（通知通知通知通知例例例例１１１１））））    

                                                                                                            ○○○○○○○○○○○○第第第第                        号号号号    

                                                                                                                                                                                                                平成平成平成平成        年年年年        月月月月         日日日日     

    

市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長    様様様様     

    

                                                                                                                                                                                    （（（（在籍校在籍校在籍校在籍校））））学校長学校長学校長学校長        印印印印     

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導がががが必要必要必要必要なななな児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））についてについてについてについて（（（（通知通知通知通知））））    

    

    下記下記下記下記のののの児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））はははは、、、、通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導がががが必要必要必要必要とととと思思思思われるのでわれるのでわれるのでわれるので通知通知通知通知しますしますしますします。。。。    

    

    

                                                                                                                                                記記記記    

    

児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））氏名氏名氏名氏名        性別性別性別性別        

生年月日生年月日生年月日生年月日    年年年年             月月月月             日日日日    第第第第         学年学年学年学年    

住所住所住所住所（（（（電話電話電話電話））））                                                                                                                            （（（（                        －－－－                             ））））    

保護者氏名保護者氏名保護者氏名保護者氏名        

    

指導指導指導指導がががが必要必要必要必要なななな内容内容内容内容    

    

    

    

    

    

    

    

備備備備     考考考考    

    

    

（（（（通知通知通知通知例例例例２２２２））））    

                                                                                                                ○○○○○○○○○○○○第第第第                    号号号号    

                                                                                                                                                                                                                        平成平成平成平成    年年年年        月月月月         日日日日     

（（（（在籍校在籍校在籍校在籍校））））学校長学校長学校長学校長    様様様様    

                                                                                                                                                                    市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長        印印印印     

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導のののの必要必要必要必要なななな児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒についてについてについてについて（（（（通知通知通知通知））））    

    

    平成平成平成平成    年年年年         月月月月        日付日付日付日付けけけけ（（（（文書番号文書番号文書番号文書番号））））でででで通知通知通知通知のありましたのありましたのありましたのありました次次次次のののの児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））はははは、、、、    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導をををを受受受受けることがけることがけることがけることが適当適当適当適当であるのでであるのでであるのでであるので、、、、通知通知通知通知しますしますしますします。。。。    

    

    

記記記記    

    

児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））氏名氏名氏名氏名                                            生年月日生年月日生年月日生年月日    年年年年         月月月月         日日日日    

学学学学     校校校校     名名名名     立立立立             学校学校学校学校    第第第第         学年学年学年学年    

通 級通 級通 級通 級 に よ るに よ るに よ るに よ る 指 導指 導指 導指 導 をををを

行行行行 うううう 学 校 名学 校 名学 校 名学 校 名     

    

    

児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒 のののの 状 況状 況状 況状 況     

    

    

    

    

    

    

就 学 指 導 審 議 会就 学 指 導 審 議 会就 学 指 導 審 議 会就 学 指 導 審 議 会 のののの

意 見 等意 見 等意 見 等意 見 等     

    

    



（（（（通知通知通知通知例例例例３３３３））））    

                                                                                                                ○○○○○○○○○○○○第第第第                    号号号号    

                                                                                                                                                                                                                        平成平成平成平成    年年年年        月月月月         日日日日     

（（（（通級指導校通級指導校通級指導校通級指導校））））学校長学校長学校長学校長    様様様様    

                                                                                                                                                                    市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長        印印印印     

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導のののの必要必要必要必要なななな児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒についてについてについてについて（（（（通知通知通知通知））））    

    

次次次次 のののの 児 童児 童児 童児 童 （（（（ 生 徒生 徒生 徒生 徒 ）））） はははは 、、、、 通 級通 級通 級通 級 に よ るに よ るに よ るに よ る 指 導指 導指 導指 導 をををを 受受受受 け る こ と がけ る こ と がけ る こ と がけ る こ と が 適 当適 当適 当適 当 で あ る の でで あ る の でで あ る の でで あ る の で 通通通通

知知知知 し ま すし ま すし ま すし ま す 。。。。     

つ き ま し て はつ き ま し て はつ き ま し て はつ き ま し て は 、、、、 指 導指 導指 導指 導 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て よ ろ し く およ ろ し く およ ろ し く およ ろ し く お 願願願願 いいいい しししし ま すま すま すま す 。。。。     

    

記記記記    

    

児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））氏名氏名氏名氏名    
                                        男男男男    

                                        女女女女    
生年月日生年月日生年月日生年月日    年年年年         月月月月        日日日日     

学学学学     校校校校     名名名名                 立立立立            学校学校学校学校    第第第第         学年学年学年学年    

住住住住     所所所所     
    保 護 者保 護 者保 護 者保 護 者     

氏 名氏 名氏 名氏 名     

    

    

児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒 のののの 状 況状 況状 況状 況     

    

    

    

    

    

    

就 学 指 導 審 議 会就 学 指 導 審 議 会就 学 指 導 審 議 会就 学 指 導 審 議 会

のののの 意 見 等意 見 等意 見 等意 見 等     

    

        

（（（（通知通知通知通知例例例例４４４４））））    

                                                                                                                ○○○○○○○○○○○○第第第第                    号号号号    

                                                                                                                                                                                                                        平成平成平成平成        年年年年        月月月月         日日日日     

（（（（在籍在籍在籍在籍校校校校））））学校長学校長学校長学校長    様様様様     

    

                                                                                                                                                        （（（（通級指導校通級指導校通級指導校通級指導校））））学校長学校長学校長学校長        印印印印     

    

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導をををを受受受受けるけるけるける児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））のののの教育課程等教育課程等教育課程等教育課程等についてについてについてについて（（（（通知通知通知通知））））    

    

通 級通 級通 級通 級 に よ るに よ るに よ るに よ る 指 導指 導指 導指 導 をををを 受受受受 け るけ るけ るけ る 児 童児 童児 童児 童 （（（（ 生 徒生 徒生 徒生 徒 ）））） のののの 指 導 内 容 及指 導 内 容 及指 導 内 容 及指 導 内 容 及 びびびび 指 導 時 間 等指 導 時 間 等指 導 時 間 等指 導 時 間 等 をををを 次次次次 のののの

通通通通 りりりり 通 知通 知通 知通 知 し ま すし ま すし ま すし ま す 。。。。     

つ き ま し て はつ き ま し て はつ き ま し て はつ き ま し て は 、、、、特 別特 別特 別特 別 のののの 教 育 課 程教 育 課 程教 育 課 程教 育 課 程 のののの 編 成 等編 成 等編 成 等編 成 等 に つ い て よ ろ し く おに つ い て よ ろ し く おに つ い て よ ろ し く おに つ い て よ ろ し く お 願願願願 いいいい しししし ま すま すま すま す 。。。。    

    

                                                                                                                                                記記記記    

    

児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒

氏 名氏 名氏 名氏 名     

    
性 別性 別性 別性 別     

    
学 年学 年学 年学 年     

    

    

    

    

    

    

指 導 内 容指 導 内 容指 導 内 容指 導 内 容     

    

    

指 導 時 間指 導 時 間指 導 時 間指 導 時 間

等等等等     

    

    

備備備備     考考考考     

    

＊＊＊＊ 自 校 通 級自 校 通 級自 校 通 級自 校 通 級 のののの 場 合場 合場 合場 合 はははは 不 要不 要不 要不 要 。。。。     



（（（（通知通知通知通知例例例例５５５５））））    

                                                                                                                ○○○○○○○○○○○○第第第第                    号号号号    

                                                                                                                                                                                                                        平成平成平成平成        年年年年        月月月月         日日日日     

保護者保護者保護者保護者    様様様様     

    

                                                                                                                                                        市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長市町村教育委員会教育長        印印印印     

    

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導についてについてについてについて（（（（通知通知通知通知））））    

    

    おおおお 子 様子 様子 様子 様 のののの 通 級通 級通 級通 級 に よ るに よ るに よ るに よ る 指 導指 導指 導指 導 のののの 日 時 等日 時 等日 時 等日 時 等 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て 、、、、 通 知通 知通 知通 知 し ま すし ま すし ま すし ま す 。。。。     

な おな おな おな お 、、、、 通 級通 級通 級通 級 にににに 当当当当 た っ て はた っ て はた っ て はた っ て は 、、、、 事 故 等事 故 等事 故 等事 故 等 の な い よ うの な い よ うの な い よ うの な い よ う 安 全 面安 全 面安 全 面安 全 面 へ のへ のへ のへ の 配 慮配 慮配 慮配 慮 を よ ろ し くを よ ろ し くを よ ろ し くを よ ろ し く

おおおお 願願願願 い し ま すい し ま すい し ま すい し ま す 。。。。     

    

                                                                                                                                                記記記記    

    

    

児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒児 童 生 徒     

氏 名氏 名氏 名氏 名     

    
性 別性 別性 別性 別     

    
学 年学 年学 年学 年     

    

学 校 名学 校 名学 校 名学 校 名     
    

    

通 級 指 導 校通 級 指 導 校通 級 指 導 校通 級 指 導 校     

    

    

通 級 開 始 日通 級 開 始 日通 級 開 始 日通 級 開 始 日     

及及及及 びびびび     

指 導 日 時 等指 導 日 時 等指 導 日 時 等指 導 日 時 等     

    

    

    

備備備備     考考考考     

    

    

（（（（報告報告報告報告例例例例１１１１））））    

                                                                                                                ○○○○○○○○○○○○第第第第                    号号号号    

                                                                                                                                                                                                                        平成平成平成平成        年年年年        月月月月         日日日日     

（（（（在籍校在籍校在籍校在籍校））））学校長学校長学校長学校長    様様様様    

    

                                                                                        （（（（通級指導通級指導通級指導通級指導校校校校））））学校長学校長学校長学校長    印印印印     

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導についてについてについてについて（（（（報告報告報告報告））））    

    

    通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導をををを受受受受けけけけたたたた児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））のののの指導内容及指導内容及指導内容及指導内容及びびびび指導時間等指導時間等指導時間等指導時間等をををを次次次次のののの通通通通りりりり報告報告報告報告しししし

ますますますます。。。。    

    

                                                                                                                                                    記記記記    

    

児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））氏名氏名氏名氏名        生年月日生年月日生年月日生年月日    年年年年         月月月月                日日日日     

学 校 名学 校 名学 校 名学 校 名         第第第第         学年学年学年学年    

住住住住     所所所所         保 護 者 氏 名保 護 者 氏 名保 護 者 氏 名保 護 者 氏 名         

指 導 開 始 日指 導 開 始 日指 導 開 始 日指 導 開 始 日     平成平成平成平成            年年年年            月月月月             日日日日    

    

指 導指 導指 導指 導 のののの 結 果結 果結 果結 果     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

指 導 時 数 等指 導 時 数 等指 導 時 数 等指 導 時 数 等     

毎 週毎 週毎 週毎 週     曜 日曜 日曜 日曜 日     ：：：：         ～～～～         ：：：：         週週週週     回回回回     単 位 時 間単 位 時 間単 位 時 間単 位 時 間     

総指導時数総指導時数総指導時数総指導時数                        時間時間時間時間    

指導担当指導担当指導担当指導担当教員教員教員教員    

氏名氏名氏名氏名    

    

                                                                                                                                                                                        印印印印    

    



（（（（通知通知通知通知例例例例６６６６））））    

                                                                                                                ○○○○○○○○○○○○第第第第                    号号号号    

                                                                                                                                                                                                                            平成平成平成平成        年年年年        月月月月         日日日日     

市町村市町村市町村市町村教育委員会教育長教育委員会教育長教育委員会教育長教育委員会教育長    様様様様     

    

                                                                                                                                                                                    （（（（在籍在籍在籍在籍校校校校））））学校長学校長学校長学校長        印印印印     

    

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導をををを終了終了終了終了するするするする児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））についてについてについてについて（（（（通知通知通知通知））））    

    

    

    下記下記下記下記のののの児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））はははは、、、、通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導がががが必要必要必要必要なくなったのでなくなったのでなくなったのでなくなったので通知通知通知通知しますしますしますします。。。。    

    

    

                                                                                                                                                記記記記    

    

児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））氏名氏名氏名氏名        性 別性 別性 別性 別         

生 年 月 日生 年 月 日生 年 月 日生 年 月 日     年年年年             月月月月             日日日日     第第第第         学年学年学年学年    

住 所住 所住 所住 所 （（（（ 電 話電 話電 話電 話 ））））                                                                     （（（（                         －－－－                                 ））））    

保護者氏名保護者氏名保護者氏名保護者氏名        

通級指導校通級指導校通級指導校通級指導校        

指導開始日指導開始日指導開始日指導開始日    平成平成平成平成        年年年年         月月月月        日日日日     

    

指 導指 導指 導指 導 のののの 経 過経 過経 過経 過     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

指 導 終 了 日指 導 終 了 日指 導 終 了 日指 導 終 了 日     平成平成平成平成        年年年年         月月月月        日日日日     

    

（（（（通知通知通知通知例例例例７７７７））））    

                                                                                                                ○○○○○○○○○○○○第第第第                    号号号号    

                                                                                                                                                                                                                        平成平成平成平成        年年年年        月月月月         日日日日     

    

（（（（在学校在学校在学校在学校））））学校長学校長学校長学校長    様様様様     

    

                                                                                                                                                        市町村市町村市町村市町村教育委員会教育長教育委員会教育長教育委員会教育長教育委員会教育長        印印印印     

    

    

通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導のののの終了終了終了終了についてについてについてについて（（（（通知通知通知通知））））    

    

    平成平成平成平成○○○○○○○○年年年年○○○○○○○○月月月月○○○○○○○○日付日付日付日付けけけけ（（（（文書番号文書番号文書番号文書番号））））でででで通知通知通知通知のあったのあったのあったのあった下記児童下記児童下記児童下記児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））にににに対対対対すすすす

るるるる通級通級通級通級によるによるによるによる指導指導指導指導をををを終了終了終了終了することをすることをすることをすることを認認認認めますめますめますめます。。。。    

    つつつついてはいてはいてはいては、、、、当該児童当該児童当該児童当該児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））にににに係係係係るるるる教育課程教育課程教育課程教育課程をををを通常通常通常通常のののの編成編成編成編成にしてにしてにしてにして指導願指導願指導願指導願いますいますいますいます。。。。    

            

    

                                                                                                                                                        記記記記    

    

    

        １１１１    児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））氏名氏名氏名氏名    

    

    ２２２２    在学校名在学校名在学校名在学校名・・・・学年学年学年学年    

    

        ３３３３    通級指導校名通級指導校名通級指導校名通級指導校名    

    

        ４４４４        指導指導指導指導のののの終了日終了日終了日終了日    

    

        ５５５５    備考備考備考備考    

    

    

    



- 23 - 

 

教育委員会の取り組み内容 

在籍校の取り組み内容 

８．各関係機関の役割 

 

よりよい指導を実現するためには、教育委員会、在籍校、通級指導教室、関係機関等が

連携し、必要な条件を整えていくことが必要です。 

 

 

（１）市町村教育委員会の役割 

通級指導教室でよりよい運営が行われ、効果的な指導が行われるためには、教育委員

会の役割が重要です。  

 

 

 

○ 通級による指導が必要な児童生徒の判断 

○ 通級指導教室に必要な学習環境や教材・教具等の整備 

○ 通級指導教室担当者の資質を向上させるための研修等の実施 

○ 計画的な通級指導教室担当者の人材育成 

○ 在籍校・通級指導校における特別支援教育体制の推進 

 

 

 

 

（２）在籍校、在籍学級の役割 

在籍校は、校内委員会において、特別支援教育コーディネーターが学校内外の関係者

と連絡・調整等を図りながら、対象児童生徒への具体的な支援内容や方法、配慮事項等

について検討する必要があります。 

 

 

 

○ 本人の特性、効果的な指導法等についての共通理解 

○ 個別の教育支援計画 個別の指導計画の作成 

○ 通級指導教室との指導内容、教材等についての共有・協力 

○ 特別支援教育についての校内研修 
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学級担任としての配慮事項 

（３）在籍校、在籍学級での通級児童生徒に対する理解 

  通級による指導の効果を上げること、つまり、特別の指導によって対象児童生徒が持

つ能力を発揮できるようになるためには、保護者はもちろんのこと、在籍校､在籍学級と

の連携が大切です。言い換えれば､対象児童生徒との直接的なかかわりをもつ「教師」「友

達」「友達の保護者」に十分に理解されていることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 在籍学級の教師の理解 

  通級による指導を受ける児童生徒にとって、一部特別な指導を受けている以外は、在

籍学級での生活や学習が中心となります。したがって、連絡を取り合い、通級による指

導の時間のみならず学級での指導の充実を図り、通級による指導がスムーズに行われる

ことが大切です。 

  そのためには、在籍学級の担任は、通級による指導をうけている児童生徒の障がいが

どのようなもので､どんな指導が行われているのか等障がいについての正しい理解をす

るとともに、特別な指導の効果を温かく見守り、日々の指導に生かしていく努力が大切

です。 

  在籍学級における具体的な配慮事項として、次のようなことがあげられます。 

 

 

 

○ 通級している児童生徒を、とりたてて特別な扱いをしない。 

○ 通級している児童生徒のよいところをできるだけ認め、自信をもたせる。 

○ 障がいがあることによって、心の問題に発展させないようにする。 

○ 学習の進度に気をつけ、通級のための空白が生じないようにする。 

○ 通級指導教室の担当者と相談しながら、教材や授業づくりを工夫する。 

○ 机の配置、教材の提示、採光等の学習環境を整える。 
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② 通常の学級の友達の理解 

教師はもちろんのこと、学級の友達も、通級している友達がどのようなことが困難で、

そのためにどこでどのような指導を受けているかについて、理解することは大切なこと

です。 

  そして、その友達がどんな思いで通級指導教室へ指導を受けに行くのか、どんな思い

で自分の困難さをとらえているのかなど、友達の心を思いやることがとても大切です。 

○ 一人一人の違いを認める学級づくり 

  また、人にはそれぞれよさや可能性があり、それぞれの特性に合わせた勉強の方法が

あるということ、障がいのある児童生徒も同じ学級の一員であるという基盤に立った理

解を深めた学級づくりが大切です。 

○ 学校全体で見守る環境づくり 

  通級による指導を受けている児童生徒も、自分の特性やその対応について理解した上

で、先生や友達に見守られているという安心感と学級での存在感を十分に感じながら意

欲的に学べれば、指導の効果も一層期待できるものになります。 

学級の友達ばかりでなく、他の学級の児童生徒、そして学年を越え、学校全体で温か

く見守っていける環境づくりが大切です。 

 

 

③ 在籍する学級の保護者の理解 

福島県で推進している「地域で共に学び、共に生きる教育」をすすめるにあたり、他

の保護者にも、障がいや通級による指導について理解してもらうことが重要です。学級

懇談やＰＴＡの活動を通して、子ども一人一人の良さやそのニーズに応じた指導がすす

められていることを折に触れて話題にしていきます。学級の中での保護者同士の積極的

な交流を通して、理解と協力が深まっていくと思われます。 
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＜学級担任の実践例－通級指導教室と連携した授業－＞ 

（本宮市立本宮まゆみ小学校） 

２年生のＡくんは、集中して授業に取り組むことが難しく、意欲的に学習することができませ

んでした。担任の先生は、通級指導教室の先生と相談しながら、学級でできることを工夫しまし

た。 

 話が聞きやすい位置に座席の位置を移し、個別に声を掛けることを多くしました。また、Ａく

んが視覚的な教材に集中しやすいことを考慮し、授業では、見て分かる教材を多く活用しましで

た。 

 

 

 担任の先生と通級指導教室の先生が、共同で「個別の教育支援計画」を作成しました。このこ

とにより、指導の方針や目標を一致させることができました。さらに、それぞれの場で重点的に

指導する内容や方法を明確にし、一貫性をもって指導するために、「個別の指導計画」を作成し

ました。 

 

 

教材は、通級指導教室の先生と相談し、同じ

教材を活用して指導することもあります。その

ことによってＡくんは、混乱することなく学習

に取り組むことができました。特に、通級指導

教室で予習的に学習しておくことで、学級の授

業に自信をもって意欲的に取り組み、自分で考

え、できることを増やすことができました。 

 

 

 

 Ａくんのもう一つの課題である社会

性の指導に関しても、学級と通級指導

教室でのルールを同じにし、Ａくんが

分かりやすく体得しやすいようにしま

した。ルールはなるべく具体的に示し、

学級活動などでも取り上げ、クラス全

員で意識できるようにしました。守れ

たら、積極的にほめて、良い行動が増

えるようにしました。 ≪学級活動での授業の様子≫ 

 

教材の共有 

ルールの共有 

共同による「個別の教育支援計画」の作成 

≪同じ教材を用いた授業の様子≫ 
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第３章 通級による指導の流れ  

 

 「通級による指導」の基本的な流れは以下のようになります。  

 

   １．通級による指導の開始  

 開始手続き  

 児童生徒のニーズの把握  

例：個別面談、在籍校訪問、アンケート等の実施  

 在籍学校・保護者との連携  

   ２．「個別の指導計画」の作成  

 「個別の指導計画」の作成  

 ｢個別の教育支援計画｣の活用  

   ３．通級による指導の実践  

 「個別の指導計画」の評価・改善  

例：在籍学級担任者会、保護者研修会、通級連絡帳の活用  

 通級による指導の記録の作成  

   ４．通級による指導の終了  

 終了手続き  

 

 

１． 通級による指導の開始  

  通級による指導を開始するにあたっては、児童生徒の実態とニーズを的確に把握する

必要があります。指導は、保護者や本人の主訴をもとに、その内容を確認したり、情報

を多角的に収集したりして検討する必要があります。  

そのために、関係機関と連携し、必要な情報を集めるようにします。  

  ○在籍校訪問  

在籍学校を訪問し、授業参観や担任との懇談をすることで、子どもの学校生活の状況

や学校のニーズを正しく把握することができる。  

  ○個別面談  

子どもに対する保護者の願いや生育歴や相談歴、家族の状況などの子どもについての

情報を収集することができる。  

  ○他機関の関係者との連絡  

医療や相談機関からの助言や就学指導審議会の情報などを参考とすることができる。 
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２． 「個別の指導計画」の作成  

児童生徒の障がいの状態は、一人一人異なっています。通級による指導では、それぞ

れの学習上又は生活上の困難を主体的に改善克服することを目指しているので、必然的

に一人一人の指導内容・方法も異なってきます。  

必要に応じて「個別の指導計画」を作成し、児童生徒一人一人の指導目標や指導内容・

方法を明確化することは、個に応じた指導を行うために必要です。また、「個別の教育支

援計画」を活用することは、適切な指導及び必要な支援を行う上で有効です。これらは、

保護者の意見を十分に反映させながら、在学している学校と通級指導担当教員が連携し

て作成します。  

 

 
（１） 「個別の指導計画」の作成手順  

①  実態把握  

 指導の開始にあたっては、個々の発達や障がいの状態や特性、それによる学習・生

活上の困難について、多角的包括的に児童生徒の実態をとらえることが必要です。  

 そのためには、通級指導教室で観察される様子や、諸検査の結果などの客観的情報

の他に、在籍校や家庭での様子、関係機関から得られる情報などが重要になります。

それらの情報を総合的に判断して、個々の教育的ニーズを的確に把握して「個別の指

導計画」を作成します。  

 表面的にみられる状態だけではなく、なぜそのような状態になるのかを多角的な情

報収集をもとに実態把握をすることが必要です。  

○学習の状況  

在籍学級における学習場面の観察と記録、その分析を通して発達の様子を知り、学

習上の課題を明らかにする。できること、できつつあること、できないこと等を明ら

かにし、学習上のつまずきを把握する。  

○行動観察  

在籍校を訪問し、学校生活の様子について観察する。学級担任に、一日の流れに沿

って、視点を決めて記録を取ってもらうことも有効。学級担任だけでなく、かかわっ

ている複数の教師から聞き取りを行い、具体的に把握することが重要。  

○生育歴や医学的診断  

児童生徒本人や保護者、前の担任等との面談を通して、既往症、健康状態や運動制

限等、身体面で配慮が必要な事柄などの把握を行う。  

同様に、家庭での様子を保護者から聞き取ることも必要。  

○心理検査  

標準化された検査を通して、客観的なデータを得ることにより、発達の様子や能力

の特徴を教育的に観ることができる。  
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②  指導目標の設定  

個々の児童生徒の指導の目標については、児童生徒の将来の姿を見通して、長期的

な目標や短期的な目標を設定します。その際、本人や保護者の意向を反映し、児童生

徒本人が意識できる具体的な目標を設定することが大切です。まず、  

(ア ) 児童生徒の将来を見通して今何が必要か。  

(イ ) 指導することが適切か。  

(ウ ) 指導をしている間に目標が達成できる可能性があるか。  

という３つの視点に基づいて、優先して取り組む長期目標を立てます。  

次に、この長期目標を達成するために、どのような具体的な指導内容を設定するか

を検討した上で、１学期間で達成できるような短期目標を設定します。  

特に、長期目標については、今後の見通しを予測しながら指導の目標を適切に変更

できるような弾力的な対応が必要です。  

 

③  指導内容の設定  

 指導目標を達成するためには、当面どのような優先順位で指導を行うかについて検

討し、具体的な指導内容を考える必要があります。  

自立活動の内容に示されている６区分の項目の中から、それぞれ必要な項目を選定

し、それらを適宜組み合わせることによって具体的な指導内容を設定します。具体的

な指導内容を設定したら、１学期間で達成できるような短期目標を設定します。  

さらに、指導に当たって児童生徒の小さな伸びを具体化するために、毎時間の具体

的な指導内容をスモールステップで設定します。  

 

 

④  評 価  

個別の指導計画は、年に 2～3 回は評価と見直しを行う必要があります。計画は、

当初の仮説に基づいて立てた見通しであり、児童生徒にとって適切な計画であるかど

うかは、実際の指導を通して明らかになるものです。そのため、指導の結果に基づい

て適宜修正を図るようにします。  

評価は、実際の指導が、個々の児童生徒の指導の目標に照らしてどのように行われ、

児童生徒がその指導の目標の実現に向けてどのように変容しているかを明らかにし

ていくことが大切です。具体的に、児童生徒がどのような点でつまずき、それを改善

するためにどのように指導していけばよいのかについて検討することが重要です。  

また、評価は、課題を達成できた点や身に付いている点に注目し、肯定していく加

点法での評価を行う必要があります。何ができていて何ができていないかを把握し、

できていることをさらに伸ばしていくような教育評価観が必要です。  
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＜指導内容の設定の例＞  

 

実
態
把
握 

・自分の思った通りにならないと、がまんできず

パニックやかんしゃくを起こす  

・積極的に周囲とのかかわりを持つことができる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具
体
的
な
指
導
内
容 

○ 思い通りにならない時の対処の仕

方を知る  

○ 自分に合った興奮をおさめる方法

を知る  

○ 自分の不安や苦手なことを知る  

○ 不安や苦手なことを伝える方法を

知る  

○ 自分が気持ちを切り替えやすい方

法を知り、嫌なことがあったとき

にその方法を活用する  

○ 困った時の対処法を知る  

○ 困っていることを知らせる方法を

知る  

○ 実際に援助を求めることができる  

○ 困っていることを援助を受けて解

決する  

 

指
導
目
標 

・思い通りにならない時に、パニックにならずに

対処できる  

・困った時に周囲に援助を求められる  

 

選
定
さ
れ
た
項
目 

 

健康の保持  心理的な安定  人間関係の形成  環境の把握  身体の動き  コミュ ニケ ーショ ン  

 ・ 情 緒 の 安 定

に関すること  

・ 状 況 の 理 解

と 変 化 へ の 対

応 に 関 す る こ

と  

・他者とのかか

わ り の 基 礎 に

関すること  

・自己の理解と

行 動 の 調 整 に

関すること  

・集団への参加

の 基 礎 に 関 す

ること  

  ・状況に応じた

コミュニケーシ

ョンに関するこ

と  
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個別の指導計画の作成の例  

【子どもの実態】  

子どもを観察し、対人

関係、集団参加、言語

能力など、項目ごとに

整理します。  
【検査結果】  

学 習 状 況 や 認 知 傾 向 に

ついて、得意不得意な教

科や理解の程度、視覚・

聴 覚 な ど の 認 知 の 優 位

傾向なども把握します。 

【生育歴】  

言 語 面 や 対 人 関 係 面 な

ど に 関 わ る こ と や 診 断

相 談 歴 な ど に つ い て も

聞き取ります。  

【願い】  

本人、保護者、担任のニー

ズを把握します。  

【長期指導目標】  

１年間の指導目標です。  

本人や保護者が意識でき

る具体的な目標にします  

【短期指導目標】  

指導が１学期又は前期

で達成できる短期の指

導目標です。  

【指導内容・手立て・結果】  

指導内容は、子どもの伸びが具

体化できるようにスモールステ

ップで設定します。内容・手立

ては、指導の結果に基づいて、

改善していくことが大切です。  
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（２） 「個別の教育支援計画」の活用  

通常の学級における指導を含めて学校生活全般において、必要に応じて個別の教育支

援計画を踏まえた適切な支援が行われることが望まれています。通級による指導におい

ても、個別の教育支援計画を活用することは、適切な指導及び必要な支援を行う上で有

効です。  

個別の教育支援計画は学校が中心となって、関係機関等と連携して作成しますが、保

護者も重要な支援者の一人として、作成・実施・評価の協議に参画し、その意見を十分

に反映させ、本人・保護者のニーズを踏まえた支援を実施することが大切です。  

 

 

（３） 週指導時間  

指導時間や時間帯については、児童生徒の実態と指導目標・内容等から、適切に判断

することになりますが、あまり時間帯が偏ったり、児童生徒の負担が過重になったりし

ないよう十分な配慮が必要です。                    

  また、学校や地域の状況を勘案しながら、特定の教科等の内容のすべてが受けられな

かったり、行事等に参加できなかったりすることがおきないように、通級による指導を

受ける時間や曜日を工夫して計画する必要があります。  

   

 

 

３．通級による指導の実践  

 

（１）指導の見直し  

  指導開始後、最初の見立てと指導方針によって指導を行っていきますが、指導をすす

めるに従って新たに気づくことも多くあります。また、保護者や在籍校との関係が深ま

るにつれて、新たな情報が得られるようになります。そのため、指導を行いながら情報

を集め、それに従って指導方針を見直していく必要があります。  

   

（２）通級による指導の記録  

「通級による指導の記録」については、「障害のある児童生徒の就学について（通知）」

（平成 14 年 5 月 27 日付文科初第 291 号）の中で「留意事項」の一つとして以下の

ように示されています。  

 

 

指導要録において、通級による指導を受ける学校名、通級によ

る指導の授業時数、指導期間、指導内容や結果等を記入すること。

他の学校の児童生徒に対し通級による指導を行う学校において

は、適切な指導を行う上で必要な範囲で通級による指導の記録を

作成すること。  
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記入事項については、在籍校の学級担任が指導要録を作成する際、当該通級による

指導の記録を参考にすることを踏まえ、指導要録の記載に準じて、当該児童生徒の氏

名、在籍している学校名、通級による指導の授業時数、指導期間、指導の内容や指導

の結果等を記入することが考えられます。  

 

＜指導の記録の様式例＞  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導要録の記載  

 

指導要録の記載については、「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等におけ

る児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（平成 22 年 5 月 11 日

付文科初第 1 号）に示されています。通級による指導を受けている児童生徒について

は、指導に関する記録の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄に、通級によ

る指導を受ける学校名、通級による指導の授業時数、指導期間、指導の内容や結果等

を記入することとされています。  

なお、指導要録の記入については、在籍している通常の学級の担任が、通級による

指導を担当する教員が作成する指導の記録に基づいて行い、他の学校において通級に

よる指導を受けている場合には、当該学校から通知された指導の記録に基づき記入し

ます。  

平成  年度  

        月 指導計画・記録  

指導

目標  

 

月日  指導内容  指導記録  

 月  

 日  

（ ）  

  

 月  

 日  

（ ）  

  

 月  

 日  

（ ）  
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  ＜言語障がい等通級による指導の記入例＞  

 

 

４． 通級による指導の終了  

  

 通級による指導は、主訴が解消されるか指導目標が達成されることで終了になります。

実際には、小中学校の卒業によって終了になることもあります。基本的には、在籍校の

校長が、通級による指導を受けさせる必要がなくなったものと判断することになります

が、本人の意見を尊重しながら、保護者、校長、学級担任、通級担当者が協議し、就学

指導委員会の結果を受けて終了の判断がされることが必要です。  

  終了の判断の目安としては、以下のような基準が考えられます。  

○ 主訴が解消された  

○ 当初の目標が達成された  

○ 障がいの状況が改善または解消された  

○ 学級での適応や周囲とのコミュニケーションが改善された  

○ 本人の自己理解がすすみ、自分でやれる自信を持てた  

○ 周囲の支援環境が整い、やっていける見通しが持てた  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「○月○日より、○○○学校ことばの教室にて、通級による指導を週○単位時

間受けた。発音の改善がみられたため、通級による指導を終了した。」  

（ LD･ADHD 等通級による指導の記入例）  

「  ○月○日より、○○○学校まなびの教室にて、通級による指導を週○単位時

間受けた。社会性や作文の力が向上してきているが、さらに継続して指導を受け

る必要がある。」  

書くことが苦手だったＡくんは、

鉛筆の握り方がぎこちなく、字形が

全く整いませんでした。そこで、マ

ジックで大きくなぞり書きすること

から指導しました。字の形や書き順

が確認でき、ノートのマスにもはみ

出さずにはやく書けるようになりま

した。  

Ａくんのワークシート 

 

教材教具の工夫  
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第４章 通級指導教室の経営  

 

１． 教室経営  

 ＜通級指導教室の経営の考え方＞  

   通級指導教室は、自校の児童生徒の教育だけでなく、地域の小中学校の児童生徒の教

育も担っています。また、指導の対象となる児童生徒と、その保護者や学級担任との連

携も必要です。さらに、対象となる児童生徒だけでなく、地域の学校や教育機関との連

携や働きかけもその役割の一つと考えられます。  

通級指導教室は、児童生徒、学級担任、保護者との関係の中で営まれるだけでなく、

学校や地域の状況とのかかわりの中で営まれていると言えます。そのため、それらの役

割を担っていくためには、学校、関係機関との関係を組織し、運営していくことが必要

となります。  

 

 

＜通級指導教室運営の内容＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

通級指導教室  

地域の学校

の特別支援

教育の充実  

地域の関係

機関との  

連携  

自校の特

別支援教

育の充実  

教育  

相談  

保護者と

の連携  

在籍校と

の連携  

教室経営  
校内のコー

ディネート  

地域のコー

ディネート  
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（１） 教室の教育目標の設定  

児童生徒の実態とニーズに応じた教育のねらいと、設置学校、及びその市町村の教

育理念のもとに、教室の教育目標を設定することになります。  

具体的な留意点は以下の通りです。  

○ 障がいに基づく種々の困難を改善・克服するための特別な指導について、自立

活動の内容を踏まえながら具体化すること。  

○ 児童生徒の障がいや発達の状態，本人及び保護者の願い等を考慮すること。  

○ 児童生徒、学校、学級及び地域の実態に即したものであること。  

 

 

（２） 教室の経営方針の設定  

教育目標を達成するための基本方針は、以下の視点をもとに検討することが考えら

れます。  

①   個別の指導計画、個別の教育支援計画の活用  

②   実態に応じた指導方法  

③   家庭及び在籍校、関係諸機関との連携  

④   教育環境の整備  

⑤   地域社会への理解と啓発  

 

 

（３） 教室の組織と運営  

通級指導教室は、一人の担当であっても、多くの関係者によって支えられて機能し

ています。そのため、教室運営を組織的に位置付ける必要があります。設置学校の組

織との関係、在籍学校や教育委員会とのかかわりを考慮した組織をつくることが必要

です。設置校の学校長のもと、学校組織の中に位置付けるとともに、通級指導教室で

の業務の分掌組織を整理しておくことが必要です。  

 

＜主な業務、分掌内容の例＞  

①  総務・・・・・適切な教室運営、各行事等の立案・調整、教室の経理 等  

②  通級・・・・・通級に関する手続き、教育課程の編成、名簿の作成 指導計画  

の作成、記録の保管 等  

③  教育相談・・・保護者・学級担任との教育相談、ケース会の企画運営 等  

④  研修・・・・・教室研修、校内研修、地区研究会、教室便り等の企画推進  

⑤  関係機関・・・在籍校訪問、関係機関との調整・連携 地域の各学校への理解  

啓発に関すること 等  

⑥  保護者会・・・保護者同士の交流、・修等の推進、保護者会の運営 等  
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（４） 年間計画の作成 

教育課程に基づいて、教育計画を作成することが必要となります。個々の児童生徒

の個別の指導計画と関連付けて、通級する児童生徒全体の教育にかかわる内容を記述

します。教室の 1 年間の活動の流れを明確にするためにも、年間計画を作成します。 

   児童生徒や地域の実態に応じて、以下のような活動を計画することが考えられます。 

    ＜例＞  開始式  終了式 

在籍校訪問 連絡会 （ニーズ調査、指導の評価等）   

         保護者会 

         授業参観 教室公開 

個人面談 

         教室発表会 

          

また、教室を運営するために必要な事務的な内容や、設置校とのかかわりなどがあ

り、それらを含めて計画を立てておくことも考えられます。 

 

 

 

通級指導教室には、いろいろな児童生徒が訪れます。どの子にも、見通しをもたせ、集中し

やすくするための環境の工夫は大切です。子どもが、自立的自発的に行動し考えることができ

るような教室環境を工夫してみましょう。 

理解が進み、適切な行動が可能になり、できる分かる体験が多くなるように場所や場面、ス

ケジュールや時間、などを構造化しておくと、子どもへの指導もしやすくなります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜通級指導教室の様子（本宮市立本宮まゆみ小学校）＞ 

 

前 方 に は 掲 示

物 を 少 な く し 、

黒 板 に 集 中 し

や す く 。  

作 業 や グ ル ー

プ 活 動 の ス ペ

ー ス 。  

後 方 に は 、学 習

成 果 や 覚 え さ

せ た い 事 項 な

ど を 掲 示 。  

今 日 の 学 習 予 定  

教室環境の整備  
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情緒障がい通級指導教室（小学校）の主な年間予定＜例＞ 

月  教室行事等  書類・研修会等  その他  

４  

 
月  

◎新入級児童通級開始式  

◎指導 開始にあたっ ての 教育 相
談  

・新入級児童  
・継続通級児童  

◎保護者会  

・指導日、行事等通知  
・本年度の通級指導について  
・通級に際しての諸注意など  

◎在籍学級担任者会  
（理解研修を兼ねる）  

◎新入級児童通級開始手続き  

 
◎在籍校への指導日通知  
 

◎通級児童名簿、週時程表等作成  

 

●特別支援学級新任担当者研修  

（養護教育センター）  

◎関係機関との情報交換  

・主に新入級児童  
※保護者の了承のもと  

 
◎保護者へのアンケート  
 （生活実態、課題等）  

 

５  
 

月  

◎指導開始  
※４月下旬もしくは５月上旬  

 

◎「個別の指導計画」作成  
 

◎担任教師へのアンケー
ト  
 （学級での状況、課題
等）  

６  

 
月  

◎在籍校訪問  

※在籍校と協議の上訪問  
※指導日、指導時間の変更  

◎保護者会  

 ◎保護者学習会  

※通級 での指導体験 、
テーマ 別の懇談、な ど
保護者 のニーズに応 じ
て企画  

７  
月  

◎個人面談  
「個別の指導計画」確認  

 

◎「通級指導の記録」作成  

 

●通級指導教室担当者研修会  

（養護教育センター）  

 

８  
 

月  

 
 

 
●職員研修会・事例検討会  
・各校の要請に基づいて参加  

◎関係機関との情報交換  

・必要なケースのみ  
※保護者の了承のもと  

９  
 

月  

◎保護者会  

 

 ◎保護者学習会  

 

○就学指導委員会  

10

月  

◎在籍校訪問  
 「個別の指導計画」第１次評価  

●授業研究会（在籍学級）  
 

 

11 
 

月  

◎教室公開（通級指導の参観を含
む）  
 

 

 ◎オープン研修会  

※外部 の専門家等を 招
いての研修会  

12 

 
月  

 ◎次年度の児童数等（見込み）調
査  

 
●通級指導教室担当者研修会  

（養護教育センター）  

◎次年度通級利用希望者
見学  
※教育 相談において 通
級を勧 められた児童 の
保護者  

１  
月  

◎個人面談  
  「個別の指導計画」評価  

◎通級児童名簿提出  
 

２  
 

月  

◎在籍学級担任者会（個別懇談） 

・年度の成果、まとめ  
・次年度支援、通級について  

 

◎終了判定会資料  

・通級、在籍校、保護者の各所
見等  

◎次年度通級利用希望者

見学  

 
◎終了判定会  

３  

 
月  

◎保護者会  

◎指導終了  
◎修了式  

◎小中継続通級引き継ぎ  

※通級指導委員会後  

◎各種書類発送  

・「通級指導の記録」  
・「指導要録への記入について」 

・「通級終了通知書」  
・「通級継続通知書」 等  

◎通級指導委員会  
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（５） 指導内容 

自立活動の内容をもとに、具体的な指導内容を設定する。 

指導に当たっては、指導の成果を具体化するために、スモールステップで指導内容

段階を設定する。 

 

  ＜指導内容例＞ 

目標 区分・項目 指導内容 

他 者 と 適 切

に か か わ る

力を高める 

コミュニケーション 

（６）  （６）状況に応じたコミュ

ニケーションに関すること 

 

人間関係の形成 

（１）  他 者 と の か か わ り の

基礎に関すること 

（２）  他 者 の 意 図 や 感 情 の

理解に関すること 

（３）  自 己 の 理 解 と 行 動 の

調整に関すること 

○挨拶の仕方 

○やりとりに必要な言葉遣い 

○話を聞く態度 

○相手に伝わりやすい話し方 

○気持ちを適切な言葉で表す 

○自分の気持ちを表情で表す 

○相手の気持ちを表情、態度から読みとる 

○話し合いのスキルを学ぶ 

 ・主張、提案、譲歩、合意、確認… 

○他者の失敗を受け止め、励ます 

○ 親 し い 間 柄 だ か ら こ そ 使 う 表 現 を 理 解 す

る 

○同年代での世間的な流行を知る 

 

 

（６） 指導時数の取り扱い 

通級による指導の時間数は、学習障がい（ＬＤ）及び注意欠陥多動性障がい（ＡＤ

ＨＤ）の場合は、年間１０単位時間から２８０単位時間、それ以外の障がいの場合は、

年間３５単位時間から２８０単位時間を標準としています。（１単位時間を小学校で

は４５分、中学校では５０分としています。） 

１回当たりの指導時間や年間の指導時数の目安などを設定しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材教具の工夫  

ハエたたきゲーム  

読みの指導  

ゲ ー ム を 通 し て 定 着 を 図 り ま

す。このゲームを通して、意欲

を高め、繰り返し練習すること

ができました。  
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（７） 週時間割 

    ＜週時間割の例＞ 

曜  日  月  火  水  木  金  

１校時    

８：３０～ ９：１５  

 他校通級  

 １年生  

他校通級  

 １年生  

  

２校時    

９：２５～１０：１０  

校内通級  

２年生  

校内通級  

３年生  

校内通級  

２年生  

校内通級  

２年生  

校内通級  

２年生  

３校時   

１０：３０～１１：１５  

校内通級  

２年生  

校内通級  

３年生  

教育相談  校内通級  

５年生  

校内通級  

２年生  

４校時   

１１：２５～１２：１０  

校内通級  

２年生  

校内通級  

４年生  

研  修  校内通級  

４年生  

校内通級  

４年生  

５校時   

１３：１５～１４：００  

   校内通級  

グループ  

 

６校時   

１４：０５～１４：５０  

他校通級  

 １年生  

校内通級  

５年生  

校内通級  

６年生  

他校通級  

 １年生  

７校時   

１４：５５～１５：４０  

他校通級  

 １年生  

他校通級  

 ２年生  

他校通級  

 １年生  

他校通級  

 ２年生  

他校通級  

グループ  

８校時  

 １５：４５～１６：３０  

他校通級  

 ４年生  

他校通級  

 ５年生  

他校通級  

 ３年生  

他校通級  

 ３年生  

 

（８） 指導形態 

児童生徒の実態や指導のねらいに応じて、個別指導やグループ指導を組み合わせて

指導することも考えらます。 

日常生活や学習活動に生じる困難さは、学年進行とともに、より顕著に現れること

があります。そのため、教育相談や各教科の補充は個別に効果的に行う必要がありま

す。また、対人関係に課題がある児童生徒に対してはグループでの場面を設定し、さ

らに深化した形で適応を図ることも必要です。次のような点に留意し、児童生徒の状

況に応じてそれぞれの形態をバランスよく組み合わせた指導計画を立てることが大

切です。 

○ 保護者や在籍校などとの連携の窓口となり、「個別の指導計画」を作成した上

で一人一人の課題を明確にし、指導形態を工夫する。 

○ 自立と社会参加の観点から個別指導で完結することなく、個別指導での成果

をグループ指導で活かしたり、グループ指導の中で見られた課題を個別指導に

還元したりするなどの工夫をする。 

○ 在籍校で授業の状況を確認して、通級によって学習上、過度な不利益となら

ないように留意し、指導日や指導計画を設定する。 

○ グループ指導を行うにあたっては、指導目的や方法はもちろんのこと、児童

生徒同士の関係に配慮し、特に個人情報やプライバシーに対する配慮を怠らな

いようにする。 
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２． 在籍校、在籍学級との連携 

 

在籍学級、在籍校との連携については、文部省告示第７号（平成 5 年 1 月 28 日）に次

のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 在籍校、学級担任のニーズの確認（個別の指導計画の作成） 

通級児童生徒については、在籍校において「個別の教育支援計画」を作成するこ

とになっています。通級による指導は、その児童生徒の教育課程の一部であり、通

級による指導の「個別の指導計画」は、「個別の教育支援計画」と整合性をもたせ

る必要があります。そのため、在籍校の「個別の教育支援計画」を確認し、通級に

よる指導に求めるニーズを把握した上で、共通理解のもとに通級による指導を行う

必要があります。場合によっては、在籍学級担任と協働でそれぞれの「個別の指導

計画」を作成することも考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通級による指導の実施に当たっては、通級による指導の担当教員

が、児童生徒の在籍学級（他の学校で通級による指導を受ける場合

にあっては、在学している学校の在籍学級）の担任教員との間で定

期的な情報交換を行ったり、助言を行ったりするなど、両者の連携

協力が図られるよう十分に配慮すること。 

在籍校訪問  

在籍校・在籍学級との連携は、もっとも大切な事柄

です。なるべく早い段階で、在籍校を訪問し、通級事

項についての確認と指導の共通理解をもつようにしま

す。  

授業参観や担任との面談の他に、管理職や養護教諭、

特別支援コーディネーターと子どもの特性や適切なか

かわり、環境調整等について話し合います。  

 ときには、保護者を交えての三者面談は、子どもの

課題や成長を共通理解することができ、「個別の教育支

援計画」の作成や評価に役立ちます。  

在籍校の年間行事予定

や年間指導計画、学年便

り等を入手できるようお

願いしておきましょう。  
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（２） 在籍学級での様子の把握 

通級児童生徒は、学習環境によって学習や生活の状態に変化がみられる場合があ

ります。そのため、特性や障がいの状態に応じた環境を整えることは重要であり、

在籍学級での様子を把握しておくことが必要です。 

以下のような視点から把握することが考えられます。 

○学習面           ○生活面   

○対人関係面（友達、教師）  ○教室環境面 

    方法としては、在籍学校を訪問し、実際に学級での様子を観察したり、学級担任

と懇談したりしながら把握していくことが有効です。直接的な観察、面接の他にも、

アンケート形式で文書に記入してもらうことなども考えられます。 

 

 

（３） 指導の状況の情報交換 

互いの学級での様子を確認したり、情報交換をしたりする中で、より具体的な指

導や支援内容の手立てが具現化されます。 

具体的には、以下のような方法で情報交換を行っていくことが考えられます。 

  ○担任者会  ○お便り   ○授業参観  

   ○連絡帳   ○個別相談  ○三者面談 

 

日々の細かな情報交換には、学級担任との連絡帳が有効です。 

 

＜連絡帳の様式例＞ 

通級日時  月   日   曜日    

通級教室から（指導内容等） 学級から 

  

  

  

  

  

  

保護者から 

 

 

その他 

 

 

 

＊  通級毎に、通級担当者がその日の様子を記入（左側）し、学級担任が在籍学級の集団の中での

様子を、保護者が家庭での様子をそれぞれ記入し、情報交換や連携に役立てる。 
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３． 保護者との連携 

 

 発達のアンバランスが大きいため、子どもの抱える課題の捉えは難しく、保護者の問題

意識が薄い場合も多くみられます。また、保護者が子どもに何らかの発達上の疑問を感じ

ていても，なかなか相談や指導を受けるきっかけがつかめないこともあります。子どもの

正しい理解と適切な対応により、よい親子関係がつくられ、子どもは安定していきます。

保護者への支援は、まず良い聞き手となり、信頼関係をつくることから始まります。 

 

   

 

（１） 保護者支援の具体的内容 

○ 実態やニーズの把握 

○ 疑問や不安の受け止め 

○ 指導の状況の情報提供 

○ 協同的な指導体制の構築 

○ 保護者同士の関係づくり 

保護者にとって、相談できる場所や同じ立場にある他の保護者と出会える場所があ

るということは、保護者自身の精神的な安定としての役割が大きいと言えます。 

通級による指導の効率化を図るためにも、家庭でも通級指導教室と同じ方法で、同

じ課題に取り組むことができるように支援します。 

 

（２） 保護者との連携の方法 

連携の方法は、年度初めから具体的、計画的に行っていく必要があります。 

例えば、通級による指導についての理解を得るために、説明会や懇談会等を開催し

ます。また、指導内容や指導方法等について、理解と協力を得られるよう、通級指導

教室での指導場面を公開したり、必要に応じて、個人面談や三者面談等を行います。 

 

＜連携方法の例＞ 

・年度初めの面談     ・指導日の面談    ・お便り 

・連絡帳         ・保護者会       

＜ 保 護 者 支 援 の ポ イ ン ト ＞  

・保護者も悩んでいる場合が多い。問題を共有し精神的な支えとなる。決して保護

者だけを責めない。 

・子どもの正しい理解を図る。子どもとの良いかかわりを支援する。 

・保護者の不安定は子どもの不安定に直結する。信頼関係を大事にして保護者の性

格や考え方にも合わせて対応する。 

・保護者が学級担任とよい関係が築けるように支援する。 

・児童生徒の頑張っている点や小さな変化にも目を向けられるように支援する。 
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保護者への支援は、子どもの支援のためには欠かせないものですが、なかなか時間が取れ

ないものです。 

あらためて保護者会をもたなくても、送迎や子どもの指導の間に保護者同士で学んだり話

し合ったりできるよう設定しておくことも効果的です。  

 

 

 

 

 

 

 

              

 

   

 

 

＜保護者へのお便りコーナー（三春町立三春小学校）＞ 

 

 

 

 

 

４．通級指導教室の地域における役割 

 通級指導教室は、設置されている学校の児童生徒の教育だけでなく、地域の学校の児童

生徒の教育も担っています。さらに、対象となる児童生徒だけでなく、地域の学校への情

報提供や教育相談などもその役割の一つとして期待されています。 

 

 

（１）通級指導教室設置校における校内支援 

○ 個別指導やＴ-Ｔでの指導など、校内の支援体制の充実を図るための支援を行

う。 

○ 実態把握、担任への助言、校内委員会への参加、「個別の教育支援計画」作成

への助言等を行う。 

○ 特別支援学級の指導方法等に関する助言を行う。 

○ 校内研修への支援を行う。 

待ち時間（指導時間）での 

保護者同士のカウンセリング  

保護者への支援  

教室便り  
コ ラ ム や 読

み物など  
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（２）周辺地域の小中学校への支援 

① 教育相談による実態把握と「個別の教育支援計画」作成への助言 

・  通級による指導を受けている児童生徒の指導への助言、「個別の教育支援計画」

作成についての助言を行う。 

・  通級していない児童についても、それぞれの専門性を生かして、実態把握、「個

別の教育支援計画」作成等への助言を行う。 

② 巡回による支援 

・  在籍学校訪問の際に、通級による指導を受けていない児童生徒についても、観

察や相談を行う。 

② 研修への参加 

・  校内研修会の講師や助言者として参加する。 

④ 通級指導教室の啓発活動 

・  各学校へ教室案内を配布したり、研究会等で教室紹介をしたりする。 

 

 

（３）地域の研究会等への協力 

○ 地域で行われている研究会等へ参加し、指導事例の紹介や助言等を行う。 

 

 

 

連絡ノートを活用しながら、保護者、担任、通級担当

者との連携を深めることができます。  
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第５章 通級による指導の実践例 

 

１． 言語障がい通級指導教室の実践 

「かん黙傾向がある構音障がい児への指導事例」 

 南相馬市立原町第一小学校  ことばの教室  午來 恵美子 教諭 

 

担任と保護者、医療機関と連携し、個別の教育支援計画を作成し、それぞれの支援者の役割を

明らかにして取り組んだ。通級指導教室は安心して自己表現できる場とし、緘黙の一因と考えら

れる発音指導に力を入れ、不安や緊張を軽減するための心理的な援助を行った。心理検査の結果

を活用し、対象児の特性に応じた教材を作成して発音練習を行い、ことばの教室での出来事を作

文に書き学級で発表するなど、達成感をもたせながらコミュニケーション力を高める指導を行っ

た実践例。 

 

 

２． 情緒障がい通級指導教室の実践 

「音韻性読み書き障がいをもつと思われる児童への読み書き指導事例」 

 三春町立三春小学校  通級指導教室  齋藤 忍 教諭 

 

 読みの困難さに対して、「自分の学び方の特徴」を理解させ、自己支援できる力を獲得させる

ことを目標として指導した。対象児の特性に合わせた補助教材を開発し、使い方を指導すること

により、学級での授業にも携帯し、活用することができるようになった。 

「子どもの認知特性を把握し、強い力を支援に生かす」「自己理解を深め、自己支援力を育てる」

ことを目標とした実践例。 

 

３． グループ指導の実践 

「ソーシャルスキルのグループ学習の授業例」 

 一斉指導の場面では集中して取り組むことが難しい児童 2 名を対象とし、ロールプレイを通し

て基本的な学習態度を養うことを目標とした授業例。 
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かんかんかんかん黙傾向黙傾向黙傾向黙傾向があるがあるがあるがある構音障構音障構音障構音障がいがいがいがい児児児児へのへのへのへの指導事例指導事例指導事例指導事例

南相馬市立原町第一小学校南相馬市立原町第一小学校南相馬市立原町第一小学校南相馬市立原町第一小学校 ことばのことばのことばのことばの教室 午來 恵美子教室 午來 恵美子教室 午來 恵美子教室 午來 恵美子

１１１１ 基礎情報基礎情報基礎情報基礎情報

第第第第２２２２学年女子学年女子学年女子学年女子。。。。相談相談相談相談およびおよびおよびおよび指導開始時指導開始時指導開始時指導開始時はははは幼稚園年長幼稚園年長幼稚園年長幼稚園年長。。。。現在現在現在現在、、、、通常通常通常通常のののの学級学級学級学級にににに在籍在籍在籍在籍しししし、、、、本教室本教室本教室本教室にににに

週週週週２２２２回通回通回通回通うううう。。。。医療機関医療機関医療機関医療機関にてにてにてにてＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤとととと診断診断診断診断（（（（第第第第１１１１学年時学年時学年時学年時））））。。。。

２２２２ 主訴主訴主訴主訴（（（（母親母親母親母親））））

家家家家ではよくおしゃべりするがではよくおしゃべりするがではよくおしゃべりするがではよくおしゃべりするが、、、、外外外外でででで知知知知りりりり合合合合いにいにいにいに会会会会うとうとうとうと無口無口無口無口になりになりになりになり、、、、無表情無表情無表情無表情になるになるになるになる。。。。あいさつあいさつあいさつあいさつ

すらできないすらできないすらできないすらできない。。。。将来将来将来将来、、、、いじめやいじめやいじめやいじめや不登校不登校不登校不登校がががが心配心配心配心配であるであるであるである。。。。

３３３３ 経緯経緯経緯経緯

幼稚園年長時幼稚園年長時幼稚園年長時幼稚園年長時にににに母親母親母親母親からからからから教育相談教育相談教育相談教育相談のののの依頼依頼依頼依頼がありがありがありがあり、、、、構音検査構音検査構音検査構音検査をををを実施実施実施実施したところしたところしたところしたところ、、、、置換音置換音置換音置換音がががが見見見見らららら

れたためれたためれたためれたため、、、、本教室本教室本教室本教室のののの幼児担当者幼児担当者幼児担当者幼児担当者がががが週週週週１１１１回回回回のののの構音指導構音指導構音指導構音指導をををを行行行行ったったったった。。。。入学後入学後入学後入学後、、、、担当者担当者担当者担当者がががが替替替替わりわりわりわり、、、、週週週週２２２２

回回回回のののの構音指導構音指導構音指導構音指導をををを行行行行ったったったった。。。。またまたまたまた、、、、行動面行動面行動面行動面についてについてについてについて、、、、課題課題課題課題にににに集中集中集中集中できないできないできないできない、、、、姿勢姿勢姿勢姿勢がくずれるがくずれるがくずれるがくずれる等等等等のののの様様様様

子子子子がががが見見見見られたためられたためられたためられたため、、、、第第第第１１１１学年第学年第学年第学年第３３３３学期学期学期学期にににに医療機関医療機関医療機関医療機関のののの受診受診受診受診をををを勧勧勧勧めたところめたところめたところめたところＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤのののの診断診断診断診断をををを受受受受けけけけ

たたたた。。。。担当者担当者担当者担当者はははは第第第第２２２２学年第学年第学年第学年第１１１１学期学期学期学期からからからから指導指導指導指導にににに当当当当たったたったたったたった。。。。

４４４４ 本児本児本児本児のののの様子様子様子様子（（（（２２２２年生年生年生年生１１１１学期学期学期学期））））

（（（（１１１１））））学力学力学力学力

①①①① 聞聞聞聞くくくく：：：：学級学級学級学級ではではではでは担任担任担任担任のののの指示指示指示指示がががが一度一度一度一度でででで伝伝伝伝わらないことがわらないことがわらないことがわらないことが多多多多くくくく、、、、個別個別個別個別にににに声声声声をかけるをかけるをかけるをかける必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。

個別指導場面個別指導場面個別指導場面個別指導場面ではではではでは特特特特にににに問題問題問題問題はははは見見見見られないられないられないられない。。。。

②②②② 話話話話すすすす：：：：学級学級学級学級ではではではでは返事返事返事返事やややや音読音読音読音読、、、、原稿原稿原稿原稿のののの発表発表発表発表はできるがはできるがはできるがはできるが、、、、意思表示意思表示意思表示意思表示がががが少少少少なくなくなくなく、、、、担任担任担任担任はなかなかはなかなかはなかなかはなかなか

本児本児本児本児のののの気持気持気持気持ちがつかめないちがつかめないちがつかめないちがつかめない。。。。個別指導場面個別指導場面個別指導場面個別指導場面ではではではでは、、、、担当者担当者担当者担当者のののの質問質問質問質問にににに答答答答えることができるがえることができるがえることができるがえることができるが、、、、長長長長

いいいい文章文章文章文章でででで話話話話すことはないすことはないすことはないすことはない。。。。「「「「絵本絵本絵本絵本がががが読読読読みたいですみたいですみたいですみたいです。。。。」」」」等等等等、、、、自分自分自分自分のやりたいことをのやりたいことをのやりたいことをのやりたいことを担当者担当者担当者担当者にににに言言言言

うことはできるがうことはできるがうことはできるがうことはできるが、、、、自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちやちやちやちや思思思思いをことばでいをことばでいをことばでいをことばで十分十分十分十分にににに表現表現表現表現することはすることはすることはすることは難難難難しいしいしいしい。。。。カカカカ行音行音行音行音・・・・

ササササ行音行音行音行音にににに構音構音構音構音のののの誤誤誤誤りがりがりがりが見見見見られるがられるがられるがられるが、、、、自分自分自分自分のののの発音発音発音発音をををを気気気気にしているにしているにしているにしている様子様子様子様子はなかったはなかったはなかったはなかった。。。。

③③③③ 読読読読むむむむ：：：：平仮名平仮名平仮名平仮名、、、、片仮名片仮名片仮名片仮名、、、、既習既習既習既習のののの漢字漢字漢字漢字がががが使使使使われているわれているわれているわれている文章文章文章文章をををを読読読読むことができるむことができるむことができるむことができる。。。。絵本絵本絵本絵本がががが好好好好きききき

でででで読読読読みみみみ聞聞聞聞かせをかせをかせをかせを好好好好みみみみ、、、、自分自分自分自分からからからから進進進進んでんでんでんで読書読書読書読書にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。

④④④④ 書書書書くくくく：：：：平仮名平仮名平仮名平仮名、、、、片仮名片仮名片仮名片仮名をををを書書書書くことができるがくことができるがくことができるがくことができるが、、、、聴写聴写聴写聴写ではではではでは構音構音構音構音のののの誤誤誤誤りがあるりがあるりがあるりがある音節音節音節音節をををを書書書書きききき間違間違間違間違

えることがあったえることがあったえることがあったえることがあった。。。。またまたまたまた、、、、既習既習既習既習のののの漢字漢字漢字漢字をををを正正正正しくしくしくしく書書書書くことができるがくことができるがくことができるがくことができるが、、、、字形字形字形字形がががが正正正正しくとれなかしくとれなかしくとれなかしくとれなか

ったりったりったりったり、、、、筆順筆順筆順筆順がががが間違間違間違間違っていたりすることがあるっていたりすることがあるっていたりすることがあるっていたりすることがある。。。。

⑤⑤⑤⑤ 計算計算計算計算するするするする：：：：算数算数算数算数のののの苦手意識苦手意識苦手意識苦手意識がががが強強強強いいいい。。。。個別指導個別指導個別指導個別指導によりによりによりにより、、、、繰繰繰繰りりりり上上上上がりやがりやがりやがりや繰繰繰繰りりりり下下下下がりのあるがりのあるがりのあるがりのある計算計算計算計算

がががが正正正正しくできるようになってきたしくできるようになってきたしくできるようになってきたしくできるようになってきた。。。。

（（（（２２２２））））行動行動行動行動

①①①① 注意集中注意集中注意集中注意集中：：：：担任担任担任担任のののの指示指示指示指示はははは聞聞聞聞いているようにいているようにいているようにいているように見見見見えるがえるがえるがえるが、、、、活動活動活動活動へのへのへのへの取取取取りかかりはりかかりはりかかりはりかかりは遅遅遅遅れれれれ気味気味気味気味であであであであ

りりりり、、、、周囲周囲周囲周囲のののの友友友友だちのだちのだちのだちの様子様子様子様子をををを見見見見てててて行動行動行動行動しているしているしているしている様子様子様子様子があるがあるがあるがある。。。。個別場面個別場面個別場面個別場面ではではではでは、、、、テンションテンションテンションテンションののののコンコンコンコン

トロールトロールトロールトロールができずにはしゃぎすぎることがができずにはしゃぎすぎることがができずにはしゃぎすぎることがができずにはしゃぎすぎることが多多多多いいいい。。。。またまたまたまた、、、、姿勢姿勢姿勢姿勢がががが崩崩崩崩れたりれたりれたりれたり、、、、離席離席離席離席がががが見見見見られたりられたりられたりられたり

するするするする。。。。

②②②② 集団参加集団参加集団参加集団参加：：：：学級学級学級学級ではおとなしくではおとなしくではおとなしくではおとなしく、、、、無表情無表情無表情無表情であるであるであるである。。。。与与与与えられたえられたえられたえられた課題課題課題課題やややや活動活動活動活動にはにはにはには真面目真面目真面目真面目にににに取取取取りりりり

組組組組むがむがむがむが、、、、やりやりやりやり方方方方がががが分分分分からずにからずにからずにからずに行動行動行動行動にににに移移移移せないでいることもあるせないでいることもあるせないでいることもあるせないでいることもある。。。。目立目立目立目立ったったったった行動不適応行動不適応行動不適応行動不適応はないはないはないはない。。。。

③③③③ 対人関係対人関係対人関係対人関係：：：：友友友友だちにだちにだちにだちに話話話話しかけられてもしかけられてもしかけられてもしかけられても応応応応えられずえられずえられずえられず、、、、ことばをことばをことばをことばを交交交交わしているわしているわしているわしている姿姿姿姿はははは見見見見られないられないられないられない。。。。

休休休休みみみみ時間時間時間時間はははは仲仲仲仲のよいのよいのよいのよい友友友友だちにだちにだちにだちに誘誘誘誘われてわれてわれてわれて一緒一緒一緒一緒にににに遊遊遊遊ぶことができるぶことができるぶことができるぶことができる。。。。
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５５５５ 各種検査各種検査各種検査各種検査のののの結果結果結果結果とととと解釈解釈解釈解釈

（（（（１１１１）ＳＭ）ＳＭ）ＳＭ）ＳＭ社会生活能力検査社会生活能力検査社会生活能力検査社会生活能力検査のののの結果結果結果結果とととと解釈解釈解釈解釈 （（（（７７７７歳歳歳歳７７７７かかかか月時月時月時月時））））

①①①① 全体的全体的全体的全体的なななな発達水準発達水準発達水準発達水準

ＳＱＳＱＳＱＳＱはははは、、、、母親母親母親母親によるによるによるによる記入記入記入記入がががが８１８１８１８１、、、、担任担任担任担任によるによるによるによる記入記入記入記入がががが７９７９７９７９であるであるであるである。ＣＡ。ＣＡ。ＣＡ。ＣＡがががが７７７７－－－－７７７７であるのにであるのにであるのにであるのに

対対対対しししし、ＳＡ、ＳＡ、ＳＡ、ＳＡはははは、、、、母親母親母親母親はははは６６６６－－－－６６６６、、、、担任担任担任担任はははは６６６６－－－－４４４４でありでありでありであり、、、、社会生活能力社会生活能力社会生活能力社会生活能力のののの発達発達発達発達にににに約約約約１１１１才才才才のののの遅遅遅遅れがれがれがれが

見見見見られるられるられるられる。。。。

②②②② 記入者記入者記入者記入者によるによるによるによる差差差差

母親母親母親母親はははは最高値最高値最高値最高値「「「「意志交換意志交換意志交換意志交換」」」」７７７７－－－－２２２２、、、、最低値最低値最低値最低値「「「「自己統制自己統制自己統制自己統制」」」」６６６６－－－－４４４４でででで、、、、そのそのそのその差差差差はははは１１１１才未満才未満才未満才未満であであであであ

りりりり、、、、各領域間各領域間各領域間各領域間にににに大大大大きなきなきなきな差差差差がががが見見見見られないられないられないられない。。。。一方一方一方一方でででで、、、、担任担任担任担任はははは最高値最高値最高値最高値「「「「身辺自立身辺自立身辺自立身辺自立」」」」８８８８－－－－６６６６、、、、最低値最低値最低値最低値

「「「「集団参加集団参加集団参加集団参加」」」」４４４４－－－－９９９９でででで、、、、そのそのそのその差差差差がががが約約約約４４４４才才才才ありありありあり、、、、プロフィールプロフィールプロフィールプロフィールにもにもにもにも大大大大きなばらつきがきなばらつきがきなばらつきがきなばらつきが見見見見られるられるられるられる。。。。

このようにこのようにこのようにこのように本児本児本児本児のののの社会的発達社会的発達社会的発達社会的発達についてについてについてについて、、、、記入者記入者記入者記入者によってによってによってによって各領域各領域各領域各領域のとらえのとらえのとらえのとらえ方方方方にににに違違違違いがいがいがいが見見見見られるられるられるられる。。。。

③③③③ 領域間領域間領域間領域間のののの差差差差

母親母親母親母親はははは「「「「意志交換意志交換意志交換意志交換」」」」がががが７７７７－－－－２２２２とととと最最最最もももも高高高高いのにいのにいのにいのに対対対対してしてしてして、、、、担任担任担任担任はははは「「「「集団参加集団参加集団参加集団参加」」」」「「「「意志交換意志交換意志交換意志交換」」」」「「「「移移移移

動動動動」」」」がそれぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれ４４４４－－－－９９９９、、、、５５５５－－－－８８８８、、、、５５５５－－－－７７７７とととと低低低低くくくく、、、、正反対正反対正反対正反対のののの様相様相様相様相をををを呈呈呈呈している またしている またしている またしている また、、、、母親母親母親母親はははは

「「「「自己統制自己統制自己統制自己統制」」」」がががが６６６６－－－－４４４４でででで最最最最もももも低低低低いのにいのにいのにいのに対対対対してしてしてして、、、、担任担任担任担任はははは「「「「自己統制自己統制自己統制自己統制」」」」がががが７７７７－－－－１０１０１０１０とととと高高高高くくくく、、、、生活生活生活生活

年齢年齢年齢年齢をををを上回上回上回上回ったったったった評価評価評価評価をををを与与与与えているえているえているえている。。。。

（（（（２２２２）ＷＩＳＣ－）ＷＩＳＣ－）ＷＩＳＣ－）ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの結果結果結果結果とととと解釈解釈解釈解釈

①①①① 全体的全体的全体的全体的なななな知的発達水準知的発達水準知的発達水準知的発達水準 ＦＩＱＦＩＱＦＩＱＦＩＱはははは８９８９８９８９でででで「「「「平均平均平均平均のののの下下下下」」」」のののの域域域域であるであるであるである。。。。

②②②② 個人内差個人内差個人内差個人内差

○○○○ ＩＱＩＱＩＱＩＱのののの水準水準水準水準 ＶＩＱＶＩＱＶＩＱＶＩＱはははは９５９５９５９５でででで「「「「平均平均平均平均」」」」のののの域域域域、ＰＩＱ、ＰＩＱ、ＰＩＱ、ＰＩＱはははは８５８５８５８５でででで「「「「平均平均平均平均のののの下下下下」」」」のののの域域域域であるであるであるである。。。。

○○○○ ＩＱＩＱＩＱＩＱ間間間間のののの差差差差 ＶＩＱＶＩＱＶＩＱＶＩＱととととＰＩＱＰＩＱＰＩＱＰＩＱのののの差差差差はははは１０１０１０１０ありありありあり、、、、１５１５１５１５％％％％水準水準水準水準でででで有意有意有意有意なななな差差差差があったがあったがあったがあった。。。。

○○○○ 群指数群指数群指数群指数のののの水準水準水準水準 ＶＣＶＣＶＣＶＣはははは１００１００１００１００ででででパーセンタイルパーセンタイルパーセンタイルパーセンタイル順位順位順位順位はははは５０５０５０５０、ＰＯ、ＰＯ、ＰＯ、ＰＯはははは７９７９７９７９ででででパーセンタイパーセンタイパーセンタイパーセンタイ

ルルルル順位順位順位順位はははは８８８８、ＦＤ、ＦＤ、ＦＤ、ＦＤはははは７３７３７３７３ででででパーセンタイルパーセンタイルパーセンタイルパーセンタイル順位順位順位順位はははは４４４４、ＰＳ、ＰＳ、ＰＳ、ＰＳはははは１０８１０８１０８１０８ででででパーセンタイルパーセンタイルパーセンタイルパーセンタイル順位順位順位順位

はははは７０７０７０７０であるであるであるである。。。。

○○○○ 群指数間群指数間群指数間群指数間のののの差差差差 ＶＣＶＣＶＣＶＣははははＰＯ、ＦＤＰＯ、ＦＤＰＯ、ＦＤＰＯ、ＦＤとととと５５５５％％％％水準水準水準水準でででで有意有意有意有意なななな差差差差があったがあったがあったがあった。ＰＳ。ＰＳ。ＰＳ。ＰＳははははＰＯ、ＦＤＰＯ、ＦＤＰＯ、ＦＤＰＯ、ＦＤとととと

５５５５％％％％水準水準水準水準でででで有意有意有意有意なななな差差差差があったがあったがあったがあった。。。。

領 域 領 域 別 社 会 生 活 年 齢領 域 領 域 別 社 会 生 活 年 齢領 域 領 域 別 社 会 生 活 年 齢領 域 領 域 別 社 会 生 活 年 齢

母親 担任 母親 担任母親 担任 母親 担任母親 担任 母親 担任母親 担任 母親 担任
４ ５ ６ ７ ８ ９４ ５ ６ ７ ８ ９４ ５ ６ ７ ８ ９４ ５ ６ ７ ８ ９才才才才

ＳＨＳＨＳＨＳＨ身辺自立身辺自立身辺自立身辺自立 ７７７７－－－－０ ８０ ８０ ８０ ８－－－－６６６６

ＬＬＬＬ 移動移動移動移動 ６６６６－－－－６ ５６ ５６ ５６ ５－－－－７７７７

ＯＯＯＯ 作業作業作業作業 ６６６６－－－－７ ６７ ６７ ６７ ６－－－－７７７７

ＣＣＣＣ 意志交換意志交換意志交換意志交換 ７７７７－－－－２ ５２ ５２ ５２ ５－－－－８８８８

ＳＳＳＳ 集団参加集団参加集団参加集団参加 ６６６６－－－－８ ４８ ４８ ４８ ４－－－－９９９９

ＳＤＳＤＳＤＳＤ自己統制自己統制自己統制自己統制 ６６６６－－－－４ ７４ ７４ ７４ ７－－－－10101010
担任担任担任担任SASASASA6666----4444 母親母親母親母親SASASASA6666----6666 ＣＡＣＡＣＡＣＡ7777----7777

SQ79 SQ81SQ79 SQ81SQ79 SQ81SQ79 SQ81

（７歳１か月時）
言語性検査 動作性検査言語性検査 動作性検査言語性検査 動作性検査言語性検査 動作性検査 ＩＱ／ＩＱ／ＩＱ／ＩＱ／群指数群指数群指数群指数 パーセンタイルパーセンタイルパーセンタイルパーセンタイル ９０９０９０９０％％％％信頼区間信頼区間信頼区間信頼区間

知 識知 識知 識知 識 ７７７７ 絵画完成絵画完成絵画完成絵画完成 ４４４４ ＶＩＱＶＩＱＶＩＱＶＩＱ ９５ ３７ ８９９５ ３７ ８９９５ ３７ ８９９５ ３７ ８９－－－－１０１１０１１０１１０１

類 似類 似類 似類 似 １１１１１１１１ 符 号符 号符 号符 号 １２１２１２１２ ＰＩＱＰＩＱＰＩＱＰＩＱ ８５ １６ ７９８５ １６ ７９８５ １６ ７９８５ １６ ７９－－－－ ９４９４９４９４

算 数算 数算 数算 数 ６６６６ 絵画配列絵画配列絵画配列絵画配列 １２１２１２１２ ＦＩＱＦＩＱＦＩＱＦＩＱ ８９ ２３ ８４８９ ２３ ８４８９ ２３ ８４８９ ２３ ８４－－－－ ９５９５９５９５

単 語単 語単 語単 語 ９９９９ 積木模様積木模様積木模様積木模様 ５５５５ ＶＣＶＣＶＣＶＣ １００ ５０ ９２１００ ５０ ９２１００ ５０ ９２１００ ５０ ９２－－－－１０８１０８１０８１０８

理 解理 解理 解理 解 １３１３１３１３ 組 合組 合組 合組 合 せせせせ ６６６６ ＰＯＰＯＰＯＰＯ ７９ ８ ７４７９ ８ ７４７９ ８ ７４７９ ８ ７４－－－－ ８９８９８９８９

数 唱数 唱数 唱数 唱 ５５５５ 記号探記号探記号探記号探しししし １１１１１１１１ ＦＤＦＤＦＤＦＤ ７３ ４ ６９７３ ４ ６９７３ ４ ６９７３ ４ ６９－－－－ ８４８４８４８４

迷 路迷 路迷 路迷 路 ６６６６ ＰＳＰＳＰＳＰＳ １０８ ７０ ９７１０８ ７０ ９７１０８ ７０ ９７１０８ ７０ ９７－－－－１１６１１６１１６１１６
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○○○○ 下位検査下位検査下位検査下位検査のののの水準水準水準水準とととと特徴特徴特徴特徴

ＦＤＦＤＦＤＦＤをををを構成構成構成構成するするするする「「「「算数算数算数算数」」」」「「「「数唱数唱数唱数唱」」」」はともにはともにはともにはともに低低低低くくくく、、、、長文長文長文長文やややや数字数字数字数字などのなどのなどのなどの無意味刺激無意味刺激無意味刺激無意味刺激においてにおいてにおいてにおいて、、、、

聞聞聞聞きもらしときもらしときもらしときもらしと保持保持保持保持のののの難難難難しさがあるとしさがあるとしさがあるとしさがあると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。またまたまたまた、ＰＯ、ＰＯ、ＰＯ、ＰＯのののの構成要素構成要素構成要素構成要素であるであるであるである「「「「絵画完成絵画完成絵画完成絵画完成」」」」

「「「「積木模様積木模様積木模様積木模様」」」」「「「「組合組合組合組合せせせせ」」」」のののの得点得点得点得点がががが低低低低いことからいことからいことからいことから、、、、情報情報情報情報のののの重要重要重要重要なななな部分部分部分部分にににに適切適切適切適切にににに注意注意注意注意をををを配分配分配分配分するするするする

能力能力能力能力、、、、視覚的視覚的視覚的視覚的なななな手手手手がかりをがかりをがかりをがかりを用用用用いていていていて複数複数複数複数のののの部分部分部分部分をををを一一一一つのつのつのつの全体全体全体全体にににに構成構成構成構成していくしていくしていくしていく能力能力能力能力がががが弱弱弱弱いことがいことがいことがいことが

推測推測推測推測されるされるされるされる。。。。一方一方一方一方でででで、ＶＣ、ＶＣ、ＶＣ、ＶＣをををを構成構成構成構成するするするする項目項目項目項目のののの中中中中のののの「「「「理解理解理解理解」」」」、ＰＯ、ＰＯ、ＰＯ、ＰＯをををを構成構成構成構成するするするする項目項目項目項目のののの中中中中のののの「「「「絵絵絵絵

画配列画配列画配列画配列」」」」がががが高高高高くくくく、、、、これはこれはこれはこれは社会的社会的社会的社会的なななな文脈文脈文脈文脈でのでのでのでの問題解決能力問題解決能力問題解決能力問題解決能力、、、、視覚的情報視覚的情報視覚的情報視覚的情報によるによるによるによる状況理解力状況理解力状況理解力状況理解力がががが強強強強

いことがいことがいことがいことが予測予測予測予測されるされるされるされる。。。。またまたまたまた、ＰＳ、ＰＳ、ＰＳ、ＰＳをををを構成構成構成構成するするするする「「「「符号符号符号符号」」」」「「「「記号記号記号記号」」」」はははは双方双方双方双方ともともともとも高高高高めでありめでありめでありめであり、、、、視覚視覚視覚視覚

的的的的なななな無意味情報無意味情報無意味情報無意味情報をををを事務的事務的事務的事務的にににに数多数多数多数多くくくく正確正確正確正確にににに処理処理処理処理していくしていくしていくしていく能力能力能力能力にににに優優優優れているとれているとれているとれていると言言言言えるえるえるえる。。。。

（（（（３３３３）Ｋ－ＡＢＣ）Ｋ－ＡＢＣ）Ｋ－ＡＢＣ）Ｋ－ＡＢＣのののの結果結果結果結果とととと解釈解釈解釈解釈 （（（（７７７７歳歳歳歳６６６６かかかか月時月時月時月時））））

Ｋ－ＡＢＣＫ－ＡＢＣＫ－ＡＢＣＫ－ＡＢＣのののの結果結果結果結果はははは、、、、継次処理継次処理継次処理継次処理７６７６７６７６、、、、同時処理同時処理同時処理同時処理９１９１９１９１、、、、認知処理認知処理認知処理認知処理８２８２８２８２、、、、習得度習得度習得度習得度９０９０９０９０であったであったであったであった。。。。

さらにさらにさらにさらに、、、、継次継次継次継次＜＜＜＜同時同時同時同時（（（（５５５５％％％％））））、、、、継次継次継次継次＜＜＜＜習得度習得度習得度習得度（（（（５５５５％％％％））））、、、、同時同時同時同時＝＝＝＝習得度習得度習得度習得度、、、、認知認知認知認知＝＝＝＝習得度習得度習得度習得度であったであったであったであった。。。。
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下位検査下位検査下位検査下位検査をををを見見見見るとるとるとると、、、、「「「「絵絵絵絵のののの統合統合統合統合」」」」がががが１２１２１２１２点点点点とととと高高高高くくくく、、、、曖昧曖昧曖昧曖昧なななな図図図図からからからから一般的一般的一般的一般的なななな意味意味意味意味をををを付与付与付与付与するこするこするこするこ

とがとがとがとが得意得意得意得意であるとであるとであるとであると推測推測推測推測されるされるされるされる。。。。これはこれはこれはこれは、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの視覚的視覚的視覚的視覚的なななな有意味刺激有意味刺激有意味刺激有意味刺激からからからから結果結果結果結果をををを予測予測予測予測すすすす

るるるる力力力力をををを必要必要必要必要とするとするとするとする「「「「絵画配列絵画配列絵画配列絵画配列」」」」がががが高高高高いことといことといことといことと関連関連関連関連するとするとするとすると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。一方一方一方一方でででで、、、、「「「「模様模様模様模様のののの構成構成構成構成」」」」

のののの低低低低さはさはさはさはＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの「「「「積木模様積木模様積木模様積木模様」」」」「「「「組合組合組合組合せせせせ」」」」のののの低低低低さとさとさとさと一致一致一致一致しししし、、、、空間的構成力空間的構成力空間的構成力空間的構成力がががが弱弱弱弱いことがいことがいことがいことが

うかがわれるうかがわれるうかがわれるうかがわれる。。。。同様同様同様同様にににに、、、、「「「「数唱数唱数唱数唱」」」」「「「「算数算数算数算数」」」」のののの低低低低さはさはさはさはＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの「「「「数唱数唱数唱数唱」」」」「「「「算数算数算数算数」」」」のののの低低低低さとさとさとさと一一一一

致致致致しておりしておりしておりしており、、、、聴覚的短期記憶聴覚的短期記憶聴覚的短期記憶聴覚的短期記憶やややや数数数数のののの操作操作操作操作をををを苦手苦手苦手苦手としていることがとしていることがとしていることがとしていることが分分分分かるかるかるかる。。。。

またまたまたまた、、、、継次処理継次処理継次処理継次処理のののの下位検査下位検査下位検査下位検査であるであるであるである「「「「手手手手のののの動作動作動作動作」」」」「「「「数唱数唱数唱数唱」」」」「「「「語語語語のののの配列配列配列配列」」」」がすべてがすべてがすべてがすべて低低低低いことからいことからいことからいことから、、、、

情報情報情報情報をををを系統的系統的系統的系統的にににに順序立順序立順序立順序立てててててててて処理処理処理処理するするするする力力力力がががが弱弱弱弱いことがいことがいことがいことが推測推測推測推測されるされるされるされる。。。。そのそのそのその反面反面反面反面、、、、習得度習得度習得度習得度やややや同時処理同時処理同時処理同時処理

がががが比較的高比較的高比較的高比較的高いことからいことからいことからいことから、、、、言語的能力言語的能力言語的能力言語的能力とととと視覚的視覚的視覚的視覚的なななな情報情報情報情報をををを同時的同時的同時的同時的にににに処理処理処理処理するするするする能力能力能力能力はははは高高高高いことがいことがいことがいことが推測推測推測推測

されるされるされるされる。。。。

（（（（４４４４）ＰＶＴ－Ｒ）ＰＶＴ－Ｒ）ＰＶＴ－Ｒ）ＰＶＴ－Ｒのののの結果結果結果結果

ＣＡＣＡＣＡＣＡ７７７７－－－－６６６６にににに対対対対してしてしてして、ＶＡ、ＶＡ、ＶＡ、ＶＡ７７７７－－－－９９９９、、、、評価点評価点評価点評価点１１１１１１１１でででで、、、、「「「「平均平均平均平均」」」」のののの域域域域であるであるであるである。。。。

（（（（５５５５））））構音検査構音検査構音検査構音検査のののの結果結果結果結果

単語単語単語単語レベルレベルレベルレベルでででで、、、、ササササ行行行行・・・・ザザザザ行音行音行音行音ががががシャシャシャシャ・・・・ジャジャジャジャ行音行音行音行音にににに置換置換置換置換するするするする。［。［。［。［シシシシ］］］］はははは［［［［チチチチ］］］］にににに、［、［、［、［スススス］［］［］［］［ツツツツ］］］］

はははは［［［［チュチュチュチュ］］］］にににに置換置換置換置換するするするする等等等等、、、、一貫性一貫性一貫性一貫性がないがないがないがない。。。。文章文章文章文章レベルレベルレベルレベルではではではでは、、、、カカカカ行行行行・・・・ガガガガ行音行音行音行音ががががタタタタ行行行行・・・・ダダダダ行音行音行音行音にににに

置換置換置換置換するするするする。。。。会話会話会話会話レベルレベルレベルレベルでのでのでのでの誤誤誤誤りりりり音音音音がががが多多多多くくくく、、、、話話話話のののの内容内容内容内容がががが聞聞聞聞きききき取取取取りにくいことがあるりにくいことがあるりにくいことがあるりにくいことがある。。。。

６６６６ 検査結果検査結果検査結果検査結果とととと本児本児本児本児のののの状態像状態像状態像状態像とのとのとのとの関連関連関連関連

ＳＭＳＭＳＭＳＭ社会生活能力検査社会生活能力検査社会生活能力検査社会生活能力検査のののの結果結果結果結果をををを見見見見るとるとるとると、、、、母親母親母親母親のののの記入記入記入記入ではではではでは「「「「意志交換意志交換意志交換意志交換」」」」がががが最最最最もももも高高高高いのにいのにいのにいのに対対対対してしてしてして、、、、

担任担任担任担任のののの記入記入記入記入ではではではでは「「「「集団参加集団参加集団参加集団参加」」」」「「「「意志交換意志交換意志交換意志交換」」」」がががが最最最最もももも低低低低いいいい。。。。これはこれはこれはこれは、、、、本児本児本児本児がががが家庭家庭家庭家庭ではではではでは普通普通普通普通にににに話話話話をすをすをすをす

るがるがるがるが、、、、学級学級学級学級ではほとんどことばをではほとんどことばをではほとんどことばをではほとんどことばを発発発発することがなくすることがなくすることがなくすることがなく、、、、担任担任担任担任やややや友友友友だちとのだちとのだちとのだちとの会話会話会話会話がががが見見見見られないといられないといられないといられないとい

うううう状況状況状況状況とととと一致一致一致一致するするするする。。。。またまたまたまた、、、、母親母親母親母親のののの記入記入記入記入ではではではでは「「「「自己統制自己統制自己統制自己統制」」」」がががが最最最最もももも低低低低いのにいのにいのにいのに対対対対しししし、、、、担任担任担任担任はははは「「「「自己統自己統自己統自己統

制制制制」」」」はははは生活年齢生活年齢生活年齢生活年齢よりもよりもよりもよりも高高高高くくくく評価評価評価評価しているしているしているしている。。。。これはこれはこれはこれは、、、、本児本児本児本児がががが家庭家庭家庭家庭ではではではでは母親母親母親母親にににに対対対対してしてしてして自己主張自己主張自己主張自己主張をををを通通通通

すがすがすがすが、、、、学級学級学級学級ではではではでは目立目立目立目立たないおとなしいたないおとなしいたないおとなしいたないおとなしい性格性格性格性格であるというであるというであるというであるという状況状況状況状況とととと一致一致一致一致するするするする。。。。これらのことからこれらのことからこれらのことからこれらのことから、、、、

本児本児本児本児はははは家庭家庭家庭家庭ではではではでは普通普通普通普通にににに話話話話しわがままもしわがままもしわがままもしわがままも言言言言うがうがうがうが、、、、学級学級学級学級ではではではでは発話発話発話発話がががが見見見見られないられないられないられない、、、、活動活動活動活動になかなかになかなかになかなかになかなか取取取取

りかかれないりかかれないりかかれないりかかれない、、、、自分自分自分自分でででで決決決決められないめられないめられないめられない等等等等のかんのかんのかんのかん黙傾向黙傾向黙傾向黙傾向がありがありがありがあり、、、、集団場面集団場面集団場面集団場面におけるにおけるにおけるにおけるコミュニケーシコミュニケーシコミュニケーシコミュニケーシ

ョンョンョンョンについてについてについてについて問題問題問題問題があるとがあるとがあるとがあると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。

本児本児本児本児はははは、、、、検査時検査時検査時検査時やややや日常会話日常会話日常会話日常会話でのやりとりがでのやりとりがでのやりとりがでのやりとりが単調単調単調単調なことからなことからなことからなことから、、、、単語単語単語単語のののの想起想起想起想起やややや文章構成文章構成文章構成文章構成にににに時間時間時間時間がががが

かかることはかかることはかかることはかかることは明明明明らかであるらかであるらかであるらかである。。。。しかししかししかししかし、、、、各種検査各種検査各種検査各種検査のののの結果結果結果結果をををを見見見見るとるとるとると、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの言語性言語性言語性言語性ＩＱＩＱＩＱＩＱやややや

ＰＶＴ－ＲＰＶＴ－ＲＰＶＴ－ＲＰＶＴ－Ｒのののの評価点評価点評価点評価点、Ｋ－ＡＢＣ、Ｋ－ＡＢＣ、Ｋ－ＡＢＣ、Ｋ－ＡＢＣのののの習得度習得度習得度習得度はははは「「「「平均平均平均平均」」」」のののの域域域域でありでありでありであり、、、、言語能力言語能力言語能力言語能力がががが特特特特にににに低低低低いとはいとはいとはいとは言言言言

えないためえないためえないためえないため、、、、言語的言語的言語的言語的なななな課題課題課題課題がかんがかんがかんがかん黙黙黙黙のののの原因原因原因原因になっているとはになっているとはになっているとはになっているとは一概一概一概一概にはにはにはには言言言言えないえないえないえない。。。。

一方一方一方一方でででで、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの結果結果結果結果をををを見見見見るとるとるとると、ＶＣ、ＶＣ、ＶＣ、ＶＣがががが高高高高くくくくＦＤＦＤＦＤＦＤがががが低低低低いことからいことからいことからいことから、、、、本児本児本児本児はことばのはことばのはことばのはことばの操操操操

作作作作はははは得意得意得意得意であるがであるがであるがであるが、、、、意味付意味付意味付意味付けしにくいものについてはけしにくいものについてはけしにくいものについてはけしにくいものについては聴覚的聴覚的聴覚的聴覚的なななな記憶記憶記憶記憶がががが苦手苦手苦手苦手であるとであるとであるとであると言言言言えるえるえるえる。。。。まままま

たたたた、Ｋ－ＡＢＣ、Ｋ－ＡＢＣ、Ｋ－ＡＢＣ、Ｋ－ＡＢＣにににに表表表表れているれているれているれている継次処理継次処理継次処理継次処理のののの弱弱弱弱さからさからさからさから、、、、本児本児本児本児はははは刺激刺激刺激刺激をををを順順順順をををを追追追追ってってってって記憶記憶記憶記憶することすることすることすること、、、、順順順順

序立序立序立序立てててててててて考考考考ええええ表現表現表現表現することがすることがすることがすることが難難難難しいとしいとしいとしいと予想予想予想予想されるされるされるされる。。。。これらのこれらのこれらのこれらの注意集中注意集中注意集中注意集中ややややセルフモニタリングセルフモニタリングセルフモニタリングセルフモニタリング、、、、

プランニングプランニングプランニングプランニングのののの難難難難しさがしさがしさがしさが、、、、担任担任担任担任のののの指示指示指示指示をををを聞聞聞聞きききき逃逃逃逃したりしたりしたりしたり、、、、活動活動活動活動へのへのへのへの取取取取りかかりがりかかりがりかかりがりかかりが遅遅遅遅かったりするかったりするかったりするかったりする

等等等等のつまずきののつまずきののつまずきののつまずきの背景背景背景背景になっているとになっているとになっているとになっていると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。指示指示指示指示がががが十分十分十分十分にににに理解理解理解理解できないできないできないできない、、、、活動活動活動活動ににににスムーズスムーズスムーズスムーズ

にににに取取取取りりりり組組組組めないというめないというめないというめないという不安感不安感不安感不安感とととと失敗体験失敗体験失敗体験失敗体験のののの積積積積みみみみ重重重重ねがねがねがねが、、、、本児本児本児本児のおとなしいのおとなしいのおとなしいのおとなしい引引引引っっっっ込込込込みみみみ思案思案思案思案なななな性格性格性格性格

をををを形成形成形成形成したともしたともしたともしたとも考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。

またまたまたまた、、、、構音障構音障構音障構音障がいのためにがいのためにがいのためにがいのために発音発音発音発音しにくいしにくいしにくいしにくい音音音音があることががあることががあることががあることが、、、、言語表出言語表出言語表出言語表出ががががスムーズスムーズスムーズスムーズにいかないにいかないにいかないにいかない原原原原

因因因因になっているともになっているともになっているともになっているとも考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。

７７７７ 個別計画個別計画個別計画個別計画とととと実践内容実践内容実践内容実践内容

（（（（１１１１））））個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画

担任担任担任担任やややや保護者等保護者等保護者等保護者等、、、、本児本児本児本児にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる支援者支援者支援者支援者とととと話話話話しししし合合合合いながらいながらいながらいながら個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画をををを作成作成作成作成したしたしたした。。。。

担任担任担任担任によればによればによればによれば、、、、本児本児本児本児についてはについてはについてはについては現在現在現在現在のところのところのところのところ学習上学習上学習上学習上のののの課題課題課題課題はははは特特特特にににに認認認認められずめられずめられずめられず、、、、学年相応学年相応学年相応学年相応のののの基基基基
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礎的礎的礎的礎的なななな内容内容内容内容をををを習得習得習得習得できているということであるできているということであるできているということであるできているということである。。。。本児本児本児本児にとってのにとってのにとってのにとっての課題課題課題課題はははは、、、、集団場面集団場面集団場面集団場面でででで「「「「話話話話すすすす」」」」

ことができないことでありことができないことでありことができないことでありことができないことであり、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの状態状態状態状態をををを改善改善改善改善していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるとがあるとがあるとがあると考考考考えらえらえらえら

れるれるれるれる。。。。

個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画のののの作成作成作成作成にににに当当当当たってはたってはたってはたっては、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの支援者支援者支援者支援者のののの役割役割役割役割をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし、、、、共通理共通理共通理共通理

解解解解のもとでのもとでのもとでのもとで支援支援支援支援をををを行行行行えるようにしたえるようにしたえるようにしたえるようにした。。。。またまたまたまた、、、、保護者保護者保護者保護者をををを通通通通じてじてじてじて個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画をををを主治医主治医主治医主治医にににに

送付送付送付送付しししし、、、、本児本児本児本児へのへのへのへの支援支援支援支援にににに対対対対してしてしてしてアドバイスアドバイスアドバイスアドバイスをををを得得得得るようにしたるようにしたるようにしたるようにした。。。。

南相馬市立原町第一小学校南相馬市立原町第一小学校南相馬市立原町第一小学校南相馬市立原町第一小学校 個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画 （（（（作成日作成日作成日作成日：：：：平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年６６６６月月月月１０１０１０１０日日日日））））

氏名氏名氏名氏名 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 学年学年学年学年 ２２２２年 生年月日年 生年月日年 生年月日年 生年月日 Ｈ＊＊．＊＊．＊＊Ｈ＊＊．＊＊．＊＊Ｈ＊＊．＊＊．＊＊Ｈ＊＊．＊＊．＊＊ 作成者 午來 恵美子作成者 午來 恵美子作成者 午來 恵美子作成者 午來 恵美子

障障障障がいがいがいがい・・・・疾患名 診断名疾患名 診断名疾患名 診断名疾患名 診断名：ＡＤＨＤ：ＡＤＨＤ：ＡＤＨＤ：ＡＤＨＤ
（（（（身体身体身体身体のののの病気病気病気病気・・・・ 主治医主治医主治医主治医：＊＊＊＊＊＊Ｄｒ．：＊＊＊＊＊＊Ｄｒ．：＊＊＊＊＊＊Ｄｒ．：＊＊＊＊＊＊Ｄｒ．
健康等健康等健康等健康等のののの様子様子様子様子）））） 服薬等服薬等服薬等服薬等：：：：コンサータコンサータコンサータコンサータ

保護者保護者保護者保護者のののの願願願願いいいい ・・・・自分自分自分自分からからからから進進進進んでんでんでんで友友友友だちやだちやだちやだちや先生先生先生先生にににに話話話話せるようになってほしいせるようになってほしいせるようになってほしいせるようになってほしい。。。。
((((学校学校学校学校へのへのへのへの要望要望要望要望････将来将来将来将来のののの願願願願いいいい)))) ・・・・正正正正しいしいしいしい発音発音発音発音でででで話話話話せるようになってほしいせるようになってほしいせるようになってほしいせるようになってほしい。。。。

・・・・算数算数算数算数のののの個別指導個別指導個別指導個別指導をおをおをおをお願願願願いしたいいしたいいしたいいしたい。。。。

本人本人本人本人のよさのよさのよさのよさ ・・・・学校学校学校学校はははは好好好好きききき。。。。
((((興味関心興味関心興味関心興味関心････将来将来将来将来のののの夢夢夢夢)))) ・・・・みんなのみんなのみんなのみんなの前前前前でしゃべれるようになりたいでしゃべれるようになりたいでしゃべれるようになりたいでしゃべれるようになりたい。。。。

担任担任担任担任のののの考考考考ええええ ・・・・自己表現自己表現自己表現自己表現ができるようになってほしいができるようになってほしいができるようになってほしいができるようになってほしい。。。。
・・・・読解力読解力読解力読解力やややや応用力応用力応用力応用力をををを身身身身にににに付付付付けさせたいけさせたいけさせたいけさせたい。。。。

教育的教育的教育的教育的ニーズニーズニーズニーズ ・・・・相手相手相手相手にことばでにことばでにことばでにことばで自分自分自分自分のののの思思思思いをいをいをいを伝伝伝伝えることができるえることができるえることができるえることができる。。。。

支援支援支援支援のののの目標目標目標目標 ・・・・先生先生先生先生やややや友友友友だちにだちにだちにだちに自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを言言言言うことができるうことができるうことができるうことができる。。。。
（（（（長期目標長期目標長期目標長期目標）））） ・・・・正正正正しいしいしいしい発音発音発音発音でででで話話話話すことができるすことができるすことができるすことができる。。。。

関 係 機 関関 係 機 関関 係 機 関関 係 機 関 のののの 支 援支 援支 援支 援

支援機関 支 援 者 支 援 内 容支援機関 支 援 者 支 援 内 容支援機関 支 援 者 支 援 内 容支援機関 支 援 者 支 援 内 容 ・・・・ 方 法方 法方 法方 法

学級担任学級担任学級担任学級担任 ｏｏｏｏ話話話話すすすす場面場面場面場面をををを意図的意図的意図的意図的にににに設定設定設定設定するするするする等等等等、、、、学級学級学級学級のののの中中中中でででで指導支援指導支援指導支援指導支援するするするする。。。。
＊＊＊＊＊ ｏ＊＊＊＊＊ ｏ＊＊＊＊＊ ｏ＊＊＊＊＊ ｏ個別指導個別指導個別指導個別指導のののの時間時間時間時間をををを設設設設けるけるけるける。。。。

学 校 通級担当学 校 通級担当学 校 通級担当学 校 通級担当 ｏｏｏｏ個別個別個別個別のののの指導計画指導計画指導計画指導計画をををを作成作成作成作成しししし、、、、週週週週２２２２時間時間時間時間のののの通級指導通級指導通級指導通級指導をををを行行行行うううう。。。。
午來恵美子午來恵美子午來恵美子午來恵美子 ・・・・構音指導構音指導構音指導構音指導ををををコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション指導指導指導指導をををを中心中心中心中心にににに行行行行うううう。。。。

・・・・学習内容学習内容学習内容学習内容をををを精選精選精選精選してしてしてして、、、、補充指導補充指導補充指導補充指導をををを行行行行うううう。。。。
ｏｏｏｏ通級教室通級教室通級教室通級教室でのでのでのでの様子様子様子様子をををを伝伝伝伝えるえるえるえる等等等等、、、、担任担任担任担任やややや保護者保護者保護者保護者とのとのとのとの連絡連絡連絡連絡をををを密密密密にするにするにするにする。。。。

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター ｏｏｏｏ校内校内校内校内におけるにおけるにおけるにおける支援体制支援体制支援体制支援体制をををを整整整整えるえるえるえる。。。。

家 庭 母親家 庭 母親家 庭 母親家 庭 母親 ｏｏｏｏじっくりじっくりじっくりじっくり聞聞聞聞くくくく。。。。ほめてほめてほめてほめて励励励励ましましましまし、、、、自信自信自信自信をもてるようにするをもてるようにするをもてるようにするをもてるようにする。。。。
ｏｏｏｏ服薬服薬服薬服薬のののの状況状況状況状況をををを確認確認確認確認するするするする。。。。

医 療医 療医 療医 療 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊クリニッククリニッククリニッククリニック ｏｏｏｏ定期的定期的定期的定期的なななな診察診察診察診察
＊＊＊＊Ｄｒ．＊＊＊＊Ｄｒ．＊＊＊＊Ｄｒ．＊＊＊＊Ｄｒ． ・・・・学校学校学校学校のののの状況状況状況状況のののの確認確認確認確認 ・・・・服薬服薬服薬服薬のののの調整調整調整調整 ・・・・保護者保護者保護者保護者やややや学校学校学校学校へのへのへのへのアドバイスアドバイスアドバイスアドバイス

児 童児 童児 童児 童 のののの 様 子様 子様 子様 子

学習学習学習学習 ６６６６月月月月 ・・・・足足足足しししし算算算算のののの筆算筆算筆算筆算ができるようになりができるようになりができるようになりができるようになり、、、、引引引引きききき算算算算もやりもやりもやりもやり方方方方がががが分分分分かってかってかってかって自分自分自分自分でできるでできるでできるでできる。。。。
・・・・一斉指導一斉指導一斉指導一斉指導のののの場面場面場面場面ではではではでは、、、、先生先生先生先生のののの指示指示指示指示がががが分分分分からずからずからずからず、、、、動動動動けないでいることがけないでいることがけないでいることがけないでいることが多多多多いいいい。。。。
・・・・順番順番順番順番にににに指名指名指名指名すればすればすればすれば、、、、発表発表発表発表したりしたりしたりしたり音読音読音読音読したりすることができるしたりすることができるしたりすることができるしたりすることができる。。。。

２２２２月月月月

生活生活生活生活 ６６６６月月月月 ・・・・練習練習練習練習しししし、、、、きちんときちんときちんときちんと言言言言うようにうようにうようにうように約束約束約束約束したのでしたのでしたのでしたので、、、、「「「「おはようございますおはようございますおはようございますおはようございます」」」」「「「「ことばにことばにことばにことばに行行行行ってきますってきますってきますってきます」」」」等等等等のののの
あいさつがあいさつがあいさつがあいさつが先生先生先生先生にににに言言言言えるようになったえるようになったえるようになったえるようになった。。。。

２２２２月月月月

社会性社会性社会性社会性 ６６６６月月月月 ・・・・学級学級学級学級ではほとんどではほとんどではほとんどではほとんど話話話話をしないをしないをしないをしない。。。。友友友友だちにだちにだちにだちに対対対対してしてしてして自分自分自分自分からからからから働働働働きかけようとはしないきかけようとはしないきかけようとはしないきかけようとはしない。。。。
・・・・先生先生先生先生のののの質問質問質問質問にににに対対対対してもしてもしてもしても答答答答えられないことがえられないことがえられないことがえられないことが多多多多いいいい。。。。
・・・・自分自分自分自分からからからから誘誘誘誘うことはないがうことはないがうことはないがうことはないが、、、、声声声声をかけられてをかけられてをかけられてをかけられて友友友友だちとだちとだちとだちと一緒一緒一緒一緒にににに遊遊遊遊ぶことができるぶことができるぶことができるぶことができる。。。。

２２２２月月月月
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（（（（２２２２））））個別個別個別個別のののの指導計画指導計画指導計画指導計画

個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画をををを受受受受けけけけ、、、、本教室本教室本教室本教室でででで言語指導言語指導言語指導言語指導をををを行行行行うためにうためにうためにうために個別個別個別個別のののの指導計画指導計画指導計画指導計画をををを作成作成作成作成したしたしたした。。。。

本児本児本児本児のののの指導指導指導指導にににに当当当当たってはたってはたってはたっては、、、、まずまずまずまず、、、、かんかんかんかん黙黙黙黙のののの原因原因原因原因になっているになっているになっているになっている可能性可能性可能性可能性があるがあるがあるがある構音障構音障構音障構音障がいのがいのがいのがいの改善改善改善改善をををを

図図図図ることをることをることをることを第一第一第一第一のののの目標目標目標目標としたとしたとしたとした。。。。次次次次にににに、、、、本児本児本児本児のののの不安不安不安不安やややや緊張緊張緊張緊張をををを軽減軽減軽減軽減するためにするためにするためにするために心理的心理的心理的心理的ななななフォローフォローフォローフォローをををを

行行行行いながらいながらいながらいながら、、、、よりよりよりよりスムーズスムーズスムーズスムーズなななな発語発語発語発語をめざしてをめざしてをめざしてをめざしてコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション指導指導指導指導をををを行行行行うこととしたうこととしたうこととしたうこととした。。。。

①①①① 構音指導構音指導構音指導構音指導

【【【【長期目標長期目標長期目標長期目標】】】】正正正正しいしいしいしい発音発音発音発音でででで話話話話すことができるすことができるすことができるすことができる。。。。

【【【【短期目標短期目標短期目標短期目標】】】】第第第第１１１１学期学期学期学期：：：：ササササ行音行音行音行音をををを単語単語単語単語レベルレベルレベルレベルでででで正正正正しくしくしくしく構音構音構音構音することができるすることができるすることができるすることができる。。。。

第第第第２２２２学期学期学期学期：：：：カカカカ行音行音行音行音・・・・ササササ行音行音行音行音をををを短文短文短文短文レベルレベルレベルレベルでででで正正正正しくしくしくしく構音構音構音構音することができるすることができるすることができるすることができる。。。。

第第第第３３３３学期学期学期学期：：：：カカカカ行音行音行音行音・・・・ササササ行音行音行音行音をををを会話会話会話会話レベルレベルレベルレベルでででで正正正正しくしくしくしく構音構音構音構音することができるすることができるすることができるすることができる。。。。

【【【【手立手立手立手立てててて】ｏ】ｏ】ｏ】ｏ練習練習練習練習プリントプリントプリントプリントやややや絵絵絵絵カードカードカードカード等等等等をををを活用活用活用活用することによりすることによりすることによりすることにより、、、、飽飽飽飽きずにきずにきずにきずに反復練習反復練習反復練習反復練習にににに取取取取りりりり組組組組

むことができるようにするむことができるようにするむことができるようにするむことができるようにする。。。。

本児本児本児本児のののの誤誤誤誤りりりり音音音音についてはについてはについてはについては、、、、単音単音単音単音レベルレベルレベルレベルではではではでは正正正正しくしくしくしく構音構音構音構音できるのでできるのでできるのでできるので、、、、単語単語単語単語やややや短文短文短文短文、、、、音読音読音読音読レベレベレベレベ

ルルルルでのでのでのでの構音練習構音練習構音練習構音練習をををを継続継続継続継続していくのがよいとしていくのがよいとしていくのがよいとしていくのがよいと思思思思われたわれたわれたわれた。。。。そこでそこでそこでそこで、、、、第第第第１１１１学期学期学期学期ははははササササ行音行音行音行音をををを指導対象指導対象指導対象指導対象

音音音音としてとしてとしてとして単語単語単語単語レベルレベルレベルレベルでのでのでのでの練習練習練習練習をををを行行行行いいいい、、、、第第第第２２２２学期以降学期以降学期以降学期以降ににににカカカカ行音行音行音行音・・・・ササササ行音行音行音行音をををを短文短文短文短文レベルレベルレベルレベルでででで練習練習練習練習すすすす

ることとしたることとしたることとしたることとした。。。。指導指導指導指導にににに当当当当たってはたってはたってはたっては、、、、１１１１時間時間時間時間のののの中中中中にににに構音練習構音練習構音練習構音練習とととと聞聞聞聞きききき分分分分けのけのけのけの訓練訓練訓練訓練をををを組組組組みみみみ込込込込みみみみ、、、、構構構構

音音音音のののの到達度到達度到達度到達度をををを確認確認確認確認しながらしながらしながらしながら着実着実着実着実ににににステップステップステップステップをををを進進進進めるようにめるようにめるようにめるように配慮配慮配慮配慮したしたしたした。。。。

またまたまたまた、、、、本児本児本児本児はははは飽飽飽飽きやすくきやすくきやすくきやすく、、、、長時間集中長時間集中長時間集中長時間集中してしてしてして練習練習練習練習にににに取取取取りりりり組組組組むことがむことがむことがむことが難難難難しいとしいとしいとしいと予想予想予想予想されるためされるためされるためされるため、、、、

練習練習練習練習のののの時間配分時間配分時間配分時間配分をををを工夫工夫工夫工夫するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、自作自作自作自作のののの練習練習練習練習プリントプリントプリントプリントやややや絵絵絵絵カードカードカードカード等等等等のののの視覚教材視覚教材視覚教材視覚教材をををを活用活用活用活用しししし、、、、

本児本児本児本児がががが飽飽飽飽きないできないできないできないで反復練習反復練習反復練習反復練習できるようにできるようにできるようにできるように工夫工夫工夫工夫したしたしたした。。。。またまたまたまた、、、、絵絵絵絵やややや写真等写真等写真等写真等のののの視覚的情報視覚的情報視覚的情報視覚的情報をををを手手手手がかがかがかがか

りにすることによってりにすることによってりにすることによってりにすることによって、、、、機械的機械的機械的機械的にににに構音練習構音練習構音練習構音練習するのではなくするのではなくするのではなくするのではなく、、、、ことばにことばにことばにことばに対対対対するするするするイメージイメージイメージイメージをををを持持持持たたたた

せたいとせたいとせたいとせたいと考考考考えたえたえたえた。。。。

絵絵絵絵カードカードカードカード

単語練習単語練習単語練習単語練習プリントプリントプリントプリント

短文練習短文練習短文練習短文練習プリントプリントプリントプリント 短文練習短文練習短文練習短文練習カードカードカードカード なぞなぞなぞなぞなぞなぞなぞなぞプリントプリントプリントプリント
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【【【【評 価評 価評 価評 価】】】】

構音練習構音練習構音練習構音練習にににに意欲的意欲的意欲的意欲的にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ姿姿姿姿がががが見見見見られられられられ カカカカ行音行音行音行音・・・・ササササ行音行音行音行音をををを短文短文短文短文レベルレベルレベルレベルでででで正正正正しくしくしくしく構音構音構音構音できるよできるよできるよできるよ

うになったうになったうになったうになった。。。。練習時練習時練習時練習時にはにはにはには自作自作自作自作プリントプリントプリントプリント等等等等をををを活用活用活用活用したがしたがしたがしたが、、、、正正正正しくしくしくしく構音構音構音構音できたできたできたできた時時時時ににににプリントプリントプリントプリントににににシールシールシールシール

をはったりをはったりをはったりをはったり○○○○をつけたりするのがうれしかったようであるをつけたりするのがうれしかったようであるをつけたりするのがうれしかったようであるをつけたりするのがうれしかったようである。。。。またまたまたまた、、、、自分自分自分自分ででででカードカードカードカードをめくりながらをめくりながらをめくりながらをめくりながら

練習練習練習練習するするするする、、、、発音発音発音発音しにくいしにくいしにくいしにくい部分部分部分部分にににに赤線赤線赤線赤線をををを引引引引きながらきながらきながらきながら練習練習練習練習するするするする等等等等、、、、自分自分自分自分なりになりになりになりに工夫工夫工夫工夫しながらしながらしながらしながら練習練習練習練習するするするする

姿姿姿姿もももも見見見見られたられたられたられた。。。。自由会話自由会話自由会話自由会話のののの中中中中ではまだではまだではまだではまだ誤誤誤誤りりりり音音音音がががが見見見見られるがられるがられるがられるが、、、、教材文教材文教材文教材文をををを音読音読音読音読するするするする時時時時にはにはにはには、、、、自分自分自分自分のののの発発発発

音音音音をををを意識意識意識意識しながらしながらしながらしながら正正正正しくしくしくしく構音構音構音構音することができるようになってきたすることができるようになってきたすることができるようになってきたすることができるようになってきた。。。。

またまたまたまた、、、、担任担任担任担任のののの話話話話によるとによるとによるとによると、、、、音読音読音読音読のののの発表発表発表発表やややや日直日直日直日直のののの司会司会司会司会のののの時時時時にににに発音発音発音発音のののの誤誤誤誤りがりがりがりが気気気気にならなくなったとにならなくなったとにならなくなったとにならなくなったと

いうことであるいうことであるいうことであるいうことである。。。。さらにはさらにはさらにはさらには、、、、友友友友だちからだちからだちからだちから発音発音発音発音のののの誤誤誤誤りをりをりをりを指摘指摘指摘指摘されることもなくなりされることもなくなりされることもなくなりされることもなくなり、、、、以前以前以前以前よりよりよりより大大大大きききき

なななな声声声声でででで発表発表発表発表したりしたりしたりしたり話話話話したりすることができるようになってきたというしたりすることができるようになってきたというしたりすることができるようになってきたというしたりすることができるようになってきたという報告報告報告報告をををを受受受受けたけたけたけた。。。。

②②②② コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション指導指導指導指導

【【【【長期目標長期目標長期目標長期目標】】】】先生先生先生先生やややや友友友友だちにだちにだちにだちに自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを言言言言うことができるうことができるうことができるうことができる。。。。

【【【【短期目標短期目標短期目標短期目標】】】】１１１１学期学期学期学期：：：：担当者担当者担当者担当者にににに自分自分自分自分からからからから話話話話しかけることができるしかけることができるしかけることができるしかけることができる。。。。

２２２２学期学期学期学期：：：：担当者以外担当者以外担当者以外担当者以外のののの先生先生先生先生やややや友友友友だちとだちとだちとだちと一緒一緒一緒一緒にににに遊遊遊遊ぶことができるぶことができるぶことができるぶことができる。。。。

３３３３学期学期学期学期：：：：担当者以外担当者以外担当者以外担当者以外のののの先生先生先生先生やややや友友友友だちにだちにだちにだちに話話話話しかけることができるしかけることができるしかけることができるしかけることができる。。。。

【【【【手立手立手立手立てててて】ｏ】ｏ】ｏ】ｏ明明明明るいるいるいるい雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気のののの中中中中でででで本児本児本児本児とのとのとのとの自由会話自由会話自由会話自由会話をををを十分十分十分十分にににに行行行行いいいい、、、、ことばをやりとりすることばをやりとりすることばをやりとりすることばをやりとりする楽楽楽楽

しさをしさをしさをしさを味味味味わわせるわわせるわわせるわわせる。。。。

ｏｏｏｏ隣室隣室隣室隣室のののの児童児童児童児童とととと一緒一緒一緒一緒にににに遊遊遊遊ぶぶぶぶ時間時間時間時間をををを設定設定設定設定しししし、、、、一緒一緒一緒一緒にににに遊遊遊遊びながらびながらびながらびながら会話会話会話会話をををを引引引引きききき出出出出すすすす。。。。

ｏｏｏｏことばのことばのことばのことばの教室教室教室教室でのでのでのでの出来事出来事出来事出来事をををを作文作文作文作文にににに書書書書きききき、、、、学級学級学級学級でででで発表発表発表発表するするするする機会機会機会機会をををを設設設設けるけるけるける。。。。

本児本児本児本児はははは本来本来本来本来、、、、負負負負けずけずけずけず嫌嫌嫌嫌いないないないな性格性格性格性格でででで元気元気元気元気がよいがよいがよいがよい。ＡＤＨＤ。ＡＤＨＤ。ＡＤＨＤ。ＡＤＨＤのののの診診診診

断名断名断名断名がついているがついているがついているがついている通通通通りりりり、、、、課題課題課題課題にににに向向向向かっているとかっているとかっているとかっていると姿勢姿勢姿勢姿勢がががが崩崩崩崩れたりれたりれたりれたり、、、、

いすのいすのいすのいすの上上上上にににに立立立立ちちちち上上上上がったりすることもがったりすることもがったりすることもがったりすることも多多多多いいいい。。。。担当者担当者担当者担当者とのとのとのとの学習学習学習学習にににに

慣慣慣慣れるにれるにれるにれるに従従従従いいいい、、、、表情表情表情表情がががが明明明明るくなりるくなりるくなりるくなり活発活発活発活発にににに行動行動行動行動するようになってするようになってするようになってするようになって

きたのできたのできたのできたので、、、、本児本児本児本児のののの多動多動多動多動についてについてについてについて過度過度過度過度にににに注意注意注意注意することはせずすることはせずすることはせずすることはせず、、、、たたたた

くさんくさんくさんくさん話話話話しかけたりほめたりしながらしかけたりほめたりしながらしかけたりほめたりしながらしかけたりほめたりしながら、、、、明明明明るいるいるいるい雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気のののの中中中中でこでこでこでこ

とばのやりとりができるようにとばのやりとりができるようにとばのやりとりができるようにとばのやりとりができるように配慮配慮配慮配慮してきたしてきたしてきたしてきた。。。。

本児本児本児本児へのへのへのへの働働働働きかけやきかけやきかけやきかけや指示指示指示指示はははは具体的具体的具体的具体的でででで分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすい言言言言いいいい方方方方にするとともににするとともににするとともににするとともに、、、、写真写真写真写真やややや具体物等具体物等具体物等具体物等

のののの視覚的視覚的視覚的視覚的なななな手手手手がかりをがかりをがかりをがかりを示示示示しながらしながらしながらしながら話話話話すようにしてきたすようにしてきたすようにしてきたすようにしてきた。。。。発話発話発話発話をををを促促促促すためにすためにすためにすために質問質問質問質問するのではなするのではなするのではなするのではな

くくくく、、、、そのそのそのその時時時時にににに起起起起こっていることをこっていることをこっていることをこっていることを説明説明説明説明したりしたりしたりしたり、、、、担当者担当者担当者担当者のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを説明説明説明説明したりすることにしたりすることにしたりすることにしたりすることに重点重点重点重点

をををを置置置置きながらきながらきながらきながら、、、、本児本児本児本児へのことばかけをへのことばかけをへのことばかけをへのことばかけを十分十分十分十分にににに行行行行ってきたってきたってきたってきた。。。。会話会話会話会話にににに際際際際してはしてはしてはしては、、、、「～「～「～「～なんじゃななんじゃななんじゃななんじゃな

いかないかないかないかな。」。」。」。」「～「～「～「～だとだとだとだと思思思思うけどうけどうけどうけど。。。。」」」」とととと本児本児本児本児のののの返答返答返答返答をををを促促促促しながらもしながらもしながらもしながらも、、、、必必必必ずしもずしもずしもずしも返事返事返事返事をしなくてもよをしなくてもよをしなくてもよをしなくてもよ

いいいい表現表現表現表現をををを使使使使うようにうようにうようにうように心心心心がけてきたがけてきたがけてきたがけてきた。。。。そしてそしてそしてそして、、、、本児本児本児本児からからからから表情表情表情表情やややや身振身振身振身振りでのりでのりでのりでの働働働働きかけがあったりきかけがあったりきかけがあったりきかけがあったり、、、、

話話話話しかけられたりしたときにはしかけられたりしたときにはしかけられたりしたときにはしかけられたりしたときには、、、、発話発話発話発話をををを強要強要強要強要することがないようすることがないようすることがないようすることがないよう十分注意十分注意十分注意十分注意したしたしたした上上上上でででで、、、、「「「「教教教教ええええ

てちょうだいてちょうだいてちょうだいてちょうだい。」。」。」。」「「「「おおおお話話話話してごらんしてごらんしてごらんしてごらん。。。。」」」」とととと声声声声をかけるようにしてきたをかけるようにしてきたをかけるようにしてきたをかけるようにしてきた。。。。

年度初年度初年度初年度初めにめにめにめに隣室隣室隣室隣室のののの担当者担当者担当者担当者とととと相談相談相談相談しししし、、、、同同同同じじじじ時間帯時間帯時間帯時間帯にににに同同同同じじじじ

学級学級学級学級からのからのからのからの児童児童児童児童がががが通級通級通級通級できるようにできるようにできるようにできるように時間割時間割時間割時間割をををを工夫工夫工夫工夫したしたしたした。。。。隣隣隣隣

室室室室にににに出出出出かけかけかけかけ、、、、「「「「後後後後でででで一緒一緒一緒一緒にににに遊遊遊遊ぼうぼうぼうぼう。。。。」」」」等等等等、、、、友友友友だちにだちにだちにだちに対対対対するするするする

ことばかけのしかたをことばかけのしかたをことばかけのしかたをことばかけのしかたを練習練習練習練習したしたしたした。。。。トランプトランプトランプトランプややややカードカードカードカード等等等等ののののゲゲゲゲ

ームームームームをしながらをしながらをしながらをしながら、、、、「～「～「～「～君君君君にににに～～～～ってってってって言言言言ってごらんってごらんってごらんってごらん。」。」。」。」「～「～「～「～ちゃちゃちゃちゃ

んにんにんにんに～～～～ってってってって聞聞聞聞いてみていてみていてみていてみて。。。。」」」」のようにのようにのようにのように子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち同士同士同士同士でででで話話話話がががが

できるようなできるようなできるようなできるような働働働働きかけをきかけをきかけをきかけを行行行行ったったったった。。。。本児本児本児本児がががが受受受受けけけけ答答答答えができなえができなえができなえができな

いでいるときにはいでいるときにはいでいるときにはいでいるときには、、、、「～「～「～「～ってってってって言言言言いたいのかないたいのかないたいのかないたいのかな。。。。」」」」のようにのようにのようにのように

本児本児本児本児のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを代弁代弁代弁代弁することばかけをすることばかけをすることばかけをすることばかけを行行行行いいいい、、、、表現表現表現表現のののの仕方仕方仕方仕方ののののモデルモデルモデルモデルをををを示示示示すようにしたすようにしたすようにしたすようにした。。。。
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本児本児本児本児はははは、、、、学級学級学級学級ではではではでは自発的自発的自発的自発的にににに話話話話したりしたりしたりしたり、、、、質問質問質問質問にににに答答答答えたりすることはえたりすることはえたりすることはえたりすることは

できないができないができないができないが、、、、音読音読音読音読やややや原稿原稿原稿原稿にににに書書書書いてあるいてあるいてあるいてある文章文章文章文章をををを発表発表発表発表することができるすることができるすることができるすることができる。。。。

そこでそこでそこでそこで、、、、学級学級学級学級のののの友友友友だちのだちのだちのだちの前前前前でででで声声声声をををを出出出出すことにすことにすことにすことに慣慣慣慣れさせれさせれさせれさせ、、、、自分自分自分自分のおしのおしのおしのおし

ゃべりにゃべりにゃべりにゃべりに自信自信自信自信をををを持持持持たせたいというたせたいというたせたいというたせたいという願願願願いをいをいをいを込込込込めめめめ、、、、担任担任担任担任とととと相談相談相談相談しししし、、、、ことことことこと

ばのばのばのばの教室教室教室教室でででで学習学習学習学習したりしたりしたりしたり遊遊遊遊んだりしたことについてんだりしたことについてんだりしたことについてんだりしたことについて短作文短作文短作文短作文をををを書書書書いていていていて学学学学

級級級級にににに持持持持ちちちち帰帰帰帰らせらせらせらせ、、、、帰帰帰帰りのりのりのりの相談会等相談会等相談会等相談会等でででで発表発表発表発表するするするする機会機会機会機会をををを設設設設けることにしけることにしけることにしけることにし

たたたた。。。。

【【【【評 価評 価評 価評 価】】】】

個別指導場面個別指導場面個別指導場面個別指導場面ではではではでは、、、、けがをしたところをけがをしたところをけがをしたところをけがをしたところを指差指差指差指差してしてしてして教教教教えてくれるえてくれるえてくれるえてくれる等等等等、、、、自分自分自分自分からからからから担当者担当者担当者担当者にににに働働働働きかけきかけきかけきかけ

ようとするようとするようとするようとする姿姿姿姿がががが多多多多くくくく見見見見られるようになったられるようになったられるようになったられるようになった。。。。「「「「どうしたのどうしたのどうしたのどうしたの。。。。」」」」とととと尋尋尋尋ねるとねるとねるとねると「「「「けがしたのけがしたのけがしたのけがしたの。。。。」」」」というというというという

ようにようにようにように、、、、ことばのやりとりはことばのやりとりはことばのやりとりはことばのやりとりは単調単調単調単調であるがであるがであるがであるが、、、、自然自然自然自然にににに会話会話会話会話ができるようになってきたができるようになってきたができるようになってきたができるようになってきた。。。。またまたまたまた、、、、ゲーゲーゲーゲー

ムムムムにににに勝勝勝勝ったったったった時時時時はははは飛飛飛飛びびびび上上上上がってがってがってがってガッツポーズガッツポーズガッツポーズガッツポーズをするをするをするをする、、、、負負負負けたけたけたけた時時時時はははは口口口口をををを尖尖尖尖らせてらせてらせてらせて不機嫌不機嫌不機嫌不機嫌なななな表情表情表情表情をするをするをするをする

等等等等、、、、自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを表情豊表情豊表情豊表情豊かにかにかにかに表現表現表現表現することができるようになってきたすることができるようになってきたすることができるようになってきたすることができるようになってきた。。。。

ペアペアペアペア学習場面学習場面学習場面学習場面ではではではでは、、、、表情表情表情表情はまだはまだはまだはまだ固固固固くくくく、、、、自分自分自分自分からからからから友友友友だちにだちにだちにだちに話話話話しかけることはできないがしかけることはできないがしかけることはできないがしかけることはできないが、、、、せりふせりふせりふせりふ

をををを練習練習練習練習したりしたりしたりしたり、、、、担当者担当者担当者担当者がががが会話会話会話会話ををををリードリードリードリードしたりすることによってしたりすることによってしたりすることによってしたりすることによって、、、、友友友友だちとだちとだちとだちと一緒一緒一緒一緒にことばをやりとにことばをやりとにことばをやりとにことばをやりと

りしながらりしながらりしながらりしながら遊遊遊遊ぶことができるようになってきたぶことができるようになってきたぶことができるようになってきたぶことができるようになってきた。。。。またまたまたまた、、、、担当者担当者担当者担当者にににに促促促促されされされされ、、、、友友友友だちのだちのだちのだちの前前前前でででで「「「「とてもとてもとてもとても

楽楽楽楽しかったですしかったですしかったですしかったです。」。」。」。」「「「「負負負負けてくやしいですけてくやしいですけてくやしいですけてくやしいです。。。。」」」」等等等等のののの感想感想感想感想をををを自分自分自分自分でででで考考考考えてえてえてえて言言言言うことができるようになうことができるようになうことができるようになうことができるようにな

ってきたってきたってきたってきた。。。。

学級学級学級学級ではではではでは、、、、やはりやはりやはりやはり表情表情表情表情はははは固固固固くくくく、、、、自分自分自分自分からことばをからことばをからことばをからことばを発発発発しようとしないがしようとしないがしようとしないがしようとしないが、「、「、「、「プリントプリントプリントプリントをくださいをくださいをくださいをください。」。」。」。」

「「「「ことばのことばのことばのことばの教室教室教室教室にににに行行行行ってきますってきますってきますってきます。。。。」」」」等等等等、、、、練習練習練習練習してしてしてして慣慣慣慣れているせりふをれているせりふをれているせりふをれているせりふを担任担任担任担任にににに自分自分自分自分からからからから言言言言えるようえるようえるようえるよう

になってきたということであるになってきたということであるになってきたということであるになってきたということである。。。。またまたまたまた、、、、早早早早くくくくテストテストテストテストのののの採点採点採点採点をををを担任担任担任担任にしてほしいというにしてほしいというにしてほしいというにしてほしいという願願願願いからいからいからいから、、、、

列列列列のののの先頭先頭先頭先頭にににに走走走走ってってってって並並並並ぶというぶというぶというぶという積極的積極的積極的積極的なななな行動行動行動行動がががが見見見見られたというられたというられたというられたという報告報告報告報告をををを受受受受けたけたけたけた。。。。

（（（（３３３３））））担任担任担任担任やややや保護者等保護者等保護者等保護者等とのとのとのとの連携連携連携連携

担任担任担任担任とはとはとはとは休休休休みみみみ時間時間時間時間やややや放課後放課後放課後放課後にににに本児本児本児本児のののの様子様子様子様子についてについてについてについて情報交換情報交換情報交換情報交換をしてきたをしてきたをしてきたをしてきた。。。。そのそのそのその際際際際にににに、、、、本児本児本児本児がががが決決決決

してしてしてして自分自分自分自分のののの意志意志意志意志でででで「「「「話話話話さないさないさないさない」」」」のではなくのではなくのではなくのではなく、、、、自分自分自分自分のののの意志意志意志意志とはとはとはとは関係関係関係関係なくなくなくなく「「「「話話話話さないさないさないさない」」」」のだというのだというのだというのだという

ことをことをことをことを理解理解理解理解してもらえるようにしてもらえるようにしてもらえるようにしてもらえるように留意留意留意留意してきたしてきたしてきたしてきた。。。。学級学級学級学級でででで全全全全くくくく声声声声をををを出出出出さないわけではないのでさないわけではないのでさないわけではないのでさないわけではないので、、、、本本本本

児児児児にとってにとってにとってにとって心理的心理的心理的心理的なななな負担負担負担負担にならないようににならないようににならないようににならないように配慮配慮配慮配慮しながらしながらしながらしながら、、、、友友友友だちのだちのだちのだちの前前前前でででで発表発表発表発表したりしたりしたりしたり友友友友だちとだちとだちとだちと会会会会

話話話話したりするしたりするしたりするしたりする機会機会機会機会をどうをどうをどうをどう設定設定設定設定したらよいかということについてしたらよいかということについてしたらよいかということについてしたらよいかということについて話話話話しししし合合合合ってきたってきたってきたってきた。。。。

またまたまたまた、、、、保護者保護者保護者保護者・・・・担任担任担任担任・・・・担当者担当者担当者担当者のののの間間間間でででで連絡帳連絡帳連絡帳連絡帳にににに記入記入記入記入しししし、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの場面場面場面場面でのでのでのでの本児本児本児本児のののの様子様子様子様子をををを知知知知らららら

せせせせ合合合合ってきたってきたってきたってきた。。。。保護者保護者保護者保護者はははは、、、、本児本児本児本児がみんなのがみんなのがみんなのがみんなの前前前前ではではではでは話話話話せないということをせないということをせないということをせないということを特特特特にににに心配心配心配心配しししし、、、、将来将来将来将来につにつにつにつ

いていていていて不安不安不安不安をををを抱抱抱抱いているためいているためいているためいているため、、、、保護者保護者保護者保護者のののの気持気持気持気持

ちにちにちにちに寄寄寄寄りりりり添添添添いながらもいながらもいながらもいながらも、、、、発話発話発話発話にににに対対対対するするするする過度過度過度過度

のののの期待期待期待期待がががが本児本児本児本児にとってはにとってはにとってはにとってはプレッシャープレッシャープレッシャープレッシャーやややや不不不不

安安安安のののの原因原因原因原因になってしまうとになってしまうとになってしまうとになってしまうと考考考考えられるとえられるとえられるとえられると伝伝伝伝

えてきたえてきたえてきたえてきた。。。。

さらにさらにさらにさらに、、、、機会機会機会機会をををを見見見見つけてつけてつけてつけて主治医主治医主治医主治医とととと情報交情報交情報交情報交

換換換換をををを行行行行いいいい、、、、アドバイスアドバイスアドバイスアドバイスをををを受受受受けるようにしてけるようにしてけるようにしてけるようにして

きたきたきたきた。。。。本児本児本児本児ははははＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤのののの治療治療治療治療のためにのためにのためにのために通院通院通院通院

していたがしていたがしていたがしていたが、、、、学級学級学級学級ではおとなしくではおとなしくではおとなしくではおとなしく、、、、多動多動多動多動・・・・

衝動的衝動的衝動的衝動的なななな行動行動行動行動はははは見見見見られないためられないためられないためられないため、、、、現在現在現在現在はははは服服服服

薬薬薬薬をををを中止中止中止中止してしてしてして様子様子様子様子をををを見守見守見守見守っているっているっているっている。。。。主治医主治医主治医主治医

からはからはからはからは本児本児本児本児のかんのかんのかんのかん黙黙黙黙のののの状態状態状態状態がががが悪化悪化悪化悪化しししし必要必要必要必要がががが

生生生生じたときにはじたときにはじたときにはじたときには専門専門専門専門のののの臨床心理士臨床心理士臨床心理士臨床心理士をををを紹介紹介紹介紹介しししし

てもらえることになっているてもらえることになっているてもらえることになっているてもらえることになっている。。。。
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８８８８ 考 察考 察考 察考 察

本実践本実践本実践本実践はははは、、、、かんかんかんかん黙傾向黙傾向黙傾向黙傾向のあるのあるのあるのあるＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤＡＤＨＤ児児児児のののの対対対対してしてしてして、、、、多角的多角的多角的多角的なななな視点視点視点視点からからからからアセスメントアセスメントアセスメントアセスメントをををを実施実施実施実施しししし、、、、

そのそのそのその結果結果結果結果をををを分析分析分析分析してしてしてして個別個別個別個別のののの指導計画指導計画指導計画指導計画をををを作成作成作成作成しししし、、、、言語指導言語指導言語指導言語指導をををを行行行行ってきたものであるってきたものであるってきたものであるってきたものである。。。。１１１１年間年間年間年間のののの構構構構

音指導音指導音指導音指導のののの結果結果結果結果、、、、構音障構音障構音障構音障がいについてはがいについてはがいについてはがいについては改善改善改善改善がががが進進進進みみみみ、、、、正正正正しいしいしいしい発音発音発音発音でででで話話話話すことができるようになっすことができるようになっすことができるようになっすことができるようになっ

てきたてきたてきたてきた。。。。

またまたまたまた、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションについてはについてはについてはについては、、、、個別指導場面個別指導場面個別指導場面個別指導場面ではではではでは生生生生きききき生生生生きとしたきとしたきとしたきとした感情表現感情表現感情表現感情表現ができるができるができるができる

ようになりようになりようになりようになり、、、、自発的自発的自発的自発的なななな発語発語発語発語もももも見見見見られるようになってきたられるようになってきたられるようになってきたられるようになってきた。。。。一方一方一方一方でででで、、、、学級学級学級学級でのかんでのかんでのかんでのかん黙黙黙黙のののの状態状態状態状態はははは、、、、

なかなかなかなかなかなかなかなか変化変化変化変化がががが見見見見られないられないられないられない。。。。

本児本児本児本児はははは、、、、自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを「「「「ことばことばことばことば」」」」でででで表現表現表現表現することがすることがすることがすることが苦手苦手苦手苦手であるであるであるである。。。。話話話話したいとしたいとしたいとしたいと思思思思っていてもっていてもっていてもっていても、、、、

「「「「話話話話してごらんしてごらんしてごらんしてごらん」」」」とととと言言言言われてもわれてもわれてもわれても、、、、「「「「どうしたらいいかどうしたらいいかどうしたらいいかどうしたらいいか分分分分からないからないからないからない」」」」状態状態状態状態がががが継続継続継続継続しているしているしているしている。。。。

かんかんかんかん黙児黙児黙児黙児のののの社会適応社会適応社会適応社会適応をををを進進進進めるためにはめるためにはめるためにはめるためには、、、、まずまずまずまず子子子子どものどものどものどもの不安不安不安不安をををを軽減軽減軽減軽減しししし、、、、自己評価自己評価自己評価自己評価がががが高高高高まるようまるようまるようまるよう

にににに働働働働きかけてきかけてきかけてきかけて、、、、情緒情緒情緒情緒のののの安定安定安定安定をををを図図図図ることがることがることがることが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。そのそのそのその上上上上でででで、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション体験体験体験体験をををを増増増増

やしやしやしやし、、、、社会的場面社会的場面社会的場面社会的場面でのでのでのでの自信自信自信自信をををを持持持持たせることによりたせることによりたせることによりたせることにより、、、、行動行動行動行動のののの変化変化変化変化をををを促促促促すことがすことがすことがすことが必要必要必要必要になってくるになってくるになってくるになってくる。。。。

本児本児本児本児のかんのかんのかんのかん黙黙黙黙のののの状態状態状態状態をををを改善改善改善改善するためにはするためにはするためにはするためには、、、、まずまずまずまず、、、、本児本児本児本児のつまずきののつまずきののつまずきののつまずきの原因原因原因原因になっているになっているになっているになっている不安不安不安不安やややや

緊張緊張緊張緊張をををを軽減軽減軽減軽減することをすることをすることをすることを目標目標目標目標にににに、、、、保護者保護者保護者保護者やややや担任医療機関担任医療機関担任医療機関担任医療機関がががが連携連携連携連携しながらしながらしながらしながら、、、、長期的長期的長期的長期的なななな展望展望展望展望にににに立立立立ってってってって

支援支援支援支援をををを進進進進めるめるめるめる必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。またまたまたまた、、、、本児本児本児本児ののののコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力をををを育育育育てるためにてるためにてるためにてるために、、、、個別指導場面個別指導場面個別指導場面個別指導場面

においてにおいてにおいてにおいて、、、、さらにさらにさらにさらにスモールステップスモールステップスモールステップスモールステップでででで指導指導指導指導をををを進進進進めていくめていくめていくめていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。本教室本教室本教室本教室ではではではでは、、、、以下以下以下以下のののの点点点点をををを

今後今後今後今後のののの支援方針支援方針支援方針支援方針としとしとしとし、、、、本児本児本児本児のののの指導指導指導指導やややや支援支援支援支援にににに当当当当たりたいとたりたいとたりたいとたりたいと考考考考えるえるえるえる。。。。

○○○○ 本児本児本児本児のののの認知特性認知特性認知特性認知特性やややや言語能力言語能力言語能力言語能力をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた指導指導指導指導をををを行行行行うことによりうことによりうことによりうことにより、、、、本児本児本児本児のののの学力面学力面学力面学力面のもてるのもてるのもてるのもてる

力力力力をををを伸伸伸伸ばしばしばしばし、、、、「～「～「～「～ができたができたができたができた」」」」というというというという達成感達成感達成感達成感をををを十分十分十分十分にににに味味味味わわせるわわせるわわせるわわせる。。。。

○○○○ クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルやなぞなぞやなぞなぞやなぞなぞやなぞなぞ等等等等のことばののことばののことばののことばの学習学習学習学習をををを通通通通してしてしてして言語能力言語能力言語能力言語能力をををを高高高高めるめるめるめる。。。。またまたまたまた、、、、

絵絵絵絵カードカードカードカードをををを活用活用活用活用してしてしてして登場人物登場人物登場人物登場人物のののの台詞台詞台詞台詞をををを考考考考えさせるえさせるえさせるえさせる等等等等ののののソーシャルスキルトレーニングソーシャルスキルトレーニングソーシャルスキルトレーニングソーシャルスキルトレーニングをををを

通通通通してしてしてして自己表現力自己表現力自己表現力自己表現力をををを高高高高めるめるめるめる。。。。

○○○○ 小小小小グループグループグループグループ活動活動活動活動のののの中中中中でででで、、、、ゲームゲームゲームゲームやややや調理調理調理調理、、、、スポーツスポーツスポーツスポーツ等等等等をををを通通通通してしてしてして他児他児他児他児とのかかわりをもたとのかかわりをもたとのかかわりをもたとのかかわりをもた

せることによりせることによりせることによりせることにより、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力をををを高高高高めるめるめるめる。。。。

○○○○ ことばのことばのことばのことばの教室教室教室教室やややや担当者担当者担当者担当者がががが、、、、本児本児本児本児にとってにとってにとってにとって安心安心安心安心してしてしてして感情表現感情表現感情表現感情表現できるできるできるできる場場場場やややや人人人人となることにとなることにとなることにとなることに

よりよりよりより、、、、人人人人ととととコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションしたいというしたいというしたいというしたいという意欲意欲意欲意欲をををを高高高高めるめるめるめる。。。。

【【【【参考文献参考文献参考文献参考文献】】】】

・・・・上野一彦上野一彦上野一彦上野一彦、、、、海津亜希子海津亜希子海津亜希子海津亜希子、、、、服部美佳子編服部美佳子編服部美佳子編服部美佳子編：：：：軽度発達障害軽度発達障害軽度発達障害軽度発達障害のののの心理心理心理心理アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの

上手上手上手上手なななな利用利用利用利用とととと事例事例事例事例、、、、日本文化科学社日本文化科学社日本文化科学社日本文化科学社、、、、2005200520052005

・・・・かんもくかんもくかんもくかんもくネットネットネットネット著著著著、、、、角田圭子編角田圭子編角田圭子編角田圭子編：：：：場面緘黙場面緘黙場面緘黙場面緘黙Ｑ＆Ａ、Ｑ＆Ａ、Ｑ＆Ａ、Ｑ＆Ａ、学苑社学苑社学苑社学苑社、、、、2009200920092009
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音韻性読音韻性読音韻性読音韻性読みみみみ書書書書きききき障障障障がいをもつとがいをもつとがいをもつとがいをもつと思思思思われるわれるわれるわれる児童児童児童児童へのへのへのへの読読読読みみみみ書書書書きききき指導事例指導事例指導事例指導事例
三春町立三春小学校 齋藤 忍三春町立三春小学校 齋藤 忍三春町立三春小学校 齋藤 忍三春町立三春小学校 齋藤 忍

指導指導指導指導のののの実際実際実際実際ⅠⅠⅠⅠ

１１１１ 領域領域領域領域・・・・題材名題材名題材名題材名

自立活動自立活動自立活動自立活動「「「「本本本本とととと出会出会出会出会うううう、、、、友達友達友達友達とととと出会出会出会出会うううう」」」」

～「～「～「～「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい （（（（光村図書 国語光村図書 国語光村図書 国語光村図書 国語４４４４年上年上年上年上）～）～）～）～」」」」

２２２２ 授業授業授業授業のののの意図意図意図意図

教材観教材観教材観教材観○○○○

今回取今回取今回取今回取りりりり上上上上げたげたげたげた教材文教材文教材文教材文はははは、、、、光村図書国語光村図書国語光村図書国語光村図書国語４４４４年上年上年上年上のののの教科書教科書教科書教科書にににに最初最初最初最初にににに出出出出てくるてくるてくるてくる物語文物語文物語文物語文であるであるであるである（（（（本校本校本校本校

はははは東京書籍東京書籍東京書籍東京書籍をををを採用採用採用採用 。。。。本人本人本人本人のののの４４４４年生年生年生年生であるというであるというであるというであるという自尊心自尊心自尊心自尊心とととと、、、、ここでここでここでここで獲得獲得獲得獲得したしたしたした力力力力はははは通常通常通常通常のののの学級学級学級学級におにおにおにお））））

けるけるけるける国語科国語科国語科国語科のののの授業授業授業授業においてにおいてにおいてにおいて般化般化般化般化されることがされることがされることがされることが最終目的最終目的最終目的最終目的であることからであることからであることからであることから、、、、敢敢敢敢えてえてえてえて学年相当学年相当学年相当学年相当レベルレベルレベルレベルのののの

文章文章文章文章をををを教材教材教材教材としてとしてとしてとして取取取取りりりり上上上上げることにしたげることにしたげることにしたげることにした。。。。

児童観児童観児童観児童観○○○○

、「 」 、 。、「 」 、 。、「 」 、 。、「 」 、 。ＡＡＡＡ児児児児はははは 読読読読みのみのみのみの困難困難困難困難さ をさ をさ をさ を主訴主訴主訴主訴としてとしてとしてとして 学級担任学級担任学級担任学級担任のののの気気気気づきからづきからづきからづきから支援支援支援支援につながったにつながったにつながったにつながった児童児童児童児童であるであるであるである

全般的全般的全般的全般的なななな知的発達知的発達知的発達知的発達にににに遅遅遅遅れはないもののれはないもののれはないもののれはないものの、、、、音読音読音読音読がたどたどしくがたどたどしくがたどたどしくがたどたどしく文節文節文節文節ごとにごとにごとにごとに区切区切区切区切ってってってって読読読読むことができむことができむことができむことができ

ずずずず、、、、何度練習何度練習何度練習何度練習してもしてもしてもしても流暢流暢流暢流暢なななな読読読読みにならないとのことであったみにならないとのことであったみにならないとのことであったみにならないとのことであった。。。。本人本人本人本人もそのもそのもそのもその点点点点についてはについてはについてはについては既既既既にににに気気気気づづづづ

いておりいておりいておりいており、、、、学習学習学習学習にににに対対対対するするするする自信自信自信自信のののの喪失喪失喪失喪失がががが非常非常非常非常にににに心配心配心配心配されたされたされたされた。。。。

そこでそこでそこでそこで、、、、特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターであるであるであるである授業者授業者授業者授業者がががが、、、、通常通常通常通常のののの学級学級学級学級におけるにおけるにおけるにおける国語科国語科国語科国語科とととと算数科算数科算数科算数科

のののの授業授業授業授業をををを参観参観参観参観したところしたところしたところしたところ 「「「「音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識のののの弱弱弱弱ささささ （（（（注注注注１１１１））））とととと「「「「文字文字文字文字とととと音音音音のののの対応対応対応対応（（（（マッピングマッピングマッピングマッピング））））のののの困困困困、 」、 」、 」、 」

難難難難ささささ （（（（注注注注２２２２））））からくるからくるからくるからくる、、、、音韻性読音韻性読音韻性読音韻性読みみみみ書書書書きききき障障障障がいのがいのがいのがいの可能性可能性可能性可能性がうかがわれたがうかがわれたがうかがわれたがうかがわれた 「「「「平仮名文字平仮名文字平仮名文字平仮名文字→→→→音音音音」」」」」 。」 。」 。」 。

変換変換変換変換のののの困難困難困難困難さはさはさはさは、、、、さらにさらにさらにさらに 「「「「平仮名単語平仮名単語平仮名単語平仮名単語→→→→音音音音」」」」変換変換変換変換をををを困難困難困難困難にしておりにしておりにしておりにしており、、、、内容内容内容内容のののの理解理解理解理解にまではにまではにまではにまでは到底到底到底到底、、、、

至至至至らないというらないというらないというらないという状況状況状況状況にあったにあったにあったにあった。。。。こうしたこうしたこうしたこうした読読読読みのみのみのみの困難困難困難困難はははは、、、、読解読解読解読解・・・・作文作文作文作文のののの能力能力能力能力をををを必要必要必要必要とするとするとするとする全全全全てのてのてのての教教教教

科学習科学習科学習科学習にににに遅遅遅遅れをれをれをれを生生生生じさせているであろうことはじさせているであろうことはじさせているであろうことはじさせているであろうことは、、、、容易容易容易容易にににに想像想像想像想像することができたすることができたすることができたすることができた。Ａ。Ａ。Ａ。Ａ児児児児にににに対対対対しししし、、、、読読読読

みのみのみのみの力力力力のののの獲得獲得獲得獲得、、、、特特特特にににに「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音」」」」についてのについてのについてのについての音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識をををを高高高高めめめめ、、、、読読読読みみみみ間違間違間違間違いをいをいをいを軽減軽減軽減軽減することはすることはすることはすることは、、、、緊急緊急緊急緊急

のののの課題課題課題課題であるであるであるである。。。。

さらにさらにさらにさらに 「「「「学習学習学習学習のののの困難困難困難困難ささささ」」」」からくるからくるからくるからくる学習意欲学習意欲学習意欲学習意欲のののの低下低下低下低下やややや自己評価自己評価自己評価自己評価のののの低下低下低下低下がががが、、、、今後今後今後今後のののの成長発達成長発達成長発達成長発達にににに与与与与、、、、

えるえるえるえる影響影響影響影響はははは大大大大きいときいときいときいと考考考考ええええ、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに支援支援支援支援をををを開始開始開始開始したしたしたした。。。。

（（（（注注注注１１１１））））音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識のののの弱弱弱弱ささささ

・・・・ 音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識とはとはとはとは・・・・・・・・・・・・話話話話しししし言葉言葉言葉言葉のののの中中中中のののの 音音音音のののの単位単位単位単位 モーラモーラモーラモーラ にににに気気気気づきづきづきづき 音音音音のののの単位単位単位単位をををを容易容易容易容易にににに操作 合操作 合操作 合操作 合「 （ ）」 、 （「 （ ）」 、 （「 （ ）」 、 （「 （ ）」 、 （

成成成成・・・・分解分解分解分解・・・・抽出抽出抽出抽出・・・・削除等削除等削除等削除等））））できることできることできることできること。。。。

（（（（例例例例）Ａ）Ａ）Ａ）Ａ児児児児のののの板書事項板書事項板書事項板書事項のののの写写写写しししし方方方方

（（（（ はははは一般的一般的一般的一般的なななな文節文節文節文節のののの切切切切りりりり方方方方 ： ／： ／： ／： ／ははははＡＡＡＡ児児児児のののの切切切切りりりり方方方方 ））））

中中中中／／／／心心心心／／／／と なと なと なと な／／／／るるるる／／／／人人人人／／／／物物物物／／／／のののの／／／／気気気気／／／／持持持持／／／／ちちちち／／／／をををを／／／／考考考考／／／／えようえようえようえよう

ササササ／／／／ーカーカーカーカ／／／／スススス／／／／のののの／／／／ライライライライ／／／／オンオンオンオン

（（（（注注注注２２２２））））文字文字文字文字とととと音音音音のののの対応対応対応対応（（（（マッピングマッピングマッピングマッピング））））のののの困難困難困難困難

・・・・ マッピングマッピングマッピングマッピングとはとはとはとは・・・・・・・・・・・・ ああああ」」」」はははは［ａ［ａ［ａ［ａ]]]] ［［［［花花花花］］］］はははは［［［［hanahanahanahana］］］］とととと読読読読むというむというむというむという文字文字文字文字とととと音音音音のののの対応対応対応対応ルールルールルールルールをををを学学学学「 、「 、「 、「 、

習習習習しししし、、、、脳内脳内脳内脳内のののの貯蔵庫貯蔵庫貯蔵庫貯蔵庫にににに記憶記憶記憶記憶されたそのされたそのされたそのされたそのルールルールルールルールがががが、、、、必要必要必要必要なときにいつでもなときにいつでもなときにいつでもなときにいつでも取取取取りりりり出出出出せることせることせることせること。。。。

（（（（例例例例）Ａ）Ａ）Ａ）Ａ児児児児のののの教科書教科書教科書教科書のののの音読音読音読音読

文字文字文字文字をををを見見見見てててて声声声声にににに出出出出すことができずすことができずすことができずすことができず、、、、隣席隣席隣席隣席のののの女児女児女児女児がががが文節文節文節文節ごとにごとにごとにごとに、、、、読読読読みみみみ方方方方をををを教教教教えるえるえるえる。。。。
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特殊音特殊音特殊音特殊音のののの読読読読みみみみ間違間違間違間違いいいい「「「「いったいったいったいった」」」」→→→→ 「「「「いつたいつたいつたいつた」 「」 「」 「」 「去去去去ったったったった」」」」→→→→「「「「去去去去つたつたつたつた」」」」

「「「「だれかだれかだれかだれか」」」」→→→→「「「「たれかたれかたれかたれか」 「」 「」 「」 「どなったどなったどなったどなった」」」」→→→→「「「「となったとなったとなったとなった」」」」

文末表現文末表現文末表現文末表現のののの勝手読勝手読勝手読勝手読みみみみ「「「「すきではなかったすきではなかったすきではなかったすきではなかった」」」」→→→→「「「「すきではありませんでしたすきではありませんでしたすきではありませんでしたすきではありませんでした」」」」

助詞助詞助詞助詞のののの脱落脱落脱落脱落 「～「～「～「～とととと、、、、だだだだ（（（（たたたた））））れかがれかがれかがれかが、、、、どどどど（（（（とととと））））なったなったなったなった」」」」

指導観指導観指導観指導観○○○○

指導指導指導指導にあたってはにあたってはにあたってはにあたっては、、、、適切適切適切適切なななな情報収集情報収集情報収集情報収集とととと心理検査心理検査心理検査心理検査アセスメントアセスメントアセスメントアセスメントにににに努努努努めめめめ、、、、本児本児本児本児のののの認知特性認知特性認知特性認知特性とととと、、、、学習学習学習学習

上上上上のののの困難困難困難困難やややや発達発達発達発達のののの偏偏偏偏りをりをりをりを分析的分析的分析的分析的にににに関連関連関連関連づけづけづけづけ、、、、強強強強いいいい認知特性認知特性認知特性認知特性でででで弱弱弱弱いいいい認知特性認知特性認知特性認知特性ををををカバーカバーカバーカバーするというするというするというするという観観観観

点点点点でででで、、、、指導方法指導方法指導方法指導方法、、、、教材教材教材教材・・・・教具教具教具教具、、、、指導指導指導指導のののの手立手立手立手立てをてをてをてを考考考考えていきたいえていきたいえていきたいえていきたい。。。。

そのためにそのためにそのためにそのために、、、、まずまずまずまず、、、、通級指導教室通級指導教室通級指導教室通級指導教室でのでのでのでの指導指導指導指導はははは、、、、あくまでもあくまでもあくまでもあくまでも「「「「障障障障がいにがいにがいにがいに基基基基づくづくづくづく種種種種々々々々のののの困難困難困難困難をををを主体主体主体主体

的的的的にににに改善改善改善改善・・・・克服克服克服克服するためにするためにするためにするために必要必要必要必要なななな知識知識知識知識、、、、技能技能技能技能、、、、態度態度態度態度、、、、習慣習慣習慣習慣をををを養養養養いいいい、、、、もってもってもってもって心身心身心身心身のののの調和的発達調和的発達調和的発達調和的発達のののの基基基基

礎礎礎礎をををを培培培培うううう」」」」ことをことをことをことを目標目標目標目標とするとするとするとする自立活動自立活動自立活動自立活動のののの授業授業授業授業としてとしてとしてとして展開展開展開展開しししし、、、、各教科各教科各教科各教科でのでのでのでの応用応用応用応用・・・・般化般化般化般化はははは、、、、通常通常通常通常のののの学学学学

級級級級でのでのでのでの指導指導指導指導やややや家庭家庭家庭家庭とのとのとのとの連携連携連携連携にににに期待期待期待期待することとするすることとするすることとするすることとする。。。。

さらにさらにさらにさらに、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ児本人児本人児本人児本人がががが「「「「自分自分自分自分のののの学学学学びびびび方方方方のののの特徴特徴特徴特徴」」」」としてとしてとしてとして自己理解自己理解自己理解自己理解をををを深深深深めめめめ、、、、自己支援自己支援自己支援自己支援できるできるできるできる力力力力をををを獲得獲得獲得獲得

することをすることをすることをすることを個別指導個別指導個別指導個別指導のののの最優先課題最優先課題最優先課題最優先課題としとしとしとし、、、、指導方法指導方法指導方法指導方法とととと内容内容内容内容をををを工夫工夫工夫工夫・・・・選定選定選定選定したいとしたいとしたいとしたいと考考考考えるえるえるえる。。。。

３３３３ 本題材本題材本題材本題材のののの目標目標目標目標

自分自分自分自分のののの「「「「学学学学びびびび方方方方のののの特徴特徴特徴特徴」」」」をををを理解理解理解理解しししし 「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音をををを読読読読むむむむ」」」」ことについてことについてことについてことについて自己支援自己支援自己支援自己支援するためのするためのするためのするための手立手立手立手立てててて、、、、

をををを獲得獲得獲得獲得しししし、、、、物語文物語文物語文物語文のののの読読読読みにみにみにみに生生生生かすことができるかすことができるかすことができるかすことができる。。。。

４４４４ 指導計画指導計画指導計画指導計画（（（（総時数総時数総時数総時数 １２１２１２１２時間時間時間時間 ： ）： ）： ）： ）◆◆◆◆本時本時本時本時

次 時 指 導 内 容次 時 指 導 内 容次 時 指 導 内 容次 時 指 導 内 容

１ １１ １１ １１ １ 自分自分自分自分のののの学学学学びびびび方方方方のののの特徴特徴特徴特徴をををを知知知知ろうろうろうろう（ＷＩＳＣ－（ＷＩＳＣ－（ＷＩＳＣ－（ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢのののの結果結果結果結果からからからから 。。。。））））

音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識・・・・音読音読音読音読のののの実態把握実態把握実態把握実態把握。。。。

２ ２２ ２２ ２２ ２ 「「「「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい」」」」第第第第１１１１段落段落段落段落 ○○○○拗音拗音拗音拗音のののの読読読読みみみみ方方方方・・・・書書書書きききき方方方方 ○○○○拗音拗音拗音拗音をををを見見見見つけようつけようつけようつけよう

３３３３ ○○○○促音促音促音促音のののの読読読読みみみみ方方方方・・・・書書書書きききき方方方方 ○○○○促音促音促音促音をををを見見見見つけようつけようつけようつけよう

４４４４ ○○○○撥音撥音撥音撥音のののの読読読読みみみみ方方方方・・・・書書書書きききき方方方方 ○○○○撥音撥音撥音撥音をををを見見見見つけようつけようつけようつけよう

５５５５ ○○○○長音長音長音長音のののの読読読読みみみみ方方方方・・・・書書書書きききき方方方方 ○○○○長音長音長音長音をををを見見見見つけようつけようつけようつけよう

３ ６３ ６３ ６３ ６ 「「「「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい」」」」第第第第２２２２段落段落段落段落 ○○○○ 特殊音特殊音特殊音特殊音をををを見見見見つけてつけてつけてつけて、、、、マーキングマーキングマーキングマーキングしようしようしようしよう

７７７７ ○○○○ 音読発表会音読発表会音読発表会音読発表会のののの練習練習練習練習をしようをしようをしようをしよう

４ ８４ ８４ ８４ ８ 「「「「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい」」」」第第第第３３３３段落段落段落段落 ○○○○ 特殊音特殊音特殊音特殊音をををを見見見見つけてつけてつけてつけて、、、、マーキングマーキングマーキングマーキングしようしようしようしよう

９９９９ ○○○○ 音読発表会音読発表会音読発表会音読発表会のののの練習練習練習練習をしようをしようをしようをしよう

５５５５ 「「「「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい」」」」第第第第４４４４段落段落段落段落 ◆◆◆◆ 特殊音特殊音特殊音特殊音をををを見見見見つけてつけてつけてつけて、、、、マーキングマーキングマーキングマーキングしようしようしようしよう10

○○○○ 音読発表会音読発表会音読発表会音読発表会のののの練習練習練習練習をしようをしようをしようをしよう11

６６６６ 学習学習学習学習をををを振振振振りりりり返返返返りりりり、、、、いろいろないろいろないろいろないろいろな場面場面場面場面でででで特殊音特殊音特殊音特殊音のののの読読読読みにみにみにみにチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジしようしようしようしよう。。。。12

「「「「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい」」」」音読発表会音読発表会音読発表会音読発表会 ４４４４年年年年２２２２組 朝組 朝組 朝組 朝のののの会会会会でででで発表発表発表発表

５５５５ 手立手立手立手立てとてとてとてと検証検証検証検証のののの観点観点観点観点

（（（（１１１１））））手立手立手立手立てててて

手立手立手立手立てててて１１１１ 強強強強いいいい認知特性認知特性認知特性認知特性のののの活用活用活用活用：：：：言語概念化言語概念化言語概念化言語概念化のののの強強強強さをさをさをさを生生生生かしたかしたかしたかした、、、、音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識のののの向上向上向上向上

・・・・ 音音音音のののの種類種類種類種類ごとにごとにごとにごとに手手手手のたたきのたたきのたたきのたたき方方方方をををを決決決決めめめめ、、、、手手手手をたたきながらをたたきながらをたたきながらをたたきながら「「「「絵絵絵絵カードカードカードカード」」」」をををを見見見見てててて単語単語単語単語

をををを発音発音発音発音することによりすることによりすることによりすることにより、、、、音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識をををを高高高高めることができるようにするめることができるようにするめることができるようにするめることができるようにする。。。。

手立手立手立手立てててて２２２２ 強強強強いいいい認知特性認知特性認知特性認知特性のののの活用活用活用活用：：：：視覚刺激視覚刺激視覚刺激視覚刺激へのへのへのへの俊敏性俊敏性俊敏性俊敏性をををを生生生生かしたかしたかしたかした、、、、活動活動活動活動のののの工夫工夫工夫工夫

・・・・ 「「「「視覚刺激視覚刺激視覚刺激視覚刺激へのへのへのへの俊敏性俊敏性俊敏性俊敏性」」」」をををを生生生生かしかしかしかし 「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード」」」」をもとにしたをもとにしたをもとにしたをもとにした「「「「特殊音探特殊音探特殊音探特殊音探しししし」」」」、、、、

をををを通通通通してしてしてして、、、、自分自分自分自分がががが見落見落見落見落としがちなとしがちなとしがちなとしがちな特殊音特殊音特殊音特殊音にににに気気気気をつけることができるようにするをつけることができるようにするをつけることができるようにするをつけることができるようにする。。。。

手立手立手立手立てててて３３３３ 自己理解自己理解自己理解自己理解にににに立立立立ったったったった自己支援力自己支援力自己支援力自己支援力をををを育育育育むためのむためのむためのむための、、、、支援支援支援支援のののの工夫工夫工夫工夫
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・・・・ 「「「「楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためにむためにむためにむためにカードカードカードカード」」」」のののの活用活用活用活用によりによりによりにより、、、、自分自分自分自分のののの「「「「学学学学びびびび方方方方のののの特徴特徴特徴特徴」」」」をををを理解理解理解理解しししし、、、、読読読読みのみのみのみの

困難困難困難困難さをさをさをさを改善改善改善改善・・・・克服克服克服克服できるようにするできるようにするできるようにするできるようにする。。。。

（（（（２２２２））））検証検証検証検証のののの観点観点観点観点

、「 」 、 。、「 」 、 。、「 」 、 。、「 」 、 。観点観点観点観点１１１１ 言語概念化言語概念化言語概念化言語概念化のののの強強強強さをさをさをさを生生生生かしかしかしかし 絵絵絵絵カードカードカードカード をををを見見見見てててて 楽楽楽楽しくしくしくしく音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識できていたかできていたかできていたかできていたか

観点観点観点観点２２２２ 「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード」」」」をををを手掛手掛手掛手掛かりとしてかりとしてかりとしてかりとして、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音をををを見見見見つけつけつけつけ、、、、音読音読音読音読のののの際際際際にににに気気気気をつけるをつけるをつけるをつける

ことができていたかことができていたかことができていたかことができていたか。。。。

観点観点観点観点３３３３ 「「「「楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためにむためにむためにむためにカードカードカードカード」」」」をををを使使使使いいいい、、、、つまずきやすさをつまずきやすさをつまずきやすさをつまずきやすさを理解理解理解理解したしたしたした上上上上でででで、、、、音読音読音読音読のののの

練習練習練習練習ができていたかができていたかができていたかができていたか。。。。

６６６６ 本時本時本時本時のねらいのねらいのねらいのねらい

「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード」」」」をもとにをもとにをもとにをもとに、、、、第第第第４４４４段落段落段落段落のののの特殊音特殊音特殊音特殊音をををを独力独力独力独力でででで見見見見つけつけつけつけ、、、、音読音読音読音読にににに生生生生かすことができるかすことができるかすことができるかすことができる。。。。

７７７７ 指導過程指導過程指導過程指導過程

○○○○指導上指導上指導上指導上のののの留意点留意点留意点留意点 ☆☆☆☆仮説仮説仮説仮説とのとのとのとの関連関連関連関連 ※※※※評価評価評価評価学習内容学習内容学習内容学習内容・・・・活動活動活動活動 時間時間時間時間

１１１１ はじめのあいさつをしはじめのあいさつをしはじめのあいさつをしはじめのあいさつをし、、、、ウォーウォーウォーウォー ☆☆☆☆ 絵絵絵絵カード ゲームカード ゲームカード ゲームカード ゲームによりによりによりにより 仮名文字仮名文字仮名文字仮名文字のののの 音音音音5 「 」 、 「「 」 、 「「 」 、 「「 」 、 「

ミングアップミングアップミングアップミングアップをするをするをするをする。 －。 －。 －。 －文字文字文字文字」」」」対応対応対応対応のののの例外例外例外例外をををを確認確認確認確認しししし、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音をををを意識意識意識意識

・・・・ 特殊音節特殊音節特殊音節特殊音節のののの「「「「音節音節音節音節－－－－モーラモーラモーラモーラ－－－－ できるようにするできるようにするできるようにするできるようにする。。。。

文字文字文字文字」」」」対応対応対応対応のののの確認確認確認確認。。。。 ※※※※ 「「「「絵絵絵絵カードカードカードカード」」」」をををを見見見見てててて、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音のののの音韻音韻音韻音韻をををを正正正正しししし

くくくく認識認識認識認識できていたかできていたかできていたかできていたか。 （。 （。 （。 （観察観察観察観察））））

5２２２２ 本時本時本時本時のののの学習内容学習内容学習内容学習内容をををを知知知知るるるる。。。。

（（（（１１１１））））前時前時前時前時をををを振振振振りりりり返返返返りりりり、、、、本時本時本時本時のののの学習学習学習学習 ☆☆☆☆ 「「「「楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためにむためにむためにむためにカードカードカードカード」」」」でででで、、、、つまずきつまずきつまずきつまずき

範囲範囲範囲範囲をををを確認確認確認確認するするするする。。。。 やすさとやすさとやすさとやすさと対応対応対応対応をををを確認確認確認確認しししし、、、、読読読読みへのみへのみへのみへの抵抗抵抗抵抗抵抗をををを軽減軽減軽減軽減

「「「「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい」」」」のののの第第第第４４４４段落段落段落段落をををを読読読読 できるようにするできるようにするできるようにするできるようにする。。。。

んでんでんでんで 「「「「音読発表会音読発表会音読発表会音読発表会」」」」のののの準備準備準備準備をしをしをしをし ※※※※ 「「「「楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためにむためにむためにむためにカードカードカードカード」」」」によりによりによりにより、、、、音読音読音読音読、、、、

ようようようよう。。。。 のののの練習練習練習練習へのへのへのへの見通見通見通見通しをもつことができたかしをもつことができたかしをもつことができたかしをもつことができたか。。。。

（（（（２２２２））））楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためのむためのむためのむためのポイントポイントポイントポイントをををを （（（（観察観察観察観察・・・・発表発表発表発表））））

確認確認確認確認するするするする。。。。

３３３３ 自分自分自分自分でででで音読音読音読音読しししし、、、、自己理解自己理解自己理解自己理解をををを深深深深めめめめ ○○○○ 後後後後にににに行行行行うううう特殊音探特殊音探特殊音探特殊音探しがしがしがしが効果的効果的効果的効果的であることをであることをであることをであることを25

るるるる。。。。 ( )( )( )( ) 確認確認確認確認できるようできるようできるようできるよう、、、、間違間違間違間違えてもよいのでえてもよいのでえてもよいのでえてもよいので、、、、まずまずまずまず5

１１１１ 学習範囲学習範囲学習範囲学習範囲をををを 独力独力独力独力でででで音読音読音読音読するするするする 自分自分自分自分でででで音読音読音読音読するようするようするようするよう励励励励ますますますます。。。。（ ） 、 。（ ） 、 。（ ） 、 。（ ） 、 。

○○○○ 本時本時本時本時のののの学習範囲学習範囲学習範囲学習範囲をををを途中途中途中途中までまでまでまで（（（（話話話話のののの結末結末結末結末はははは明明明明

（（（（２２２２））））教師教師教師教師のののの範読範読範読範読をををを聞聞聞聞きききき、、、、内容内容内容内容をををを理理理理 ( )( )( )( ) かさないかさないかさないかさない 、、、、まずまずまずまず授業者授業者授業者授業者がががが音読音読音読音読することによすることによすることによすることによ2 ））））

解解解解するするするする。。。。 りりりり 「「「「読読読読んでもらうんでもらうんでもらうんでもらう」」」」というというというという支援支援支援支援もももも受受受受けけけけ入入入入れれれれ、、、、

られるようにするられるようにするられるようにするられるようにする。。。。

○○○○ 本時本時本時本時のねらいをのねらいをのねらいをのねらいを、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音をををを見見見見つけることにつけることにつけることにつけることに

絞絞絞絞ることによりることによりることによりることにより、、、、読読読読みにみにみにみに対対対対するするするする負担負担負担負担をををを軽減軽減軽減軽減すすすす

るようにするるようにするるようにするるようにする。。。。

４４４４ 特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード をををを手手手手がかりにがかりにがかりにがかりに ☆☆☆☆ 「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード」」」」によりによりによりにより、、、、手手手手がかりをもとがかりをもとがかりをもとがかりをもと「 」 、「 」 、「 」 、「 」 、 ( )( )( )( )10

特殊音特殊音特殊音特殊音にににに蛍光蛍光蛍光蛍光ペンペンペンペンででででマーキングマーキングマーキングマーキングす にす にす にす に独力独力独力独力でででで特殊音特殊音特殊音特殊音をををを見見見見つけることができるようつけることができるようつけることができるようつけることができるよう

るるるる。。。。 にするにするにするにする。。。。

（（（（１１１１））））拗音拗音拗音拗音（（（（ねじれたねじれたねじれたねじれた音音音音 ：：：：水色水色水色水色 ※※※※ 「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード」」」」をををを手手手手がかりにがかりにがかりにがかりに、、、、自分自分自分自分でででで特特特特））））

（（（（２２２２））））促音促音促音促音（（（（つまるつまるつまるつまる音音音音） ：） ：） ：） ：橙色 殊音橙色 殊音橙色 殊音橙色 殊音にににに気気気気づくことができていたかづくことができていたかづくことができていたかづくことができていたか。。。。
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（ ）（ ）（ ）（ ）（（（（３３３３））））撥音撥音撥音撥音（（（（はねるはねるはねるはねる音音音音） ：） ：） ：） ：桃色 教材桃色 教材桃色 教材桃色 教材プリントプリントプリントプリント

（（（（４４４４））））長音長音長音長音（（（（のばすのばすのばすのばす音音音音） ：） ：） ：） ：紫色紫色紫色紫色

５５５５ マーキングマーキングマーキングマーキングしたしたしたした特殊音特殊音特殊音特殊音にににに気気気気をつをつをつをつ ( )( )( )( ) ○○○○ 単語単語単語単語のののの抽出練習抽出練習抽出練習抽出練習（（（（言葉言葉言葉言葉さがしのさがしのさがしのさがしの学習学習学習学習））））はははは8

けながらけながらけながらけながら音読音読音読音読しししし、、、、教師教師教師教師とととと一緒一緒一緒一緒にににに文文文文 まだまだまだまだ行行行行っていないためっていないためっていないためっていないため、、、、教師教師教師教師がががが手伝手伝手伝手伝うううう。。。。自分自分自分自分

節節節節をををを斜線斜線斜線斜線でででで区切区切区切区切るるるる。。。。 でででで文節文節文節文節をををを区切区切区切区切ることができたることができたることができたることができた際際際際にはにはにはには、、、、大大大大いにいにいにいに

賞賛賞賛賞賛賞賛しししし、、、、次次次次のののの学習学習学習学習にににに生生生生かせるようにするかせるようにするかせるようにするかせるようにする。。。。

６６６６ 通通通通しししし読読読読みをしみをしみをしみをし、、、、学習学習学習学習のまとめをのまとめをのまとめをのまとめを ○○○○ 最初最初最初最初のののの読読読読みとみとみとみと比較比較比較比較しながらしながらしながらしながら、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音へのへのへのへの気気気気10

するするするする。。。。 づきがづきがづきがづきが音読音読音読音読にもたらしたにもたらしたにもたらしたにもたらした変化変化変化変化をををを言語化言語化言語化言語化してしてしてして伝伝伝伝

（（（（１１１１ 「「「「三三三三つのおつのおつのおつのお願願願願いいいい」」」」第第第第４４４４段落段落段落段落をををを、、、、 ええええ、、、、読読読読みへのみへのみへのみへの自信自信自信自信をもつことができるようにをもつことができるようにをもつことができるようにをもつことができるように））））

通通通通してしてしてして音読音読音読音読するするするする。。。。 するするするする。。。。

２２２２ 特殊音特殊音特殊音特殊音にににに気気気気づいたことによるづいたことによるづいたことによるづいたことによる ※※※※ 自分自分自分自分のののの音読音読音読音読のののの変化変化変化変化にににに気気気気づきづきづきづき、、、、自信自信自信自信をををを回復回復回復回復すすすす（ ） 、（ ） 、（ ） 、（ ） 、

音読音読音読音読のののの変化変化変化変化をををを確認確認確認確認するするするする。。。。 ることができているかることができているかることができているかることができているか。 （。 （。 （。 （音読音読音読音読・・・・観察観察観察観察））））

（（（（３３３３））））次時次時次時次時のののの学習内容学習内容学習内容学習内容をををを知知知知りりりり、、、、音読音読音読音読

発表会発表会発表会発表会へのへのへのへの見通見通見通見通しをもつしをもつしをもつしをもつ。。。。

８８８８ 授業授業授業授業のののの実際実際実際実際

１１１１ はじめのあいさつをしはじめのあいさつをしはじめのあいさつをしはじめのあいさつをし、、、、ウォーミングアップウォーミングアップウォーミングアップウォーミングアップをするをするをするをする

音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識のののの中中中中でもでもでもでも、、、、特特特特にににに、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音のののの認識認識認識認識のののの弱弱弱弱さがさがさがさが読読読読みにみにみにみに影響影響影響影響しているしているしているしているＡＡＡＡ児児児児であるがであるがであるがであるが、ＷＩＳＣ、ＷＩＳＣ、ＷＩＳＣ、ＷＩＳＣ

－－－－ⅢⅢⅢⅢ知能検査知能検査知能検査知能検査のののの結果結果結果結果からからからから、、、、絵絵絵絵やややや写真写真写真写真、、、、実物等実物等実物等実物等のののの有意味刺激有意味刺激有意味刺激有意味刺激からからからから物物物物のののの名前名前名前名前やややや用途用途用途用途をををを理解理解理解理解するするするする、、、、言語言語言語言語

概念化概念化概念化概念化のののの力力力力がががが強強強強いことがいことがいことがいことが分分分分かった このかった このかった このかった この強強強強さをさをさをさを音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識にににに生生生生かせるようかせるようかせるようかせるよう 特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード とととと 絵絵絵絵。 、「 」 「。 、「 」 「。 、「 」 「。 、「 」 「

カードカードカードカード」」」」をををを準備準備準備準備したしたしたした。。。。

これらのこれらのこれらのこれらの視覚情報視覚情報視覚情報視覚情報をもとにをもとにをもとにをもとに、、、、

・・・・ 拗音拗音拗音拗音（（（（１１１１音節音節音節音節－－－－１１１１モーラモーラモーラモーラ－－－－２２２２文字文字文字文字 ：：：：特殊表記特殊表記特殊表記特殊表記のののの多多多多ささささ（（（（３３３３音音音音××××１１１１１１１１行行行行＝＝＝＝３３３３３３３３種類種類種類種類））））））））

・・・・ 促音促音促音促音（（（（１１１１音節音節音節音節－－－－２２２２モーラモーラモーラモーラ－－－－２２２２文字文字文字文字 ：：：：無音無音無音無音のののの一拍一拍一拍一拍のののの存在存在存在存在））））

・・・・ 長音長音長音長音（（（（１１１１音節音節音節音節－－－－２２２２モーラモーラモーラモーラ－－－－２２２２文字文字文字文字 ：：：：ああああ段段段段・・・・いいいい段段段段・・・・うううう段段段段のののの他他他他、、、、ええええ段段段段・・・・おおおお段段段段のののの特例特例特例特例））））

などなどなどなど 「「「「音音音音－－－－文字文字文字文字」」」」対応対応対応対応のののの例外例外例外例外をををを確認確認確認確認しししし、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音をををを意識意識意識意識しながらしながらしながらしながら音読音読音読音読できるようになったできるようになったできるようになったできるようになった。。。。、、、、

ＴＴＴＴ これはこれはこれはこれは、、、、どうどうどうどう読読読読むのかなむのかなむのかなむのかな？？？？

Ｃ （Ｃ （Ｃ （Ｃ （口型口型口型口型のののの絵絵絵絵をををを見見見見ながらながらながらながら））））ひひひひ・・・・ああああーーーーだからだからだからだから、、、、ひゃひゃひゃひゃ。。。。

ＴＴＴＴ そうそうそうそう、、、、そうそうそうそう！！！！！！！！そのそのそのその通通通通りりりり。。。。じゃじゃじゃじゃ、、、、これはこれはこれはこれは？？？？

ＣＣＣＣ ひひひひ・・・・ううううーーーーだからだからだからだから、、、、ひゅひゅひゅひゅ。。。。

〈〈〈〈ひゃひゃひゃひゃ・・・・ひゅひゅひゅひゅ・・・・ひょひょひょひょ〉〉〉〉

ＴＴＴＴ これはこれはこれはこれは、、、、何何何何？（？（？（？（カッターナイフカッターナイフカッターナイフカッターナイフのののの絵絵絵絵カードカードカードカード提示提示提示提示））））

ＣＣＣＣ カッターナイフカッターナイフカッターナイフカッターナイフ。。。。

ＴＴＴＴ そうだねそうだねそうだねそうだね。。。。手手手手をたたきながらをたたきながらをたたきながらをたたきながら、、、、言言言言ってみようってみようってみようってみよう。。。。

〈 〉〈 〉〈 〉〈 〉ＣＣＣＣ カカカカ・・・・ 休休休休みみみみ ・・・・タタタタ・・・・ のばすのばすのばすのばす ・・・・ナナナナ・・・・イイイイ・・・・フフフフ（ ） （ ）（ ） （ ）（ ） （ ）（ ） （ ） 一音一音一音一音ずつずつずつずつ手手手手サインサインサインサインをしてをしてをしてをして音韻確認音韻確認音韻確認音韻確認

２２２２ 本時本時本時本時のののの学習範囲学習範囲学習範囲学習範囲とととと、、、、楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためのむためのむためのむためのポイントポイントポイントポイントをををを確認確認確認確認するするするする

聞聞聞聞くくくく・・・・話話話話すすすす・・・・読読読読むむむむ・・・・書書書書くくくく・・・・計算計算計算計算するするするする・・・・推論推論推論推論するのあるするのあるするのあるするのある部分部分部分部分にだけにだけにだけにだけ困困困困りりりり感感感感をををを抱抱抱抱えるえるえるえる学習障学習障学習障学習障がいがいがいがい児児児児
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はははは 「「「「分分分分かっているのにかっているのにかっているのにかっているのに、、、、どうしてうまくできないのだろうどうしてうまくできないのだろうどうしてうまくできないのだろうどうしてうまくできないのだろう ・・・・・・・・・・・・ 」」」」とととと、、、、自分自分自分自分にににに対対対対しししし不全感不全感不全感不全感、 。、 。、 。、 。

をもちをもちをもちをもち続続続続けることがけることがけることがけることが多多多多いいいい。。。。支援支援支援支援にあたってはにあたってはにあたってはにあたっては、、、、そうしたそうしたそうしたそうした子子子子どどどど

もたちのもたちのもたちのもたちの困困困困りりりり感感感感にににに気気気気づきづきづきづき、、、、思思思思いにいにいにいに寄寄寄寄りりりり添添添添いながらいながらいながらいながら支援支援支援支援するとするとするとすると

ともにともにともにともに 「「「「自分自分自分自分にはこういうところがあるにはこういうところがあるにはこういうところがあるにはこういうところがある。。。。でもでもでもでも、、、、こうすれこうすれこうすれこうすれ、、、、

ばばばば大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫 」」」」というというというという、、、、自己支援自己支援自己支援自己支援のののの方法方法方法方法をををを確実確実確実確実にににに身身身身にににに付付付付けさせけさせけさせけさせ。。。。

ることがることがることがることが、、、、何何何何よりもよりもよりもよりも大切大切大切大切になるになるになるになる。。。。

ここではここではここではここでは 「「「「楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためにむためにむためにむためにカードカードカードカード」」」」をををを準備準備準備準備しししし、、、、音読音読音読音読をををを、、、、

するするするする際際際際にににに気気気気をつけるをつけるをつけるをつける点点点点をををを絵絵絵絵やややや文字文字文字文字でででで表記表記表記表記するだけでなくするだけでなくするだけでなくするだけでなく、、、、実実実実

際際際際ににににＡＡＡＡ児児児児ががががマーキングマーキングマーキングマーキングするするするする際際際際にににに使用使用使用使用するするするする蛍光蛍光蛍光蛍光ペンペンペンペンでででで明確化明確化明確化明確化すすすす

るなどしるなどしるなどしるなどし 「「「「こうすればこうすればこうすればこうすれば、、、、上手上手上手上手にににに音読音読音読音読できるできるできるできる 」」」」というというというという見通見通見通見通、 。、 。、 。、 。

しがもてるようにしたしがもてるようにしたしがもてるようにしたしがもてるようにした。。。。〈〈〈〈楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためにむためにむためにむためにカードカードカードカード〉〉〉〉

このこのこのこの後後後後、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ児児児児はははは、、、、カードカードカードカードをををを見見見見ながらながらながらながら特殊音特殊音特殊音特殊音をををを自力自力自力自力ででででマーキマーキマーキマーキ

ングングングングしししし、、、、苦手苦手苦手苦手なななな音読音読音読音読にににに主体的主体的主体的主体的にににに取取取取りりりり組組組組むことができたむことができたむことができたむことができた。。。。

３３３３ 自分自分自分自分でででで音読音読音読音読しししし、、、、自己理解自己理解自己理解自己理解をををを深深深深めるめるめるめる

（（（（１１１１））））学習範囲学習範囲学習範囲学習範囲をををを、、、、独力独力独力独力でででで音読音読音読音読するするするする

ＴＴＴＴ 間違間違間違間違えてもえてもえてもえても、、、、大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫。。。。まずはまずはまずはまずは、、、、自分自分自分自分でででで読読読読んでみようんでみようんでみようんでみよう。。。。

ＣＣＣＣ ・・・・・・・・・・・・えいがにえいがにえいがにえいがに行行行行くときもくときもくときもくときも、、、、歌歌歌歌のののの練習練習練習練習をするときもをするときもをするときもをするときも、、、、

ボールボールボールボール遊遊遊遊びをするときもびをするときもびをするときもびをするときも、、、、いつもいっしょだったいつもいっしょだったいつもいっしょだったいつもいっしょだった。。。。

このこのこのこの場面場面場面場面はははは、、、、今回初今回初今回初今回初めてめてめてめて音読音読音読音読するするするする場面場面場面場面であったがであったがであったがであったが、、、、前時前時前時前時

までのまでのまでのまでの学習学習学習学習をををを生生生生かしかしかしかし 「「「「ボールボールボールボール （（（（長音長音長音長音 「「「「いっしょいっしょいっしょいっしょ （（（（促促促促、 」 ）、 」、 」 ）、 」、 」 ）、 」、 」 ）、 」

音音音音＋＋＋＋拗音拗音拗音拗音 「「「「・・・・・・・・・・・・だっただっただっただった （（（（促音促音促音促音））））等等等等のののの特殊音特殊音特殊音特殊音をををを一発一発一発一発でででで）、 」）、 」）、 」）、 」

正正正正しくしくしくしく読読読読むことができたむことができたむことができたむことができた。。。。

〈〈〈〈聞聞聞聞いていていていて、、、、もうこんなにもうこんなにもうこんなにもうこんなに読読読読めるよめるよめるよめるよ〉〉〉〉

（（（（２２２２））））教師教師教師教師のののの範読範読範読範読をををを聞聞聞聞きききき、、、、内容内容内容内容をををを理解理解理解理解するするするする

、 、 、、 、 、、 、 、、 、 、前時前時前時前時までのまでのまでのまでの各場面各場面各場面各場面のののの読読読読みをみをみをみを通通通通してしてしてして 特殊音特殊音特殊音特殊音のののの認識認識認識認識がががが可能可能可能可能となりとなりとなりとなり 読読読読みのみのみのみのコツコツコツコツをつかんだをつかんだをつかんだをつかんだＡＡＡＡ児児児児はははは

独独独独りりりり読読読読みだけでおみだけでおみだけでおみだけでお話話話話のののの内容内容内容内容をほぼをほぼをほぼをほぼ理解理解理解理解できたできたできたできた様子様子様子様子であったがであったがであったがであったが、、、、自力自力自力自力でででで読読読読みみみみ取取取取ったったったった内容内容内容内容をををを確認確認確認確認するするするする

ことことことこと 「「「「他者他者他者他者にににに読読読読んでもらうんでもらうんでもらうんでもらう」」」」というというというという支援支援支援支援をををを受受受受けけけけ入入入入れられるようになることをねらいれられるようになることをねらいれられるようになることをねらいれられるようになることをねらい、、、、教師教師教師教師がががが範範範範、、、、

読読読読をしてをしてをしてをして聞聞聞聞かせたかせたかせたかせた。。。。本文本文本文本文をををを追追追追ううううＡＡＡＡ児児児児のののの視線視線視線視線はははは、、、、以前以前以前以前のようにのようにのようにのように紙紙紙紙のののの上上上上をををを泳泳泳泳ぐことはなくぐことはなくぐことはなくぐことはなく、、、、教師教師教師教師のののの声声声声

にににに合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、しっかりとしっかりとしっかりとしっかりと文字文字文字文字をををを追追追追うことができていたうことができていたうことができていたうことができていた。。。。

４４４４ 「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音カードカードカードカード」」」」をををを手手手手がかりにがかりにがかりにがかりに、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音にににに蛍光蛍光蛍光蛍光ペンペンペンペンででででマーキングマーキングマーキングマーキングするするするする

ＡＡＡＡ児児児児はははは、、、、指導計画指導計画指導計画指導計画２２２２次次次次（（（（１１１１のののの場面場面場面場面のののの読読読読みみみみ取取取取りりりり））））のののの学習学習学習学習のののの中中中中でででで、、、、拗音拗音拗音拗音はははは水色水色水色水色、、、、促音促音促音促音はははは橙色橙色橙色橙色、、、、撥音撥音撥音撥音

、 、 。 、、 、 。 、、 、 。 、、 、 。 、はははは桃色 長音桃色 長音桃色 長音桃色 長音はははは紫色紫色紫色紫色・・・・・・・・・・・・とととと自分自分自分自分でででで決決決決めめめめ 特殊音探特殊音探特殊音探特殊音探しをしをしをしを繰繰繰繰りりりり返返返返しししし行行行行ってきたってきたってきたってきた 学習学習学習学習がががが進進進進むにつれむにつれむにつれむにつれ

特殊音探特殊音探特殊音探特殊音探しはしはしはしはスムーズスムーズスムーズスムーズになりになりになりになり、、、、短時間短時間短時間短時間でででで落落落落ちなくちなくちなくちなく蛍光蛍光蛍光蛍光ペンペンペンペンででででチェックチェックチェックチェックすることができるようになすることができるようになすることができるようになすることができるようにな

ったったったった。。。。

〈〈〈〈ねじれたねじれたねじれたねじれた音音音音はははは、、、、水色水色水色水色だねだねだねだね〉 〈〉 〈〉 〈〉 〈はねるはねるはねるはねる音音音音はははは、、、、桃色桃色桃色桃色だねだねだねだね〉〉〉〉
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５５５５ マーキングマーキングマーキングマーキングしたしたしたした特殊音特殊音特殊音特殊音にににに気気気気をつけながらをつけながらをつけながらをつけながら音読音読音読音読しししし、、、、教師教師教師教師とととと一緒一緒一緒一緒にににに文節文節文節文節をををを斜線斜線斜線斜線でででで区切区切区切区切るるるる

特殊音特殊音特殊音特殊音ののののマーキングマーキングマーキングマーキングをををを終終終終えるとえるとえるとえると、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音もももも含含含含めめめめ、、、、いくつかのいくつかのいくつかのいくつかの文字文字文字文字とととと文字文字文字文字とをつないでできていとをつないでできていとをつないでできていとをつないでできてい

るるるる「「「「単語単語単語単語」」」」をををを見見見見つけつけつけつけ出出出出すことがすことがすことがすことが、、、、文章文章文章文章をををを読読読読むむむむ上上上上でででで必要必要必要必要となるとなるとなるとなる。。。。

ＡＡＡＡ児児児児のののの場合場合場合場合 「「「「単語単語単語単語のののの抽出抽出抽出抽出」」」」ということばということばということばということば探探探探しのしのしのしの学習学習学習学習はまだはまだはまだはまだ行行行行っていないためっていないためっていないためっていないため、、、、教師教師教師教師とととと一緒一緒一緒一緒にににに、、、、

文節文節文節文節をををを斜線斜線斜線斜線でででで区切区切区切区切ることをることをることをることを目標目標目標目標としたとしたとしたとした。。。。ところがところがところがところが、、、、ここのところのここのところのここのところのここのところのＡＡＡＡ児児児児はははは、、、、以前以前以前以前のようにのようにのようにのように本文本文本文本文をををを

斜線斜線斜線斜線でででで区切区切区切区切らなくてもらなくてもらなくてもらなくても、、、、音読音読音読音読しながらしながらしながらしながら文節文節文節文節とととと文節文節文節文節のののの切切切切れれれれ目目目目をををを自分自分自分自分でででで見見見見つけつけつけつけ、、、、聴聴聴聴きききき取取取取りやすいりやすいりやすいりやすい音読音読音読音読

がががが可能可能可能可能となっていたとなっていたとなっていたとなっていた。。。。それはそれはそれはそれは、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音のののの読読読読みがみがみがみがスムーズスムーズスムーズスムーズになになになにな

ったことでったことでったことでったことで、、、、音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識がががが高高高高まりまりまりまり、、、、文字文字文字文字のののの羅列羅列羅列羅列からからからから単語単語単語単語のまとのまとのまとのまと

まりがまりがまりがまりが見見見見つけやすくなったことがつけやすくなったことがつけやすくなったことがつけやすくなったことが影響影響影響影響しているものとしているものとしているものとしているものと思思思思われわれわれわれ

るるるる。。。。

、 、 、、 、 、、 、 、、 、 、そこで ここではそこで ここではそこで ここではそこで ここでは 全全全全てのてのてのての文節文節文節文節にににに斜線斜線斜線斜線をををを入入入入れるのではなくれるのではなくれるのではなくれるのではなく

ＡＡＡＡ児児児児がががが読読読読みのみのみのみの過程過程過程過程でででで戸惑戸惑戸惑戸惑いいいい、、、、逐次読逐次読逐次読逐次読みになったみになったみになったみになった部分部分部分部分のみにとのみにとのみにとのみにと

どめたどめたどめたどめた。。。。

ＣＣＣＣ えいがえいがえいがえいが／／／／にににに行行行行くときもくときもくときもくときも、、、、歌歌歌歌のののの練習練習練習練習をするときもをするときもをするときもをするときも、、、、

〈 、 〉〈 、 〉〈 、 〉〈 、 〉ボールボールボールボール遊遊遊遊びびびび／／／／をするときも いつもいっしょだったをするときも いつもいっしょだったをするときも いつもいっしょだったをするときも いつもいっしょだった、 。、 。、 。、 。 斜線斜線斜線斜線をををを入入入入れて わかりやすくれて わかりやすくれて わかりやすくれて わかりやすく

単語単語単語単語とととと助詞助詞助詞助詞のののの混同混同混同混同がががが見見見見られたためられたためられたためられたため、、、、斜線斜線斜線斜線をををを入入入入れるとともにれるとともにれるとともにれるとともに、、、、助詞助詞助詞助詞にににに○○○○印印印印をををを付付付付けるようにしたけるようにしたけるようにしたけるようにした。。。。

このこのこのこの問題問題問題問題をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために、、、、単語単語単語単語のののの抽出練習抽出練習抽出練習抽出練習とととと同時同時同時同時にににに、、、、助詞探助詞探助詞探助詞探しのしのしのしの学習学習学習学習もももも必要必要必要必要であることがわかであることがわかであることがわかであることがわか

ったったったった。。。。

６６６６ 通通通通しししし読読読読みをしみをしみをしみをし、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音にににに気気気気づいたことによるづいたことによるづいたことによるづいたことによる音読音読音読音読のののの変化変化変化変化をををを確認確認確認確認するするするする

ＣＣＣＣ 先生先生先生先生、、、、ここのここのここのここの「「「「いいいいいいいい友友友友だちだちだちだち（（（（がいなくなってがいなくなってがいなくなってがいなくなって、、、、さびしいさびしいさびしいさびしい

よよよよ 」」」」とととと 「「「「いいいいいいいい友友友友だちよだちよだちよだちよ、、、、ノービィノービィノービィノービィ （（（（母母母母のののの台詞台詞台詞台詞））））のとこのとこのとこのとこ） 、 」） 、 」） 、 」） 、 」

ろろろろ、、、、同同同同じじじじ。。。。

ＴＴＴＴ 本当本当本当本当だねだねだねだね。。。。このこのこのこの「「「「いいいいいいいい友友友友だちだちだちだち」」」」がががが、、、、このこのこのこの物語物語物語物語ののののキーワーキーワーキーワーキーワー

ドドドドだねだねだねだね。。。。いいところにいいところにいいところにいいところに、、、、気気気気づいたねづいたねづいたねづいたね。。。。

音読音読音読音読ががががスムーズスムーズスムーズスムーズになったばかりかになったばかりかになったばかりかになったばかりか、、、、全文全文全文全文をををを振振振振りりりり返返返返りりりり、、、、キーキーキーキー

ワードワードワードワードからからからから物語物語物語物語のののの主題主題主題主題にまでにまでにまでにまで迫迫迫迫ることができたることができたることができたることができたＡＡＡＡ児児児児 「「「「読読読読むむむむ」」」」。。。。

ことがことがことがことが、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ児児児児のののの世界世界世界世界をををを大大大大きくきくきくきく広広広広げるげるげるげる瞬間瞬間瞬間瞬間をををを共有共有共有共有できたことをできたことをできたことをできたことを、、、、うれしくうれしくうれしくうれしく思思思思うううう。。。。

ⅢⅢⅢⅢ まとめまとめまとめまとめ

１１１１ 手立手立手立手立てててて

「「「「自分自分自分自分にはにはにはには、、、、こんなところがあるこんなところがあるこんなところがあるこんなところがある。。。。でもでもでもでも、、、、こうすればこうすればこうすればこうすれば大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫 」」」」そうそうそうそうＡＡＡＡ児自身児自身児自身児自身がががが思思思思えるようにえるようにえるようにえるように。。。。

なることをなることをなることをなることを意識意識意識意識しながらしながらしながらしながら、、、、授業授業授業授業をををを構築構築構築構築してきたしてきたしてきたしてきた。Ａ。Ａ。Ａ。Ａ児自身児自身児自身児自身がががが、、、、自己理解自己理解自己理解自己理解をををを深深深深めめめめ、、、、強強強強いいいい認知特性認知特性認知特性認知特性をををを

生生生生かしながらかしながらかしながらかしながら自己支援自己支援自己支援自己支援するするするする力力力力をををを獲得獲得獲得獲得することをすることをすることをすることを目標目標目標目標にににに、、、、手立手立手立手立てをてをてをてを講講講講じたじたじたじた。。。。

（（（（１１１１））））手立手立手立手立てててて１１１１：：：：言語概念化言語概念化言語概念化言語概念化のののの強強強強さをさをさをさを生生生生かしたかしたかしたかした、、、、音韻認識音韻認識音韻認識音韻認識のののの向上向上向上向上

ここではここではここではここでは、、、、まずまずまずまず、、、、

①①①① 単語単語単語単語はいくつかのはいくつかのはいくつかのはいくつかの音音音音がががが組組組組みみみみ合合合合わさってできていることをわさってできていることをわさってできていることをわさってできていることを理解理解理解理解するするするする

①①①① 自分自分自分自分はそのはそのはそのはその音音音音のののの認識認識認識認識がががが弱弱弱弱くくくく、、、、合成合成合成合成・・・・分解分解分解分解・・・・抽出抽出抽出抽出・・・・削除等削除等削除等削除等がががが苦手苦手苦手苦手であることをであることをであることをであることを理解理解理解理解するするするする
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ことをことをことをことを目標目標目標目標としたとしたとしたとした。。。。

そのそのそのその上上上上でででで、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢ知能検査知能検査知能検査知能検査のののの結果結果結果結果からからからから、、、、言語概念化言語概念化言語概念化言語概念化のののの強強強強さをさをさをさを生生生生かしかしかしかし、、、、絵絵絵絵やややや写真写真写真写真、、、、実物実物実物実物なななな

どどどど、、、、そのそのそのその物物物物をををを見見見見ればればればれば何何何何かがかがかがかが言言言言えるえるえるえる力力力力をををを活用活用活用活用してしてしてして、、、、絵絵絵絵カードカードカードカードにににに書書書書かれたかれたかれたかれた物物物物をををを、、、、

①①①① 「「「「カカカカ・・・・ 休休休休むむむむ ・・・・タタタタ・・・・ のばすのばすのばすのばす ・・・・ナナナナ・・・・イイイイ・・・・フフフフ」」」」とととと音音音音をををを分解分解分解分解してしてしてして言言言言いながらいながらいながらいながら手手手手サインサインサインサインをするをするをするをする（ ） （ ）（ ） （ ）（ ） （ ）（ ） （ ）

②②②② 絵絵絵絵カードカードカードカードのののの裏裏裏裏にににに、、、、音韻数分貼音韻数分貼音韻数分貼音韻数分貼られたられたられたられたドットシールドットシールドットシールドットシールをををを指指指指さしながらさしながらさしながらさしながら、、、、単語単語単語単語をををを唱唱唱唱えるえるえるえる

等等等等のののの練習練習練習練習をををを行行行行ったったったった。。。。

、 、 、、 、 、、 、 、、 、 、そのそのそのその結果 教材文結果 教材文結果 教材文結果 教材文をををを読読読読んだんだんだんだ際際際際にににに 文字文字文字文字とととと文字文字文字文字をつないでをつないでをつないでをつないで単語単語単語単語をををを見見見見つけるつけるつけるつける単語抽出単語抽出単語抽出単語抽出がががが容易容易容易容易となりとなりとなりとなり

文節文節文節文節ごとにごとにごとにごとに入入入入れるれるれるれる斜線斜線斜線斜線のののの数数数数がががが、、、、少少少少なくてすむようになったなくてすむようになったなくてすむようになったなくてすむようになった。。。。

（（（（２２２２））））手立手立手立手立てててて２２２２：：：：視覚刺激視覚刺激視覚刺激視覚刺激へのへのへのへの俊敏性俊敏性俊敏性俊敏性をををを生生生生かしたかしたかしたかした、、、、活動活動活動活動のののの工夫工夫工夫工夫

ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢ知能検査知能検査知能検査知能検査のののの結果結果結果結果からからからから、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ児児児児はははは、、、、構成構成構成構成やややや組組組組みみみみ立立立立てをてをてをてを必要必要必要必要とするとするとするとする視覚刺激視覚刺激視覚刺激視覚刺激のののの処理処理処理処理はははは苦苦苦苦

手手手手であるがであるがであるがであるが、、、、そうしたそうしたそうしたそうした操作操作操作操作をををを必要必要必要必要としないとしないとしないとしない、、、、単純単純単純単純なななな記号記号記号記号などのなどのなどのなどの視覚刺激視覚刺激視覚刺激視覚刺激のののの処理処理処理処理はははは強強強強いことがいことがいことがいことが明明明明らららら

かとなったかとなったかとなったかとなった。。。。そこでそこでそこでそこで、、、、

①①①① 拗音拗音拗音拗音・・・・促音促音促音促音・・・・撥音撥音撥音撥音・・・・長音等長音等長音等長音等、、、、特殊音特殊音特殊音特殊音のののの特徴特徴特徴特徴をををを記号化記号化記号化記号化したしたしたしたカードカードカードカード

②②②② 発音発音発音発音のののの困難困難困難困難なななな拗音拗音拗音拗音についてについてについてについて、、、、音音音音のののの変化変化変化変化（（（（例例例例：：：：きゃきゃきゃきゃ＝＝＝＝きききき→→→→やややや））））とととと、、、、それにそれにそれにそれに伴伴伴伴うううう口型口型口型口型のののの変化変化変化変化をををを絵絵絵絵

にににに描描描描いたいたいたいたカードカードカードカード

をををを準備準備準備準備したしたしたした。。。。

〈〈〈〈特殊音特殊音特殊音特殊音のののの記号記号記号記号カードカードカードカード〉 〈〉 〈〉 〈〉 〈特殊音特殊音特殊音特殊音のののの口型口型口型口型カードカードカードカード〉〉〉〉

ＡＡＡＡ児児児児はははは、、、、このこのこのこのカードカードカードカードをををを常常常常ににににランドセルランドセルランドセルランドセルにににに入入入入れてれてれてれて携帯携帯携帯携帯しししし、、、、音読音読音読音読でつまずいてしまったでつまずいてしまったでつまずいてしまったでつまずいてしまった際際際際にいつでにいつでにいつでにいつで

もももも取取取取りりりり出出出出してしてしてして確認確認確認確認するようにしたことによりするようにしたことによりするようにしたことによりするようにしたことにより、、、、やがてやがてやがてやがてカードカードカードカードをををを見見見見なくともなくともなくともなくとも特殊音特殊音特殊音特殊音をををを「「「「文字文字文字文字」」」」からからからから

「「「「音音音音」」」」ににににスムーズスムーズスムーズスムーズにににに変換変換変換変換しししし、、、、教材文教材文教材文教材文をををを読読読読むことができるようになったむことができるようになったむことができるようになったむことができるようになった。。。。

（（（（３３３３））））手立手立手立手立てててて３３３３：：：：自己理解自己理解自己理解自己理解にににに立立立立ったったったった自己支援力自己支援力自己支援力自己支援力をををを育育育育むためのむためのむためのむための、、、、支援支援支援支援のののの工夫工夫工夫工夫

まずまずまずまず、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－、ＷＩＳＣ－ⅢⅢⅢⅢ知能検査知能検査知能検査知能検査のののの結果結果結果結果をををを、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ児児児児のののの困困困困りりりり感感感感とととと結結結結びびびび付付付付けながらけながらけながらけながら、、、、本人本人本人本人にににに説明説明説明説明したしたしたした。。。。ささささ

らにらにらにらに 「「「「ではではではでは、、、、そのそのそのその困難困難困難困難さをさをさをさを克服克服克服克服するためにはするためにはするためにはするためには、、、、どんなことにどんなことにどんなことにどんなことに気気気気をつけをつけをつけをつけ、、、、どんなどんなどんなどんな手順手順手順手順でででで音読音読音読音読すれすれすれすれ、、、、

ばよいのかばよいのかばよいのかばよいのか」」」」といったといったといったといった、、、、障障障障がいにがいにがいにがいに基基基基づくづくづくづく種種種種々々々々のののの困難困難困難困難をををを改善改善改善改善・・・・克服克服克服克服するためのするためのするためのするための手立手立手立手立てをてをてをてを本人本人本人本人がががが獲得獲得獲得獲得

できるようできるようできるようできるよう 「「「「楽楽楽楽しくしくしくしく読読読読むためにむためにむためにむためにカードカードカードカード」」」」をををを準備準備準備準備したしたしたした。。。。、、、、

このこのこのこのカードカードカードカードをををを使使使使ってってってって、、、、音読音読音読音読のののの手順手順手順手順をををを確認確認確認確認しながらしながらしながらしながら教材文教材文教材文教材文をををを読読読読みみみみ進進進進めるとともにめるとともにめるとともにめるとともに 「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音のののの記記記記、、、、

号号号号カードカードカードカード」」」」やややや「「「「特殊音特殊音特殊音特殊音のののの口型口型口型口型カードカードカードカード」」」」とととと同様同様同様同様にににに、、、、いつもいつもいつもいつもランドセルランドセルランドセルランドセルにににに携帯携帯携帯携帯することによりすることによりすることによりすることにより、、、、通常通常通常通常

のののの学級学級学級学級におけるにおけるにおけるにおける国語科国語科国語科国語科やややや算数科算数科算数科算数科のののの授業授業授業授業においてもにおいてもにおいてもにおいても、、、、そのそのそのその教科書教科書教科書教科書のののの読読読読みにみにみにみに活用活用活用活用するなどするなどするなどするなど、、、、自立活動自立活動自立活動自立活動

のののの時間時間時間時間にににに獲得獲得獲得獲得したしたしたした力力力力をををを広広広広くくくく般化般化般化般化することができたすることができたすることができたすることができた。。。。

「 、 」「 、 」「 、 」「 、 」子子子子どものどものどものどもの認知特性認知特性認知特性認知特性をををを把握把握把握把握しししし 強強強強いいいい認知特性認知特性認知特性認知特性をををを支援支援支援支援にににに生生生生かすかすかすかす

「「「「自己理解自己理解自己理解自己理解をををを深深深深めめめめ、、、、自己支援力自己支援力自己支援力自己支援力をををを育育育育てるてるてるてる」」」」このことはこのことはこのことはこのことは、、、、全全全全てのてのてのての

発達障発達障発達障発達障がいがいがいがい支援支援支援支援にににに共通共通共通共通することでありすることでありすることでありすることであり、、、、これからもこれからもこれからもこれからも

目目目目のののの前前前前のののの子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの支援支援支援支援にににに生生生生かしていきたいとかしていきたいとかしていきたいとかしていきたいと考考考考えるえるえるえる。。。。

〈〈〈〈自分自分自分自分のののの教科書教科書教科書教科書にもにもにもにも・・・・・・・・・・・・〉〉〉〉
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通級指導教室指導案（グループ学習） 

 

１ 対象児 

対象児１ A 児（男子）第２学年  

   対象児２ B 児（男子）第２学年 

 

２ 授業について 

対象となる２人の児童は、週４～５回通級しており、意欲的に授業に取り組んでいる。しかし、在籍

学級の一斉指導の場面では、集中して取り組むことが難しく、話すことや聞くことに関しても、相手の

方を見て適当な声の大きさや速さで話す、話している人の方を見て静かに聞くというような基本的な話

し方や聞き方についてはまだ身に付いていない。 

話している人に注意を向け、きちんと聞くことは授業や集団活動での基本的な学習態度の一つである。

そこで、この授業では、スキルを具体的に提示しながら、モデリングやロールプレイ、ゲームなどを通

して、基本的な学習態度を養うことを目標とする。 

指導に当たっては、楽しく意欲的に活動できるようなゲームやクイズを準備し、その活動をする中で、

他者とかかわることの楽しさを味わいながら、目標とするスキルが身に付けられるようにしたい。 

○ 認知の特性を生かした「学び」やすい状況づくり 

・ Ａ児は、書くことが苦手なので、書く活動はその量を調整する。また、ことばで説明することが苦手

であるため、台詞をいくつか例示し、そこから選ぶことができるようにする。 

・ Ｂ児は、状況に応じて自分で考えて解決することが苦手であることから、具体的な例をモデルを使っ

て提示することで考えやすいようにする。 

○ 子どもが自己を振り返りやすい状況づくり 

・ 相手に伝えている様子をＶＴＲに撮影することで、相手に分かりやすく伝えることができているかを

視覚的に振り返ることができるようにする。その際、分かりやすさのポイントを具体的に提示すること

で、子どもが何を確認すればよいかがわかるようにする。 

・ 授業で学習したワークシートを担任や保護者に見せることで、学習したことを在籍学級や家庭でも実

践することができるようにするとともに，担任や保護者に称賛してもらうことで達成感を味わうことが

できるようにする。 

 

３ 本時の目標 

○ 話を聞く良い姿勢のポイントが分かり、良い姿勢をとることができる。 

○ 忘れ物をした際の対処法が分かり、ロールプレイで演じることができる。 

＜個人目標＞ 

Ａ児 ・良い姿勢のポイントが分かり、モデルを見ながら良い姿勢をとることができる。 

   ・忘れ物をした際の対処法の一つが分かり、ロールプレイでやってみることができる。 

Ｂ児 ・良い姿勢のポイントが分かり、ことばで表現することができる。 

   ・忘れ物をした際の対処法が分かり、ロールプレイでやってみることができる。 
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４ 指導過程 

時間 学習活動・内容 教師の指導 

5 分 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

１ はじまりのあいさつをする。 

２ 本時の学習内容について知る。 

「やってみよう」 

(1) 学習内容を知る 

(2) めあてを確認する 

 

３ 「よくきくしせい」 

(1) 良い姿勢のポイントを考える 

・背中を伸ばす 

・手を置く 

・話す人を見る 

(2) 良い姿勢を練習する 

 

４「こんなときどうする？」 

(1) 絵カードを見ながら状況について

話し合う 

・運動着を忘れ

たとき 

  

(2) 良い例と悪い例を見て具体的な対

応を考える 

 

(3)ワークシートに記入する 

 

 

 

 

 

 

(4) ロールプレイをする 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の活動を振り返り，感想を発表

する。 

(1) ＶＴＲで自分の様子を振り返る 

(2) 自分や友達の良かったことを話し

合う 

 

 

○ 学習内容・方法の提示 

本時の学習について、その内容

と順序を知らせることで、学習の

見通しを持ちやすくする。 

 

○ スキルの提示 

言葉での説明だけでは理解

しにくいため，絵や写真，文

字など視覚的な具体物を提示

して説明することで理解しや

すいようにする。 

 

○ ルールの一貫性 

その場での臨機応変な対応は難しいため、通級教

室と学級とで、同じルールを使うようにする。 

 

○ モデルの提示 

自分では気づきにくいた

め、不適切なモデルと適切

なモデルを提示して、比較

して考えられるようにす

る。 

 

○ 選択肢の提示 

台詞を自分で考えることが難し

い場合は、いくつかの選択肢を提

示し、自分で選べるようにする 

 

○ ロールプレイング 

ポイントを確実に理解できるように、ロールプレ

イングで体験させながら練習する。 

 

○ フィードバック 

ポイントを具体的に（身体的に）指導し、できて

いるところは、即時に肯定的に評価する。 

 

○ 自己評価 

自分の姿を想像して自分

を振り返ることが苦手なた

め、ＶＴＲを用いて視覚的に

確認することができるよう

にする。また、ＶＴＲを見る

視点を示すことで、めあてを達成できたかを自己評

価しやすいようにする。 

＊ 授業後・・・連絡ファイルとワークシートを担任の先生や保護者に見せ、学習内容を伝える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「通級による指導の手引」 

平成２３年７月   

 

発行：福島県養護教育センター 

 

〒９６３－８０４１ 

福島県郡山市富田町字上ノ台４－１ 

電 話 ０２４－９５２－６４９７ 

＜執筆協力者＞ 

   長澤こずえ  本宮市立本宮まゆみ小学校  教諭 

   齋藤 忍   田村郡三春町立三春小学校  教諭 

   午來恵美子  南相馬市立原町第一小学校  教諭 

 

＜参考文献＞ 

○ 「通級による指導の手引」（平成７年）   福島県教育委員会 

○ 通級による指導の手引 解説とＱ＆Ａ   文部科学省 編著 

○ 小・中学校における障害のある子どもへのアプローチ（平成１８年） 

国立特殊教育総合研究所 

○ 言語障害教育における指導の内容・方法・評価に関する研究 

国立特別支援教育総合研究所 


